




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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「こんなところで寝ねてるとは、いい度胸だ」

　昼休み、何事もなく終えようとしていた見回りの最終地点。立ち入り禁止のはずの屋上で、俺、辻つじ井い忍しのぶは校則違い反はんの現行犯を発見した。

　フェンスが低く一部老ろう朽きゆう化かしている為ため『風紀委員の見回り時以外、屋上への生徒の立入りを禁ず』と校則で決まっているにも拘かかわらず、そいつは給きゆう水すい塔とうの裏でカバンを枕まくらに堂々と気持ち良さそうに眠ねむってやがる。

　うちの学校──私立和泉いずみ野の学園高等部は、結構有名な家の子息が集まるせいか、のんびりした校風が売りの男子校だ。

　俺みたいな一いつ般ぱん中流家庭出の奴やつもいることはいるけれど、大たい概がいは『会社社長の息子むすこ』とか『俳優の息子』とか、世間体を気にしなきゃいけないような奴らばかり。

　でも、そのおかげか今まで風紀委員の仕事なんて、申し訳程度の見回りと、遅ち刻こく者しやの取り締しまりくらいだったのに……。

「───っ」

　こうなると、副委員長に任命されたばかりの俺を……と云いうより、三年から代だい替がわりしたばかりの風紀委員をバカにしてるとしか思えない！

　二年中心の新体制になったからって、校則が甘くなったとでも思ってるわけじゃないよな？

「いったい、どこのどいつだ」

　気持ち良さそうに寝息を立てている男子生徒に、俺はムカムカしながら歩み寄る。

　規定になっている紺こん地じに縁ふちに白のラインが入ったブレザーは着てないし、臙えん脂じ色いろのネクタイも見あたらない。シャツの裾すそは出っぱなしで、襟えり元もとはボタンを三つも開けてるし。

　さすがに校則違反者だけあって、格好もだらしないな。

　そう思ってまじまじとそいつの顔を観察して、俺は思わず目を見開いた。

「───!!」

　よりにもよって、こいつか！

　忘れもしないこの顔。校則違反ブラックリスト常連の一年、日ひ高だか紘こう司じじゃないか。

　こいつに関しては、副委員長を先せん輩ぱいから引き継つぐときに渡わたされたブラックリストの上位にランクインしてやがったから、さすがの俺もチェックしてた。でも、遅刻や制服違反だけじゃなく、生徒の安全を守る為の規定まで破るなんて！

　いくら顔が良くて頭が良くて背が高くてモテるからって…学校を何だと思ってるんだ！

「おい！　ここはお前の休きゆう憩けい所じよじゃないんだぞ！」

「……………」

　腹に力を入れて怒ど鳴なりつけてみたけれど、規則正しい寝息は少しも乱れやしない。

「いい加減に起きろよっ！　いつまで寝てるつもりなんだ!!」

「……………」

　───くそ…っ。ダメだ、爆ばく睡すいしてやがる。

　このままじゃ埒らちがあかないと思った俺は、日高の脇わきに膝ひざをつき肩かたに手を掛かけた。

　そして、揺ゆすろうとした瞬しゆん間かん……。

「うわっ!?」

　腕うでを摑つかまれたかと思うと、物もの凄すごい力で俺は日高に引っ張られてしまったのだ。

　当然、そんなことをされたらバランスを崩くずすに決まってる。俺は重力に従って、日高の上に倒たおれ込んだ。

　イキナリ、何なんだよ！　起きてたなら云えよなっ!?

「っつー……おまえっ…いいかげんに───」

　だけど、文句を云おうと上半身を起こした途と端たん……間近に迫せまる日高の顔に、俺は思わず言葉を飲み込んでしまった。

「!!」

　整った鼻び梁りように、薄うすい唇くちびる。精せい悍かんで男らしい野性味を帯びた顔立ち。

　少し長めの前まえ髪がみと形のいい切れ長の瞳ひとみは、どちらも綺き麗れいな漆しつ黒こくで。妙みような色気を孕はらんだ、その寝ね惚ぼけ眼まなこの潤うるんだ瞳にじっと見つめられていると、なぜか鼓こ動どうが速さを増していく…。

　───あ、あれ？

　どうしちゃったんだよ…俺…。何、ドキドキしてるわけ？

　い、今のは、ただびっくりしただけで、決して変な気持ちからなんかじゃないからな！

　男の顔…しかも日高なんか見てドキドキするなんて、あるわけないんだから!!

　慌あわてて視線を逸そらし自分自身に云い訳していると、スッと俺の首の後ろへと手を回してきた日高に頭を引き寄せられて───…。

「え…？」

　な…に…？　何が起こって……？

　きっかり五秒、思考が停止した。

　俺の唇に、暖かくて柔やわらかい何かが押しつけられている。

　この感かん触しよく……。

「…っ!?」

　もしかして、俺の口を塞ふさいでるのって……まさか…まさか…。

　───ウソ、だろ…っ!?

　何で俺、日高にキスなんかされてんだ…っ。

　ようやく我に返った俺は、必死で日高から逃のがれようとした。なのにこいつは、俺の渾こん身しんの力にもビクともしてくれない。

「んんっ、んーっ！」

　体に力が…入らない…？

　俺ってこんなに非力だったっけ!?

　思い通りにならない自分の体に動どう揺ようしつつ、それでも俺は必死で抵てい抗こうを試みた。だけどそんな俺をものともせず、日高はコロンと体勢を入れ替えると、のし掛かるようにして更さらに口づけを深くしてきやがったのだ。

「…ん……」

　───く…苦しいかも…。

　その上、息苦しさから僅わずかに唇を開いたら、その隙すき間まから歯列を割って生暖かいものが差し込まれてしまって…。

「ふ……ぁ…っ」

　これって、日高の───？

　ちょっと待て!!　やだって、どこ舐なめて…っ!?

「……ぁ……っ」

　逃にげなきゃ、と思ってるのに、やっぱり体が動いてくれない。

　せめてもの抵抗のつもりで、ぎゅっと目を瞑つぶってみたけれど、ますます日高の唇を意識するハメになるし。

「んん…っ」

　絡からめられ、吸い上げられ、ぴちゃぴちゃという唾だ液えきの音に耳を塞ぎたくなる。

　こんな…キスなんか……俺、したことないのに…っ。

「…っ…は…」

　空気を吸おうと喘あえぐと、浮ういた舌の付け根を突つかれ歯は茎ぐきを舌で撫なでられて。舌が擦こすれ合う度たびにする感触に、悪お寒かんじゃない何かでざわりと鳥とり肌はだが立った。

　……体の芯しんが熱い───。

「ぅ……んっ」

　奥のほうからトロトロに溶とかされていってるみたいな、そんな感覚。

　荒あら々あらしく口内を搔かき回されたあとに優やさしく唇を啄ついばまれ、下した唇くちびるを甘あま嚙がみされたかと思うと、舌を強く吸い上げられ…。

　飲み下せない唾液が口の端はしから零こぼれ、顎あごを伝い首筋に落ちていく。

「…ん…んん…」

　どこかで、しゅるんと衣きぬ擦ずれの音がしたけれど、気に留める余よ裕ゆうなんかどこにもなくて。

　もう…何も考えたくないかも…。

「…っあ」

　そう思った瞬間、ちゅ、と濡ぬれた音を立てて日高の唇が離はなれていってしまったのだ。

　何も考えないで、この気持ち良さに身を任せてしまいたかったのに。

　……もう終わり？

「や…もっと……」

　──────。

　──────え？

　……ちょっと待て。

『もっと』って何なんだよ？　何を考えてるんだ、俺は!!

　ようやく唇を解放され、慌てて目を開けると……吐と息いきが掛かる程ほどの距きよ離りに、男らしい日高の相そう貌ぼう。そして、さっきのキスでしっとりと濡れてた薄い唇……。

「あ……」

　冷静になった目で改めて現実を直視した俺は、カッ、と頭に血が上った。

　───だ……っ、

「誰だれと間ま違ちがえたんだ、このバカ!!」

　バチン！　と小気味のいい音が鳴り響ひびく。

「っ……」

「ふざけんな！」

　やっと目が覚めたのか、啞あ然ぜんとした表情で見つめる日高を今度こそ突き飛ばし、俺は自由になった体で起き上がると涙なみだ目めになりながら屋上を飛び出した。

　ちくしょー!!　舐めた真似まねしやがって！

　節操なく相手をとっかえひっかえして遊ぶようなろくでもない奴やつだって聞いてたけど、まさか俺がこんな目に遭あうなんて思いもしなかった…。

　校則違い反はん者しやだからって知るかよ！

　もう絶対、あんな奴とは関かかわり合いになんかなるもんか！

　階段を駆かけ下りたあと廊ろう下かを早歩きしながら、俺は手の甲こうでごしごしと日高が触ふれた唇を拭ぬぐった。

　だけど、それだけでさっきの感触をなかったことになんか出来るわけはなく。考えないようにすればするほど、生々しい感触が蘇よみがえってきてしまう。

　吐息の暖かさや唇の柔らかさ。舌先を吸い上げられたときに感じた微かすかな痛みまで、事細かく思い出して……。

　バカバカっ！　だから、もう考えんなってば俺っ！

　はぁ…それにしても、どうして逃げ出せなかったんだろう。全力で抵抗しようとしてたのに、全然…体に力が入らなかった…。

　おまけに、どんどん頭の中がぼーっとしてきて────…。

「忍？」

「わぁっ！」

　考えごとの最中に後ろから声を掛かけられて、俺は思いきり驚おどろいた。

「どうした？　ぼうっとして」

「え？」

　あ…れ？　いつの間に俺、教室に戻もどってきたんだ？

「遅おそかったな。何かあったのか？」

「べ、別に何もないよっ」

　ドアの前に立ち尽つくしていた俺に声を掛けてきたのは、風紀委員長で同じクラスの片かた岡おか遼りよう一いちだった。

　遼一は一年のときからクラスが一いつ緒しよで、俺を何かとフォローしてくれるいい友人だ。

　やること成すことそつがないし、細かいところまで気も回る。それでいて、嫌いや味みな感じがしないんだから本当に凄すごい奴だよなって思う。

　背も高いし、スタイルもいい。顔立ちだって、派手ではないけれども上品で穏おだやかな感じがして、同性の俺から見てもカッコいいし。

　───野や蛮ばんな感じがする日高とは大違い…。

「だったら、ネクタイはどうしたんだ？」

「…え？」

　そう云いわれて初めて、俺は襟えり元もとにきっちり締しめていたはずの臙えん脂じ色いろのネクタイがなくなっていることに気がついた。胸むな元もはだけて肌が見えてしまっている…。

「あっ、さっき…気分悪かったから…ちょっと外してたんだ。ど、どこかに忘れてきたみたいだな」

　あははと笑って誤ご魔ま化かしつつ、俺は焦あせりがバレないよう俯うつむきながら、さりげない仕し草ぐさでボタンを留めた。

　くそ…絶対、日高に決まってる！　あいつ、いつの間に俺のネクタイを……。

「何もなくないじゃないか。保健室に行かなくてもいいのか？」

「うっ…ん。もう、大だい丈じよう夫ぶ」

「ああ、髪かみもぐちゃぐちゃだ。せっかくのサラサラの髪が……。勿もつ体たいないな、こんなに綺き麗れいで可愛かわいいのに。本当に忍は自分に無む頓とん着ちやくだな」

　遼一は僅かに眉まゆを顰ひそめて、俺の髪を指先で柔やわらかに梳すいた。

「………」

　そうやって、遼一は俺のことを『綺麗』だとか『可愛い』だとか云って誉ほめてくれる。

　だけど、いつも俺はそれが不満だった。

　正しよう真しん正しよう銘めい手を加えていないとは云っても、焦こげ茶ちやの髪は校則違反みたいだし、無む駄だに大きな瞳ひとみや不必要に長い睫まつげなんかは、凜り々りしさからは程遠かったりするしさ……。

　こんな男らしくもない外見のどこがいいって云うんだ？

　俺の理想は、遼一みたいに頼たよりがいのある理知的でストイックな風貌なのに。

「いいって、自分でできるから」

　思わずむっとして、俺は遼一の手を払はらう。

　八つ当たりなのは分かってるけど、やっぱ悔くやしいんだよ…男として。

「背中も汚よごれてる。…どこで休んできたんだ？」

「え？　ど、どこだっけなっ…き、きっと、壁かべが汚れてたんだよ！」

　俺はどうにか遼一を誤魔化そうと、苦しい云い訳を捻ひねり出す。

　……ったく、日高の奴!!　よりによって、他ほかの誰かと間違えてこの俺にあんなことするなんて、ふざけてるにも程がある。

　だいたい…俺もどうしちゃったんだ……。

　さっさと殴なぐり飛ばせばいいものを、好き勝手にやらせちゃうなんて！

　そうだよ、あんな…キス────…。

「顔、赤いぞ。本当にどうしたんだ？」

「えっ、顔!?」

　遼一の指し摘てきにはっとして、俺は両手で上気した頰ほおを押さえた。

　や…やば…。いちいち思い出して赤くなってたら、遼一に気付かれちゃうよ…。

「そんなに具合い悪いのか？」

　そう云って遼一は俺の前髪と自分の前髪を手で上げると、おでこをコツンとぶつけてきた。

「りょっ、遼一!?」

「熱はないみたいだけど…」

「あっ、さっき走ったから、そのせいかな…あはは…」

　キスと似た距きよ離り感かんに焦って更さらに顔を赤くする俺に、遼一は不思議そうに首を傾かしげる。

「走った？」

「ほ、ほら！　授業に遅おくれちゃうかなーと思って…さ…」

「具合が悪いのに走ったのか？」

「それは、えっと……」

　わ～、俺のバカバカ！　云い訳はちゃんと考えてから云えよな!!

「まあ、無理だけはしてくれるなよ？　ほら、せめて襟くらい整えて」

「う、うん…ごめ…」

　ぱんぱん、とブレザーの背中を払ってくれていた遼一は、俺のシャツの襟を整えながらにこりと微笑ほほえんだ。

「ネクタイはあとで一緒に探しに行こう」

「ありがと。でも、平気、一人で行けるから」

「俺に気き兼がねなんかするな。探し物は一人でするよりも二人でしたほうが早いだろう？」

「だけど……」

　一緒に屋上なんか行ったら、うっかり口を滑すべらせちゃったりするかもしれない。

　あんなこと遼一にバレるのだけは避さけたいし、出来たら一人で探しに行きたいんだけど……。

　うん…やっぱり断ろう。と思ったそのとき、ガラリとドアが開いて五限の科目である社会科の教師が教室に入ってきてしまった。

「お前ら、いつまで突つっ立ってんだ！　早く席に着けよー」

「じゃあ、またあとでな。ほら、忍も席に着けよ」

　遼一はそう云うと、ぽんぽんと俺の頭を軽く叩たたいて自分の席へと戻っていく。

「あ、ちょっ……」

　まだ断ってないのにっ！

　───そうして否いや応おうもなく会話を打ち切られた俺は、遼一の申し出を断るタイミングを逃のがしてしまったのだった…。







「支し度たくできたか？」

「え？」

　終業のホームルームが終わるや否いなや、遼一は俺の席に来た。

「さっき云っただろ。ネクタイ探しに行くって。委員会に遅れるわけにはいかないからな」

「えっ…あ、そっか」

　今日は週一回恒こう例れいの風紀委員会があったんだっけ。

「まさか忘れてたなんて云うなよ？」

「云うわけないだろ…っ。そんな大事なこと忘れるなんて」

　とか云いながら、スミマセン…実はすっかり忘れていました。

　おかしいな？　昼休みまでは、しっかり覚えてたはずなのに。

　きっと、日高があんなことしやがったせいで頭から吹ふっ飛んじゃったんだ…。

　…くそぉ…日高のバカっ！

「早く支度して、さっさと行こう」

「あ…そのことだけど…」

　一人で探してくるから一緒に来てくれなくていいって云わなくちゃ。

　それを伝えようと口を開きかけたとき、教室の入り口あたりが急に騒さわがしくなった。

　───え？

　どうしたんだろう？　と視線を向けると、そこには───。

「……日高…？」

　何で、ここに日高がいるんだ？

　日本人離ばなれした長い手足と周りから抜ぬきん出た長身、そして年下には見えないその存在感。

　上級生の教室に来ているというのに、臆おくすることもなく室内を覗のぞき込む姿に、逆にクラスの奴やつのほうがおどおどしているような始末だった。

　相変わらず、シャツは出てるわネクタイはしてないわで制服は規定違い反はんだらけだけど。

　こうして改めて見ると、日高はムカつくほどカッコいい…と、思う。

「……何であいつがうちの教室に来てるんだ？」

　ふと、遼一が眉を顰めて呟つぶやいた。

　もちろん、遼一もブラックリストに載のってる日高のことを快く思っていないのは俺も知ってる。知ってたのに…副委員長の俺が、あんな失態しちゃうなんて…。

　やっぱ、遼一には絶対バレるわけにいかないよ。

「行くぞ。委員会が始まってしまう」

「あ…う、うん」

　何の用で日高がうちの教室に来てるのかは知らないけど、顔を合わせてうっかりさっきのことを話されでもしたらたまったもんじゃない。

　見つからないうちに、俺がさっさと出て行っちゃうに限るよな。

　そう思って遼一に促うながされたのをこれ幸いと、立ち上がろうとしたら───…。

　ガターン、という音が教室に響ひびき渡わたった。

　……しまった……焦あせって椅い子すに足を引っ掛かけちゃった……。

　その音で、視線を集めてしまった俺は、よりによって今まさに避けようとしていた相手、日高とばちっと視線を合わせてしまったのだ。

「……っ」

　その途と端たん、なぜかあいつが触ふれた唇くちびるが急にジンっと熱くなり、生々しい感かん触しよくが蘇よみがえってきたような感じがした。

　柔やわらかい唇の温度だとか、巧たくみな舌の動き……火傷やけどしてしまいそうな口づけ。

　日高とのキスを事細かに思い出し、俺の体は一気に熱くなる。

　おまけに『逃にげなくちゃ』と思ってるにも拘かかわらず、金かな縛しばりにあったかのように日高と視線を絡からめたまま身動きが取れなくて…。

　な、何で体が動かないわけ!?　早くいなくなれよ日高っ!!

　だけど切実な願いも空むなしく、日高はまっすぐに俺の下もとまでやってきたかと思うと、遠えん慮りよの欠片かけらもなく俺の名前を呼びやがったのだ。

「辻井先せん輩ぱい」

「───!!」

　日高の行動を見守って静まりかえっていた教室は、次の瞬しゆん間かんなぜかどよめきに包まれた。

「忘れ物届けにきたんだけど」

　そう云いって日高はズボンのポケットからネクタイを取り出す。

「あ、俺の…っ」

　やっぱり、お前があのとき抜いたんだな!?

「どうしてお前が忍のネクタイを持ってるんだ？」

「……さっきは走っていなくなるから返せなかったんだ」

　刺とげを含ふくんだ遼一の台詞せりふを綺き麗れいに無視して言葉を続けると、日高は俺の顎あごをクイと持ち上げ、手にしたネクタイを器用な手付きで襟えりの下に通した。

　そうして結び目を作り、ブレザーの中にネクタイの先を入れると、襟まで正してくれてしまう。

「先輩はネクタイしてるほうが似合うよな」

　その素す早ばやい動作に啞あ然ぜんとしていると、俺に触れたままだった日高の手を遼一が薙なぎ払はらった。

「気安く忍に触さわらないでもらおうか」

　いつになくピリピリした険しい表情の遼一に、俺は絶句する。

　りょ…遼一…？

　遼一がこんなに機き嫌げんの悪さを表に出してるのって珍めずらしくないか？　普ふ段だんの様子からは怒おこる姿なんて想像もつかないのに。

「……邪じや魔ますんなよ」

　そこでやっと日高の視線が遼一に向けられて、俺は内心ホッと安あん堵どした。

　体は動いてくれないし、目は逸そらせないし……心臓が、壊こわれるかと思った……。

　って─────あれ…？

　何で俺こんなにドキドキしてるんだよ…。こんな奴と目を合わせたって、別にどうってことないハズだろっ。

「ここは二年のクラスだ。邪魔なのはどっちだと思ってるんだ？」

「そんなことどうだっていい。俺は辻井先輩に用があるんだ」

「用だったら、たった今済んだだろう」

「本題は別。…でも、あんたには関係ない」

「おいっ、上級生に向かってその口の利きき方はなんだ！」

「うるさいな、ちょっと黙だまってろよ。───先輩」

　再びこちらに向き直った日高の声こわ音ねにビクリとして、俺は思わず後あと退ずさる。

　───嫌いやな…予感がする。ここにいちゃいけないような気が……。

「……っ」

「おい、待てよ」

　だけど、悪い予感に追い立てられるようにして体をくるりと反転させた俺は、すぐに肩かたを摑つかまれ、日高に引き留められてしまったのだ。

「さ、触るな！」

　触れられた場所から悪お寒かんが全身に走り、声が上うわ擦ずって震ふるえてしまう。

「まだ俺の話は終わってない」

「俺はお前と話すことなんて何もない！」

　顔を合わせずに拒こばもうとしたけど、両肩をガシッと押さえられ、強ごう引いんに日高の方を向かされた俺はどうすることもできなくなった。

　このバカ力…っ。

「おい、離さないか！　忍が嫌がってるだろう!?」

「あんたは黙ってろ！」

「な…っ」　>>>♥

　遼一が押し黙るほどの日高の一いつ喝かつ。噂うわさでよく聞くちゃらんぽらんな印象なんてどこにもなくて、むしろ獰どう猛もうささえ滲にじみ出ているように見える。

「───こんなに震えて…俺が怖こわいのか？」

「そんなわけないに決まってるだろ！　は…話があるならさっさと云えよっ。聞いてやるから！」

　どうせさっき殴なぐったことに対する文句だろうと思って、俺は殴り返されるのを覚かく悟ごして目をギュッと瞑つぶった。

　殴るんだったら殴ればいいんだ！　でも俺は悪くなんかないんだからなっ！

「そうか？　じゃあ云うけど…」

　肩から首筋を日高の指先が滑すべり、顎に掛かったかと思うと、俺の顔をクッと上向かせる。

　そうして声のトーンを落とすと、そっと耳元に囁ささやいた。

「…先輩、俺のモンになってよ」

「……!?」

　お…俺のモンって…。

　驚おどろきのあまり目を開けると目前に日高がいて、そのニヤリとした笑えみに俺は一瞬言葉を失ってしまった。

「返事は？」

「どっ、どうして俺がお前のものにならなくちゃいけないんだっ」

　何とかそれだけ云えたのは、自分でも上出来だと思う。

「───あんたが俺の運命の相手だから」

「………は？」

　…………。

　………………運命…の、相手…？

　ええええええ!?

　こいつはいったい何を云い出してるわけ!?

「あんた、絶対に俺のモンだよ。わかってるんだろ？」

「なっ……何云って!?」

　こんな公衆の面前で！　どんな理由があって俺がお前のものだって云うんだよ!?

「おい、お前。さっきから黙って見てれば…いったい何のつもりで───」

　痺しびれを切らした遼一が間に割って入ってきてくれたけど、日高は俺を見つめたまま外野に目もくれようとしなかった。

「なんだよ、わかってないのか…。あのとき、あんたとキスして俺はすぐわかったぜ？　あんなにキスが良かったの初めてだったから、驚いて引き止めらんなかったけどさ」

「わーっ!!」

　良かったって…何云ってるんだ、こいつ!?　ヘンなこと云い出すな!!

　しかも、その云い方だと俺が進んでお前とキスしたみたいに聞こえるじゃないか！

　不ふ可か抗こう力りよくを同意みたいに云うなんて、俺は違ちがう意味で驚きだよ！

「冗じよう談だんじゃない！　人をからかうのも大たい概がいにしろ!!」

　冷静さを失っているせいで文句を云うポイントがずれてるような気もしないでもないけれど、余よ裕ゆうのない俺はとにかく日高に捲まくし立てた。

「冗談なんかじゃない。からかってもいない。本気であんたが欲しいんだ」

「ほっ……」

　欲しいって、お前は何様のつもりだ!?　俺は物じゃないんだぞ!!

　日高をキッと睨にらみ付け、そう反論しようとした…はずだったのに。

　思いもよらず真面目まじめな表情で見つめてくる日高の顔に、俺の視線は釘くぎ付づけになってしまった。

　な、何でこんな表情で俺を見つめたりするわけ？

　まさか、本気だって云うのか…？

　───って、こんな奴やつに騙だまされてどうするんだよ！　しっかりしろ俺っ！

　だけど、必死で冷静さを取り戻もどそうとしている俺に対し、畳たたみ掛かける様にして日高はとどめの台詞を吐はきやがったのだ。

「それにあんなにキスが良かったら、絶対、カラダの相あい性しようもいいはずだし」

「!?」

　………カ。

　カラダの相性……？

　……カラダって…相性って……もしかして…？

　───キ…キスしたくらいで何云ってんだ、この阿あ呆ほうっ!!

　日高の云いわんとしていることに思い当たり、俺の頭の中で、またもや何かがぷつんと音を立ててキレた。

「…このっ」

　そして次の瞬しゆん間かん、俺は利き手で日高の頰ほおに思いきり平手をかましていたのだ。

　バッチーン、といっそ爽そう快かいなくらい、その音が静まり返った教室内に響ひびき渡わたる。

「っ……」

　痛そうに唸うなる日高の左頰は、綺き麗れいに赤く染まっていた。

「バカッ！　ふざけんな!!」

　俺はそう叫さけぶと、踵きびすを返して大おお股またで廊ろう下かに出た。行く手を阻はばんでいた大勢の野次馬は、俺が目の前まで行くと、ザッと左右に割れて真まっ直すぐな通り道を作ってくれる。

　運命の相手？　カラダの相性？

　何の話をしてるんだあいつは！　寝ね言ごとを云うにもほどがある!!

　俺を誰だれかと間違えて、身み替がわりにした挙げ句にあんな非常識なこと云い出すなんて！

　しかも、人前でベラベラとふざけたこと抜ぬかしやがって…っ。

　くそッ…日高の奴、俺に何か恨うらみでもあるのか？

「忍っ！」

　怒いかりに任せてズンズンと廊下を歩いていると、聞き慣れた声に後ろから呼び止められた。

「……遼一……」

「こら、俺を置いていくなよ。委員会に出るんだろ？」

　走って追い掛けてきた遼一は、コツンと俺の頭を小こ突づいて横に並ぶ。

　そういえば風紀委員会があったんだっけ。ヤバイ…怒りのあまり、つい忘れてたよ…。

「あ…ごめん」

「謝るなよ。俺こそさっきは悪かったな、助けてやれなくて」

「え？　あ、そんな気にするなよ！　ごめん、変なとこ見せちゃったよな…」

　心配そうに横から顔を覗のぞき込む遼一に、俺は慌あわててぶんぶんと顔の前で両手を振ふった。

「いや…。それにしてもあいつ、キスとかなんとか云ってたけど、まさか忍…」

「ちっ、違うよ！　あれはその…っ」

　やばい…っ！　もしかして遼一に勘かんづかれちゃったのか!?

　あんな奴にキスされたなんて知ったら、きっと遼一は俺のこと軽けい蔑べつするに決まってる。

　信しん頼らいしてくれる遼一に噓うそを吐つくのは心苦しいけど、絶対にバレないようにしなきゃ…。

　でも、どうやって───？

「……………」

　返答に困った俺がうつむいて黙だまり込んでいると、そんな様子を勘違いした遼一が、勝手に結論を出してしまった。

「そうか……忍は優やさしいからな。どうせ、あの男につきまとわれてるのを断れずにいるんだろう？」

「え？　あ…うん…」

　あんなことがあったのは昼間だから、まだつきまとわれてるってほどじゃないけど、違うとも云い難にくいし……まぁ、これなら噓じゃないよな。

　どう云えばいいだろうと冷や冷やしていた俺は、そっと安あん堵どのため息を漏もらした。

「しかし、これからは油断できないな」

　苦く渋じゆうに満ちた遼一の言葉に、俺はきょとんと首を傾かしげる。

「？　何で？」

　どうして遼一がそんな顔するわけ？　警けい戒かいしなきゃいけないのは俺だよな？

「……心配しないでいい。俺がついてるから安心しろ」

　遼一は微笑ほほえみながら俺の頭を抱だき寄せると、優しく髪かみを撫なでてくれた。

「う…ん…」

　だけど話が見えない俺は、そんな遼一に曖あい昧まいに頷うなずくことしかできなかったのだった…。







「…他ほかに質問は？───ないようなら、今日はこれで解散する。見回りの分担は各自プリントで確かく認にんしておくように」

　通りのいい遼一の声が委員会の終しゆう了りようを告げると、会議室の中がわっと騒さわがしくなる。

　委員会の間中、上の空だった俺は散々遼一にフォローしてもらって、役目をどうにか全まつとう出来たといった体ていたらくぶりだった。

　情けないな…。ちょっと気を抜くと、すぐ『あいつ』のことを考えちゃって、目の前の議題に全然集中できなかっただなんて。

「…忍？」

「えっ…？」

「また、遠くに行ってたぞ。ため息ばっかりついて。あの一年のことで憂ゆう鬱うつなのはわかるが、あまり気にしないほうがいいんじゃないのか？」

「…ごめん」

　遼一にはお見通しってわけか。

　でも、この気持ちって憂鬱って云うのとはちょっと違う気がするんだよな。

　落ち着かないって云うか、イライラするって云うか…なんて云うか───。

「こういうときは、気晴らししたほうがいい。今日は家に来れるんだろ？」

「あ、うん。でも…やっぱり毎週お邪じや魔ましてばっかじゃ悪くないか？」

　父親が単身赴ふ任にんをしている為ため、うちの母親は週に一度泊とまりで大おお阪さかに行ってしまう。

　別に俺は一人でも大だい丈じよう夫ぶだって云ってるんだけど、心配性の遼一がその度たび家に呼んでくれるおかげで、母親がいない日は遼一の家で勉強会をして、そのあと夕飯をご馳ち走そうになることが最近の恒こう例れいになっていた。

　味気なくて好きになれないコンビニ飯を、一人で食べずにすむのは嬉うれしいんだけど……。

「遼一だって予定とかあるだろ？　おばさんにも迷めい惑わくかけるし…」

「何云ってるんだよ。忍が来ると勉強もはかどるし俺は助かってるんだぞ？　母さんも食事の作り甲斐がいがあるって喜んでる」

「そっか…？　サンキュ……あっ！」

　お礼を云いかけて思わず声を上げた俺を、遼一が怪け訝げんそうに覗のぞき込んでくる。

「どうした？」

「教室にカバン忘れてきた…」

　いつも委員会があるときは必ずカバンを持って来てるのに。今日はあの不届き者のせいで、帰りの支し度たくどころじゃなかったんだっけ。

　これじゃあ、いくら手元を探しても見つからないハズだ。

「ちょっと取りに行ってくる。遼一、校門あたりで待っててよ」

「一いつ緒しよに行く。たいした手間でもないだろう？」

「え、でも…」

「…目を離はなすわけにはいかないからな」

「は？」

「いや、俺も教科書を忘れていたのを思い出したんだ」

「なんだ、そっか。じゃあ、早く行こう」

　だが、遼一を促うながし廊下へ出た途と端たん……俺の目には今一番会いたくない奴やつの姿が、入ってきたのだ。

「───遅おそい」

　ほんっとーにしつこい奴だな…。

「…日高、俺は待っててくれなんて云った覚えはないぞ」

「途中でいなくなったのはそっちだろう」

　だ…誰のせいだと思ってんだっ。

　俺はうんざりと肩かたを落とす。

「おまけに…どうしてお前が俺のカバンを持ってるわけ？　返せよ」

「俺が持ってやるよ」

　何で、俺がお前に荷物を持ってもらわなくちゃいけないんだよ？

「…まさか一緒に帰るとか云い出すんじゃないだろうな…？」

「当たり前だろ？　付き合うんだから」

　付き合うワケないだろーがっ！　それにいったい、何がどう当たり前なんだよっ。

「忍。そんな男は相手にするだけ無む駄だだ」

「う…うん…」

　それは十分わかってるんだけど。こういうわけのわからない奴は初めてで、どうやってあしらえばいいのか、わかんないんだよ…。

「日高君。忍の荷物を持ってきてくれたのは助かった。だが、君の役目はここまででいい」

「…あんたが俺に指図するなよ」

「君の家と忍の家が奇くしくも同じ方向なのかもしれないが、残念ながら今日は反対方向に行くんでね。まあ、そうでなくても、一緒になんか帰らせないがな」

「どこに行くんだ…？」

　遼一の言葉に反応した日高は、責めるような眼まな差ざしを俺に向けてきた。

「え？　あ、ああ…今日は遼一の家で勉強会して夕食ご馳走になるんだ…」

　その表情に思わずビクッとした俺の口からは、なぜか云いうつもりのなかった言葉がついて出てしまう。

　……どうして俺がこんな奴に云い訳しなきゃならないわけ…？

「なんだよ、それ」

　静かな口調のまま声のトーンが一オクターブ下がり、日高の怒いかりがひしひしと周囲に伝わっていくのがわかる。

「わかったら、そのカバンを寄よ越こすんだ」

「そんなことならますます渡わたせない。あんたと二人きりにさせるなんて、冗じよう談だんじゃない」

「…力ずくで奪うばってもいいんだぞ」

　ち、力ずくって!?

「ちょっ、遼一!?　日高も、早く俺のカバン返せよ！」

「断る。こんな奴に先せん輩ぱいは渡せない」

「はあ…？」

　渡せないって…今の話は、俺じゃなくて俺のカバンだろうが？

「口で云ってもわからないなら仕方ないな」

「へえ。本当に暴力に訴うつたえるんだ。俺はともかくとして、あんたは風紀委員長としていいわけ？」

「非常事態なら仕方がない」

　非常事態って…いつの間にそんな大層なことになってんだよ！

「二人とも何云ってんだよ!?」

　そんな大事にするほどの話じゃないのにと焦あせって、俺は睨にらみ合う二人の間に入ろうとした。

　だけど、このピリピリした睨み合いの空気を打ち破ったのは、俺でも当事者の二人でもなかったのだ。

「おお、片岡。まだ、こんなところにいたのか」

「先生…っ」

　タイミングよく現れたのは、風紀委員会顧こ問もんの神かん田だ先生だった。

「神田先生。どうかなさったんですか？」

「ちょうどよかった。君に頼たのみたいことがあったんだよ」

「頼みたいこと…？」

　遼一は、日高に向けていた険しい表情を一変させて、先生に笑え顔がおを向ける。けれど、微かすかに引き攣つる口の端はしから、無理をしていることが俺には伝わってきた。

　こんな状じよう況きようでも感情を抑おさえることができるなんて、遼一はやっぱ凄すごい。

　日高がムカツクことには俺も同意するけど、風紀委員長がケンカしてるところを、先生なんかに見られるわけにいかないもんな。ましてや、俺のカバンが原因なんて洒落しやれにならないし…。

　しみじみとそう思って遼一を見ていたら、日高が割り込むようにして言葉を発した。

「───片岡先輩。どうやらお忙いそがしいようですから、辻井先輩は俺が送っていきますよ。先輩は心置きなく先生のお手伝いをしてて下さい」

「待て、日高！」

「それじゃ」

　先生の手前かぺこりと頭を下げると、日高は俺の手を摑つかみ廊ろう下かをずんずんと歩き出す。

　背後で聞こえる遼一の声にも振ふり返ろうともしなくて。

「ええっ、日高!?　こら、離せっ！」

　このバカ力！　何で俺がお前に送られなきゃなんないんだよっ!!

　今日は俺、遼一の家で夕飯ご馳走になるんだから…お前なんかと帰ったら、ご飯ナシになっちゃうじゃんか───っ!!

　俺は必死で日高の手を振り解ほどこうともがいた。だけど、そんな抵てい抗こうなんて日高にはまるで通用せず、結局校門まで辿たどり着いてしまったのだった…。

「何のつもりだよ、いったい!!」

「…あんたが片岡ん家ちに行くなんて云うから」

「片岡先輩、だろ？　だいたいお前に関係ないじゃないか。俺があいつの家に行こうと行かなかろうと」

「関係あるに決まってんだろ。みすみすあんたを他ほかの男になんか渡せるかよ」

「はあ？　何云ってんだ」

　さっきから渡す渡さないって…いったいこいつは…。

「…なんだ、気付いてないのか。なら、これからあいつには気を付けろよな」

「あいつ？」

「片岡だよ。あいつ、下心ありありだろ？　あんたキレイなんだし注意したほうがいい」

「遼一に失礼なこと云うな!!　それに、しっ…下心があるのはお前だろ!!」

　この期ごに及およんで、お前の口からそんな単語が出てくるなんて！

「違ちがう。俺は真しん剣けんに…」

「真剣に、何だって？」

「真剣に先輩が欲しいだけ…痛ッ」

　力説する日高を今度こそ振り解くと、俺は奴の頭を思い切りはたいてやった。

「それが下心っつーんだよ！」

　そう云い捨てて、日高からカバンをむしり取ると、俺は駅の方向へと足を向けた。

　どうして俺がこんな奴に振り回されなきゃなんないんだ！

　普ふ段だんならこんなに怒ど鳴なったりしないのに。何だかんだ云っても、日高のペースに巻き込まれて、どんどん俺のスタンスが崩くずされていってる気がする……。

「ちょっと待てよ！」

「………」

　追いついて横に並んだ日高を無視して、俺はすたすたと歩き続けた。

「あいつとメシ食う予定だったんだろ？」

「…そうだよ」

　その予定をお前が潰つぶしたんだけどな！

　くそー。今さら遼一のところに戻もどるのも、なんだか夕飯の為ためっぽくて嫌いやな感じだし。戻ったとして、またもや先生の前で日高と一いつ触しよく即そく発はつなんかになったら大変だし。

　やっぱり、今日はコンビニでガマンするか……。

「そんなに睨むなよ。代わりに俺が食わしてやる」

「ふざけるな、初対面の年下に奢おごられる筋合いはない」

「誤解してないか？　俺がメシ作ってやるって云ってんだよ」

「…お前が!?」

　意外な言葉に思わず背そむけていた顔を戻すと、自信満々な表情で日高が俺を見つめていた。

「そう。云っとくけど俺、料理上手うまいぜ？」

　こいつが……料理？

　平均身長をクリアしている俺よりも十センチは高い身長に、男としての資質に恵めぐまれた体たい軀く。こんな体をして、こいつがキッチンに立ったり包丁を握にぎったりするって云うのか？

　女に作らせるなんて云われる方が、まだ納なつ得とくできる気がするぞ…。

「んだよ、その顔」

「あ…いや…」

　どんなに考えてみても、こいつが料理してる姿なんて…俺には想像もつかない。

　自分で上手いって云いうからには相当なんだろうか…？

「信じられないなら、その目で確かく認にんしてみればいいだろ。って云うか、俺があんたの予定を潰したわけだしお詫わびくらいさせろよ」

　お詫び……か……。

　そうだよな。こいつのせいで、味気ないコンビニ飯を食べなきゃいけなくなったわけだし、そのくらいさせても良いいのかもしれない。

　年下に奢られるのは俺のプライドが許さないけど、作ってもらうんだったら………。

「───夕食、だけだよな？」

「もちろんだろ？　他に何があるんだよ」

　念を押したとしても信用できない奴やつだってことはわかってる。

　でも…夕飯だけだし…。ちょっとだけなら…。

「来るだろ？」

　いけないとは頭の隅すみでわかっていつつも、好こう奇き心しんが疼うずいてしまい、俺はつい首を縦に振ってしまったのだった。







「俺ん家ち、きっと先せん輩ぱいの家からも近いんじゃないのか」

　その言葉通り、偶ぐう然ぜんにも俺と同じ駅を使っていた日高の家は、俺の家からもそう遠くない場所にあった。

　このへんだったら知らない土地じゃないし、ちょっとは安心だよな。

　でも、たしかここって…一年前くらいに売り出してた、新築のファミリー向けマンションじゃないか？　なんとかって云う有名な建築家が設計したとかで、ここら辺にしては結構いい値がするマンションだって母さんが云ってたような…。

　やっぱり、こいつも遼一みたいにどっかの社長の『お坊ぼつちゃん』なんだろうな。俺の家みたいな普通の家庭って、あの学校じゃ珍めずらしいし。

「上がれよ。誰だれもいないから気ぃ遣つかわなくていい」

「誰もって…、ご家族は留守なのか？」

「ここ半年くらいな」

「半年っ!?」

「お袋ふくろは海外に出張。親おや父じは会社の近くにマンション借りてるから月イチくらいしか帰ってこない。とりあえず、いきなり誰か来るなんてことはないから安心していいぜ？」

　……むしろそっちの方が不安だよっ。

　それにしても高校一年生をそんな長い間一人きりにするなんて、親は何を考えてるんだ？

　これだから金持ちは───…。

　そう思いながら玄げん関かんを上がった俺は、案内されたリビングの入り口で啞あ然ぜんと立ち尽つくした。

「出来るまで適当に寛くつろいでろよ」

「…………」

　そんなこと云われても……こんな広いリビングのどこにいればいいって云うんだよ？

　俺の部屋の倍以上はありそうなリビングの中央には、テレビとソファー。そして、サイドのキッチンカウンター前には椅い子すを四つセットしたダイニングテーブルが配置されていて。

　まるで、雑誌かテレビに出てくるかのようなインテリア。こういうのを『趣しゆ味みがいい』って云うんだろうけど。

　人が住んでいる空間のはずなのに、生活感があまりにもなくて、どこに腰こしを下ろしたらいいのかわからない。全然散らかってるようには見えないし…。

　日高はいつも、こんな寂さびしいところで一人きり…食事をしてるんだろうか？

「先輩？　何、突つっ立ってるわけ？」

「べっ、別に何でもない！」

　───何、感傷的になってるんだよ俺っ!?

　相手は日高だぞ！　どうせ、入れ替かわり立ち替わり誰かしら出入りさせてるに決まってる！

「先輩、酒って飲める？」

「阿あ呆ほう！　何云ってんだ、俺たちまだ未成年だろうが。飲酒は二十歳はたち過ぎてからだ！」

「へぇ…全然、飲んだことないんだ？」

　何だ、そのバカにしたような顔は!!

「当たり前だろ!?　お前と一いつ緒しよにすんな」

「……それなら、柑かん橘きつ系の味って平気？　炭酸は？」

「あ、ああ、好きだけど…」

「なら、これでも飲んでソファーにでも座ってろよ。ちょっと時間かかるし」

　日高は氷を浮うかべたグラスをキッチンカウンターに滑すべらせてから、シャツの袖そでを肘ひじまで捲まくる。

「本当に料理なんかできるのか？」

「…これでも小さい頃ころからずっと家事してるんだぜ？　今は半分趣味だけど」

　そう云って、使い込んでるらしいエプロンを着け、日高は冷蔵庫の中を物色し始めた。

　……やっぱり、似合わない。

　思わず、ぷっと吹ふき出してしまい、俺は慌あわてて口を手で押さえた。

　でも、こういう格好するとちゃんと年下に見えるもんだな。

　態度は不ふ遜そんだし見た目も大人びてるから、普段なら絶対に俺のほうが年下に見えちゃうんだろうけどさ。

　俺はカウンターに置かれたグラスを手にして、勧すすめられた通りソファーに腰を下ろす。

　だけど、いくら後こう輩はいとはいえ、さすがに人様の家で思い切り寛ぐこともできなくて。

「な、なあ…」

「なんだよ？」

「…手伝ったりしたほうがいいのか？」

　と云っても、普ふ段だん家事の手伝いなんかしたことがない俺に何ができるかわかんないけど。

「そっか、二人で台所に立つのも新しん婚こんみたいで楽しそうだな」

「あ……阿呆！　何が新婚だ!!」

「噓うそだよ。今日は俺があんたに食わせてやりたいんだ。気にしなくていい」

「わかった…」

　何となく云い包められた気分になりながら、俺は渋しぶ々しぶと浮かせた腰をもう一度ソファーに下ろした。

　───仕方ない。明日の予習でもしてるか…。

　そう思ってカバンの中から教科書を出していると、ソファーの前のローテーブルに無造作に積まれた参考書や辞書が目に入る。

　意外に真面目まじめなのかも……。

　似合わないエプロンといい、ちょっとは見直してもいいかもしれない。

　……信用できるかどうかはまた別の話だけどな。

　喉のどが渇かわいてた俺はそこで思考を打ち切って、グラスの中身を一気に飲み干したのだった。







「ん……」

　心ここ地ちよい微睡まどろみの中で、俺は不自然な重さを体に感じていた。

　それが煩わずらわしくて逃のがれようと身を捩よじってみたけど、少しも体は思い通りに動いてくれない。

「…先輩？」

　───誰だよ？　人が気持ち良く寝ねてるっていうのに邪じや魔まする奴は……。

「起きたのか？」

　吐と息いきと一緒に、濡ぬれた感かん触しよくがふにゃんと俺の唇くちびるに触ふれてくる。

　んっ、くすぐったいってば。やめろって！

「や…っ」

　なんだよ、今の甘えた声……っ。

　ヤダって云おうとしたのに、思ってたのと全然違ちがう声になっちゃうなんて…。

「もうちょっと、口開けろよ」

　はぁ？　口なんか開けてどうするんだ？

　いい加減、放ほうっておいてくれ。俺は眠ねむたくてしょうがないんだから…。

「仕方ないな…」

　その呟つぶやきと共に、柔やわらかい何かが俺の唇を強く吸い上げて。思わず薄うすく開いてしまったそこから、歯列を割って生暖かいものが侵しん入にゆうしてきた。

　───え？

「…ん……ぅ…」

　これ、知ってる気がする…。

　吐息の暖かさや唇の柔らかさ。舌先を吸い上げられるときに感じた微かすかな痛み……。

　そうだ…あのときの日高のキスと同じ…？

　日高のキス!?

「んーっ!!」

　思い出した途と端たん、俺は頭の中がクリアになった。

　眠気もふっとび、ぱっちりと目を開けると…視界いっぱいに人の顔……。

　紛まぎれもなく、体重をかけて俺を押さえつけているのは日高だった！

「残念。しっかり目ぇ覚めちゃったな」

　唇が離はなれ、くすりという笑いが上から降ってくる。

　俺が寝ている間に断りもなくキスなんか……っ!!

「お、お前っ！　いったい───…」

　だけど日高を突き飛ばしてやろうと手を挙げて、俺は思わず動きを止めてしまった。

　───今、俺の手に触れた感触って……？

「どうかしたのか？」

「な、何でお前、何も着てないんだ!?」

「何でって必要ないだろ？」

「必要ないって……ひっ！　どうして俺まで何も着てないんだよっ！」

　それも、お前は下穿はいてるくせに…何で俺は裸はだかなんだっ!?

　遅おくれて自分の状じよう況きように気付いた俺はパニックに陥おちいった。

「寝ね惚ぼけてるときの先せん輩ぱい、大だい胆たんだったぜ？　暑いって云いって、自分から服脱ぬぐし」

「噓だ!!」

　そんなはしたない真似まね、俺がするわけないだろう！

「お腹なかいっぱいになって眠っちゃうなんて、マジ可愛かわいい」

「う…そだ…」

　俺が、初めて上がった人の家で…それも、こいつの家なんかで眠りこけるなんて───…。

　あまりの信じられない出来事に、目の前がぐるぐるしてる。

　いったい…どうしてこんなことに…？

　ええと、たしか…あの後、日高が三十分足らずで料理を出してくれて。

　見事としか云いようのない和食の献こん立だてに、俺はうっかり驚おどろいたり感激したりしたんだよな。自分で料理が得意だって云うほどのことはあるなぁ…なんてさ。

　でも、お腹いっぱいになった途端、何故なぜか眠気が押し寄せて……。

　───そうだ。

　それで、日高に『休んだら？』なんて云われて、あのままソファーに横になっちゃったんだ。

「どうした？」

「さ……」

「さ？」

「さっさと退どけ！」

　とにかく、目を覚ましたからにはこいつの好きになんかさせてたまるか！

「退けって云われても。こんな美味おいしい状況、男として見逃すわけないだろう？」

「卑ひ怯きようだと思わないのか!?　人が寝てるところを勝手に…ぬ、脱がせたりしてこんな…っ」

　真っ赤になって叫さけぶと、日高はニヤリと笑いやがった。

「あんただって悪いんだぜ？」

「なっ…何で俺が悪いんだよ…っ！」

　俺はただ寝てただけだろ!?　人のせいにすんなバカっ!!

「自分を口説いてる男の家で無防備に寝るなんて、その気だって思われても仕方ないだろ？　まるで食べてください、って云ってるのと同じじゃないか」

「そんなっ!?」

　何で夕飯食って寝こけただけで、俺がお前に食べられなきゃならないんだよ…っ。

　お前の常識はそうかもしれないけど…そんなの犯罪に決まってる！

「それに、あんたは自分からこの家に来たんだ。眠くなるように仕向けたのは俺だけど。責任は俺だけにあるとは限らない」

「お前…っ」

　しゃあしゃあと云い放たれた言葉に、俺は二の句が継つげなくなった。

「観念して俺に抱だかれろよ。絶対、気持ちいいはずだから」

　気持ちいいはず………？

「って、そういう問題じゃないだろう!?」

　思わず振ふり挙げた拳こぶしは、日高に届く前にあっさり受け止められ、シーツに押し付けられてしまう。

　次いで繰くり出した左手も同じように捕とらえられた。

「離せって、バカ…っ！」

　辛かろうじて動かすことができる足をじたばたさせたところで、何の効果も得られるわけがなくて。

　馬乗りになった日高に全身を拘こう束そくされ、自由を奪うばわれた俺はどうすることもできなくなった。

「縛しばってもいいんだぜ？」

「なっ…」

　一いつ瞬しゆん、日高の瞳ひとみに本気の色が見えたような気がして、俺はゾクリと背筋が冷えるのを感じた。

　まさか…こいつ本気で俺のことを……？

「冗じよう談だんだよ。そんな酷ひどいことするわけないだろう？…ちゃんと俺がメロメロにしてやるよ」

「はぁ？」

「先輩から『して』って云わせるくらいにさ」

「死んでも云うか！　からかうのもいい加減にしろっ!!」

　だけど日高は俺の反論など意に介かいさず、片手で両手首を纏まとめ上げると、もう一方の手で脇わき腹ばらやら胸やらを撫なで回し始めたのだ。

「…く…っ…」

　早く逃にげなきゃ…ってわかってるのにっ!!　また、体に力が入らない…っ。

「本当にあんた、肌はだ白いな…」

「知るか！」

　せめてもの抵てい抗こうのつもりで日高をじろりと睨にらむと、そのお返しとばかりに胸の突とつ起きをきゅっと摘つままれる。

「…っあ！」

　痛みと痺しびれが混じり合った初めての感覚に、ビクリと体が震ふるえてしまう。そして、その震えは下半身をも刺し激げきして、腰こしの奥に熱を生み出していくのがわかった。

　そんなとこを弄いじられて反応しちゃうなんて、俺…どうしたんだよ…！

「ビンカンだし」

「ちがっ……ん…っ」

「何が違ちがうって？」

　日高はそう俺を揶や揄ゆしながら、指先で摘んだしこりを捏こね回す。

　口を開くとみっともない声が出てしまいそうで、俺は唇くちびるをぎゅっと嚙かみ締しめた。

「……っ、く…」

「そんなに嚙んだら、唇が切れるだろ」

　ぺろりと唇を何度も舐なめられて思わず力を抜ぬくと、そのまま口づけが深くなり、隙すきをついて忍しのび込んできた日高の舌に口こう腔くうを搔かき回された。

　声…ガマンできない…かも…。

「…っぁ、ん…っ」

　巧たくみなキスに翻ほん弄ろうされ、じわじわと理性の壁かべが崩くずれ出す。絡からめ取られ、きつく舌を吸われ、徐じよ々じよに全身から力が抜けていった。

　そうだ…最初の時も、こうやって力が入らなくなっちゃったんだっけ……。

　どうして俺、日高のキスなんかで体がこんなになっちゃうんだよ…っ？

「ン、……あ……」

　そう疑問に思った途と端たん、俺を存分に蹂じゆう躙りんしていた日高の唇が、ちゅっと音を立てて離はなれた。

「いい加減認めろよ。気持ちいいんだろ？」

　ニヤリと口の端はしを上げて微笑ほほえんだ日高の熱っぽい視線に、下腹部がズクンと疼うずく。

「…も……ヤダ……っ」

　解放されたあとも、舌先の痺れが消えてくれない。

　頭の中がどろどろに溶とけて熱くなってるせいか、反抗するにも稚ち拙せつな言葉しか出てこなくて。

「強ごう情じようだな。……だったら、ムリヤリ啼なかすまでだ」

　響ひびきのいい低い声こわ音ねが、微かすかに残った理性の欠片かけらさえ消しさって。

　次に唇を寄せられたときには、俺はそれを目を閉じて受け入れていた───。







　体からだをうつ伏ぶせにされた俺は、絶え間なく日高の下で喘あえがされていた。

　顔を押しつけたシーツからは日高の匂においがする。

「…あっ、…んんっ」

　日高は後ろから俺に覆おおい被かぶさり、項うなじから順にくまなく背中にキスの雨を降らせると同時に、前に回した手で胸の小さな粒つぶを捏ね回し、まるで反応を楽しむかのように俺を翻弄した。

「ん、ぅん…っ」

　与あたえられる刺激が、直じかに体の中心に伝わって…。触さわられてもいないのに著いちじるしい変化を見せる自分自身を、俺は信じられずにいた。

「先せん輩ぱい、ホントに弱いんだな」

「な…んの話……ぁ……」

「───さっきのジュース、酒だったんだぜ？」

　日高の楽しそうな声が背後から聞こえる。

　酒…？　勧すすめられるままに何なん杯ばいか飲んだけど…あれが…？

　ってことは……眠ねむくなったのも、体がふわふわしてるのも、全部アルコールのせいなわけ!?

「お前…っ、…や…ぁ……っ」

　動どう揺ようしていると、臍へその辺りを彷徨さまよってた日高の手が更さらに下へと伸のびてきた。

　…………!!

「触んな、バカ…っ!!」

　日高の目的を悟さとった俺は、それを妨ぼう害がいしようとシーツに下半身を押し付ける。

　だけど、抵抗も空むなしく簡単に腰を持ち上げられ、すでに熱を持っていた俺の中心は、日高の手の平にやんわりと包み込まれてしまった。

「……ぁ……」

「───もうこんなにしてる」

　先走りの滑ぬめりを確かめるように上下する指の動きを感じて、俺は息を飲んだ。

　嫌いやなはずなのに、少しも嫌けん悪お感かんが湧わいてこないなんて……。

　それどころか、困こん惑わくする気持ちとはうらはらに、体が勝手に暴走してる。

　おまけに日高が触ふれる場所から、トロトロに体が溶かされていってる気さえしてるなんて……きっと、俺の中で何かがおかしくなってるんだ。

「云いう…なっ、……は……っ」

「俺に触られんの気持ちいいんだろ？　素す直なおになれよ」

　俺の昂たかぶりを包み込んだ手が、的確に意思を持って動き出す。

「んんっ、…るさいっ」

　気持ち悪い、と云ってやりたいのに…全然そんなことはなくて。

　悔くやしいけど日高の云う通り……気持ち、良かった…。

　せめて声だけでも上げないようにと、俺は顔をシーツに押しつける。

「……ん、……っ」

「声、出しな。そっちのほうがラクだし…それに俺、あんたの声聞きたい」

「バ……っ！」

　何を云いやがるんだこいつは…っ!!

　くそ…これ以上、お前の思い通りになんかなってやらないんだからなっ！

「ほら、啼けよ」

「───ぁあっ…！」

　なのに唇を嚙み締める前に、きゅっとくびれの部分を強く擦こすられて、俺は堪たまらず声を上げてしまった。

「感じてるんだ？」

「う…るさ…っ」

　先せん端たんを押し潰つぶすように指の腹で撫でられると、俺の分身はヒクリと震える。

　扱しごかれている自身が、日高の手の中で更に硬かたくなっていってるのがわかって、俺はいたたまれない気持ちになった。

「わかるだろ？　ここ、さっきより濡ぬれてきてる」

　日高の揶揄するような口調に羞しゆう恥ち心しんが込こみ上げてきて、カッと全身が熱くなる。

「…っ、く……日高…っ」

　上下に扱くスピードが上がり、下腹部にずん、と重たい熱が籠こもった。

　体温が上がり、皮ひ膚ふが次し第だいに汗あせばんでいく。心臓の音がまるで騒そう音おんみたいに感じて……。

「───イケよ」

「……ぁ…あぁ…っ！」

　囁ささやかれた瞬しゆん間かん、その言葉に反応したかのように、俺はあっけなく日高の手の中に溜たまった熱を吐はき出した。

　あまりの気持ちよさに、体がビクンと跳はねたあと下か肢しが痙けい攣れんする。

　───噓うそだろ…？

　俺が、こんな奴やつに……イカされるなんて……。

「溜まってたんだ？」

「……っ」

　高められて落とされた体には、その失礼な物云いにさえ反抗する力を残さない。

　あまりの悔しさに、俺はなけなしの力でシーツを握にぎりしめた。

　こいつとは、今日まで面識がなかったハズだよな？　それなのに、その日のうちにベッドに連れ込まれるなんて………。

　他人に触れられたことさえない俺が、どうしてこんな奴に───？

　落ち込みながら呼吸を整えていると、背後で何やら不ふ穏おんな気配がするのに気づいた。

「…日高っ、何して…!?」

　起き上がって抗こう議ぎしようとしたけど、脱だつ力りよくした体はやはり云うことを聞いてくれない。

　日高はそんな俺の下肢の付け根を押し開き、狭はざ間まの奥にある窄すぼまりに、何か冷たいものを垂らした。

「冷た…っ、や…、何それ…？」

　濡れた音がするくらいたっぷりと塗ぬりつけて、日高の指が谷間を往復する。

「ローション。ちゃんと濡れてないと後が辛つらい」

「辛いって、何をするつもりだ!?」

「まさか、さっきので終わりだなんて思ってるんじゃないだろうな？」

　そう云いながら、日高はローションを更に窄まりへと塗り込めた。

「え……ウソ…っ!?」

「ああ、ここで俺と繫つながるんだよ」

「ダメ……っ、あっ！」

　襞ひだを撫なでていた指先が、堅く閉じた入り口にクプンと埋うめ込まれ、経験したことのないような感覚が怖こわくて俺は身を竦すくませた。

　浅い部分を何度も日高の指先が行き来して、入り口の筋肉を揉もみ解ほぐす。

「力抜ぬけよ。傷付けたくない」

「も、や…やめっ、……ぁ……」

　そうして少しずつ奥へと入ってきた日高の指は、内部から溶とかそうとするかのように、じわじわと中を広げながら俺を侵おかしていった。

「もっと指入るな」

「ひぁ…っ」

　二本に増やされた指が、くちゅくちゅと濡れた音を伴ともなって中でうごめいて。あまりの恥はずかしさに、俺はいやいやと首を横に振ふった。

「抜い……て…っ、ぁあっ！」

「ダメだ、まだ解れてないだろ。こんなんじゃ、俺のなんか入らない」

　何かを探さぐるような指先に柔やわらかい内ない壁へきを引っ搔かかれる度たび、俺の中にはじりじりとした焦しよう燥そう感かんが生まれていく。

　何か、ヘンな感じがする…っ。

「気持ち…わる……」

「すぐによくなる」

　日高はそう云って、俺の中に収めた指を挫くじいた。

「…っあ!!　な…に…？」

　二本の指が内壁を引っ搔いた途と端たん、電流が発生したみたいな衝しよう撃げきが全身に走る。

「ここか？」

「や…あぁっ！」

　強く反応した部分を再度攻せめられて、気が狂くるいそうな快感に襲おそわれた俺は、シーツに爪つめを思い切り立てた。

　抑おさえようとしても、声を止めることができない。

「あ、…ぃ……ぁあっ」

　────ウソだろ？　今、イったばっかなのに…。

　弾はじけたばかりの俺の中心は、すっかり熱を貯たくわえジンジンと疼うずき始めている。

「気持ちいいんだろう？」

「よく…ない…っ、んんっ」

「おかしいな。ここ、弄いじるとイイ声出すくせに」

「…ぁあっ！」

「それとも、物足りないのか？…だったら、もっとよくしてやるよ」

　日高はその言葉通り、執しつ拗ように同じ動きを繰くり返した。深く埋め込んだ指先を抜き差ししながら、内壁を擦り、探り当てたばかりの弱点を責めてくる。

「あ！　う…ぁ、あ…っ」

「ほら、ここがいいんだろ？」

「ちが…っ、く…ぅ…」

「…っとに、意地っぱりだな」

　日高は苦く笑しようを漏もらすと、ふいに俺の中で動きをとめた。

　ちゅくちゅくという音が止やみ、ずるりと俺の中から日高の指がいなくなる。

「…っん、な…んで…？」

「ここはよくねぇんだろ？　だったら、他ほかのイイとこ探さないとな」

　日高は濡れたその指で、するりと内うち腿ももの際きわどい部分をくすぐるように撫でた。

「…っ！」

　ついさっきまで日高の指を飲み込んでいた蕾つぼみが物足りなさを感じ、ヒクつくのが自分でもわかる。

　はぐらかすような刺し激げきではなくて、もっと確かなものが欲しい。

　……そう思ってしまう自分の体の変化についていけなくて、頭が混乱していく。

　こんなこと、俺が思うなんて……！

「何考えてるかあててやろうか？」

「ひ、だか…？」

　さっきと同じように高い位置に腰こしを抱かかえ上げられたかと思うと、膝ひざを立てさせられた。ギリギリまで張りつめている昂たかぶりをツーッと根元から先せん端たんまで、日高の指先が辿たどる。

「ひ、ぁ…っ！」

　カリ、と濡ぬれた窪くぼみを爪でひっかかれ、俺の体はビクッと硬こう直ちよくした。

「もう限界なんだろ？」

「ぅ…んっ」

　燻くすぶる熱をどうにかして欲しくて、俺はこくこくと首を縦に振った。

「それなら、欲しいってその口で云いえよ」

「やぁ…っ！」

　ギリギリまで追いつめられた俺は、日高が何を云ってるのか理解できなくて…。

　何でもいいから。早くこの苦しさから解放されたい───もう、俺の頭の中はそのことでいっぱいだった。

「先せん輩ぱい？」

「……ほ…し…っ」

「まあ…合格かな…。先輩、力抜いてろよ？」

「…え？……ぁ……」

　何…………？

　軽く振り向くと、蕩とろけた蕾に猛たけった自身を押し付けている日高が目に入った。

　まさか…そんなものを俺に入れるつもりなのか…っ!?

　じ、冗じよう談だんじゃないっ!!

「逃にげるな」

　日高はそう低く告げて、恐きよう怖ふで逃げ出そうとする俺の腰を両手でグッと捕つかまえると、ゆっくりと体を進めてきたのだ。

「や……あ……っ…」

　───な…に…これ…？

　ムリヤリ狭せまい器官を押し広げ、ずぶずぶと躊躇ためらうこともなく入り込んでくる日高自身。

　でも、違い和わ感かんはあっても……痛みがあるわけじゃなく……。

「ほら…俺の、あんたの奥まで入ってる」

　意識すると、指では到とう底てい届かなかった部分にまで、ドクドクと脈打ちながら怒ど張ちようした日高自身が存在するのがわかってしまい、俺は動どう揺ようした。

　あんなのが…本当に、俺の中に入っちゃってるわけ……？

　絶対、ムリだと思ったのに…ウソ…みたい…。

「動くぞ？」

「え？……ん…ぁ、あ…っ」

　ずるりと引き抜ぬかれ、同じスピードで押し戻もどされる。

　内壁が擦こすられる度に、痛みとは違ちがう何かで、さざ波のように肌はだが粟あわ立だっていった。

　何だろ…この、感じ……。

「あんまり締しめんなよ」

「んなの、知らな…いっ」

　内側へと入り込んだ熱の塊かたまりは、ドクドクと脈打っている。それは俺の鼓こ動どうと交ざり合って、体中で煩うるさく鳴り響ひびいた。

「すげぇ食い付いてるぜ？」

「な……っ、誰だれが…！　あっ!!」

　日高の昂りを飲み込み、押し広げられている入り口をゆっくりとなぞられて、俺は思わずクッと力を入れてしまう。

「…っ、これ以上キツくすんなって。力抜けよ」

「だって…」

　力を抜けって云われたってどうすればいいんだかわかんないんだよっ。

　繫つながった部分を意識すればするほど、そこに力が籠こもっちゃうし……。

「ちっ、仕方ないな」

　日高はキツく締めつけている内壁を抉えぐり出すように、自身をギリギリまで引き抜いた。

「ぅ…んんっ！」

　息を継つぐ暇ひまもなく深々と突つき上げられると、どうしようもないほどの震ふるえが走る。

　あんなところにあんなモン入れられているって云うのに、痛みもないどころか……全身がゾクゾクと疼いてるなんて……。

　どうしちゃったんだよ、俺の体は…っ。

　日高の昂りが押し込まれるごとに、体中が熱い何かで満たされていくような感じがしてたまらなくなった。

「……っあぁ！」

　ずぷずぷと耳に届く、卑ひ猥わいな音が自分の荒あらい息いき遣づかい以上に大きく聞こえる。

「もう…っ、おねが……ぁ…」

「さっきイったばっかだろ。何？　また、イカせて欲しいって？」

「……っ！」

　背後から聞こえる意地の悪い言葉には、からかうような笑えみが滲にじんでいて。その声を聞いた途と端たん、俺は情けなさで一いつ杯ぱいになった。

　お前のせいでこんなになってるのに…───。

「…っく…」

　ズン、と最さい奥おうを突かれたとき、瞑つぶった眦まなじりから涙なみだが溢あふれた。

「───…泣くなよ」

「泣いて…ない……っ」

　こんなことで泣くわけないだろ!?

　そう云おうと思った矢先、俺を貫つらぬいていた日高の昂りがずるりと抜け出ていった。

「……や…ぁ…」

　喪そう失しつ感かんに思わず声を上げた俺の体を、日高はすぐに仰あお向むけにひっくり返す。

　───え…？

「先輩…」

　労いたわるような声に呼ばれて視線を合わせた瞬しゆん間かん、野性味を帯びた相そう貌ぼうが緩ゆるみ、日高の漆しつ黒こくの瞳ひとみが優やさしく細められた。

　な…何で、こんな愛いとおしさ全開みたいな顔で俺を見るんだよ……？

「…あんた…泣き顔も綺き麗れいだな」

「は……？」

　目め尻じりに浮うかんだ涙を親指で拭ぬぐいながら、陶とう然ぜんとした口調で云う日高に、俺は顔が赤らむのを感じた。　>>>♥

「あ、阿あ呆ほう！　そんな…の、男に云う…言葉か…！」

「もっと、泣かせてみたくなる」

「ふざけ…っ、んぅ…」

　頤おとがいを掬すくわれ、口を塞ふさがれる。

「日高…っ！」

　不意打ちのようなキスに動揺しているうちに、両足を胸につくほど深く折り曲げられた。

　そして、弛し緩かんした体の中心に再び熱の塊が穿うがたれる。

「───っぁあ!!」

「く…っ」

　涙で霞かすむ視界の向こうで、微かすかに眉み間けんに皺しわを寄せた日高が見えた。

　その顔にも、俺はなぜかドキドキしてしまい…。

「やあぁ……っ！　あ、ぁっ」

　体内で荒あれ狂くるう熱が、更さらにヒートアップして俺に襲おそいかかる。

　深々と貫かれる度たびに上がる、甘ったるい嬌きよう声せい。

「ひだか…っ！　も、や…、ダメ…っ」

　俺の変化に気付いたのか、日高はさっきまでとは比べられないくらい激しい動きで容よう赦しやなしに攻せめてきた。

「やっぱり、気持ちイイだろ？」

　掠かすれた声で囁ささやかれて、鼓こ膜まくから溶とけていく。

　俺は泣きながら、手を伸のばし日高の首に縋すがりついていた。

　────ダメだ。もう、ウソ…つけないよ。

「…ぃ………」

「何？　聞こえない」

「きもち…い…、…ぁ…んんっ」

　その瞬間、日高の顔はこっちが蕩けてしまいそうな笑顔に変わった。

　ご褒ほう美びと云いわんばかりの嚙かみ付くような激しいキス。

　───何でだろう……胸が痛い…？

　この苦しさは、多分…忙せわしない呼吸のせいなんかじゃない…気がする…。

「や…っあ、あ、あ…っ」

　二度目の絶頂を迎むかえるときには、頭の芯しんはとろとろに溶とけて、どうしようもないほど陶とう酔すいしきっていた。







　…………。

　───俺は阿呆か……。

　警けい戒かいしてる相手の家に連れていかれて、食事で懐かい柔じゆうされて、あまつさえヤられてしまうなんて、間ま抜ぬけにもほどがある。

　何で拒こばみ切れなかったんだよ…俺は…。

　おまけに、体に…力が入らないなんて───…。

「先せん輩ぱい、大だい丈じよう夫ぶかよ？」

　シーツの中に潜もぐり込んで頭を抱かかえていると、部屋のドアがガチャリと開いた。

　覗のぞき見ると、そこにはジーンズだけを身につけた日高がいて。前まえ髪がみから滴したたる雫しずくや、肩かたにかかったタオルに、どうやらシャワーを浴びて来たらしいことがわかる。

「大丈夫なわけないだろ…っ！」

「まぁ、さっきまで意識飛ばしてたしな」

「そっ……」

　それをお前が云うな!!

「だいたい、お前が───けほっ」

　勢い込んで云おうとしたら、渇かわいた喉のどに空から咳せきがひっかかった。

「あれだけ啼なけば、声も掠かすれるか」

「…誰のせいだと……っ…」

　痛…っ。やっぱり喉が辛つらいかもしれない……。

「水、飲む？」

　ベッドの縁へりに腰こし掛かけた日高は、手にしたペットボトルを俺の目の前に差し出してくる。

「…寄よ越こせ」

「俺が飲ませてやるよ。口移しで」

「水だけでいい、阿呆！」

　ペットボトルを奪うばい取ると、俺は体を起こして一息に半分くらい飲んだ。

　冷たい水が喉を伝い落ちていき、だいぶ渇きがましになる。

「…何、見てるんだよ」

　じっと不ぶ躾しつけに見つめてくる日高に気づいて、俺は奴やつを睨みつけた。

「別に。間接キスだな……と」

「ぶっ、げほっごほごほっ」

「そんな初うい々ういしい反応するなよな。さっきはもっとスゴイことしたってのに」

「う…うるさいっ！」

　スゴイことしやがったのは俺じゃなくてお前だ、お前っ!!

　って云っても───正直、二度目にイカされてからの記き憶おくがあまりないんだけど…。

　日高の云う通り意識を飛ばしていたせいで、いつのまに後始末をされていたのかさえ、俺ははっきりと思い出せずにいた。

　気付いたときには、ベッドの上に独りで取り残されていたってわけ。

「覚えてないのか？　あんなに俺を煽あおっておいて……」

「え？　え？」

　俺、もしかして…本当に何かスゴイことしたのか…？

「俺が引こうとしたら、あんた『もっと』って、何度も縋り付いてきただろう？　初めからヤりすぎると体の負担になるからって云ったのにさ」

　───思い出した。

　散々高められた体をおかしくなるくらい焦じらされて、最後には自分から…日高を欲しがっていたような……気がする。

（……や…、ひ…だか……日高…っ）

（…辻井先輩？　まだ足りないわけ？）

（ん……もっと…っ）

　─────う…わ…っ！

　何であんなこと!?　あんなの、俺じゃない…ッ。

　人を罠わなにハメて犯おかすような奴に縋り付いて、あまつさえ、あんなふうにねだるなんて…！

「…お前のせいだ、バカッ」

　俺はすこぶる機き嫌げんのいい日高の頭をぐーで殴なぐる。

「てっ。……いきなり何だよ」

　そうしてシーツを引っ張り頭から被かぶり、俺は日高に背を向けた。

　こいつの顔なんて、もう見たくもない！

「先輩？」

　シーツを引き剝はがそうとする手を断固拒きよ否ひしていると、日高が不意に手を離はなす。

　ようやく諦あきらめたか…ったく…。

　だけど安あん堵どしたのもつかの間、しばらくしてベッドのスプリングがギシッと沈しずんだ後、日高はシーツの上からのし掛かるようにして俺を抱だきしめてきたのだ。

「先輩、俺の云うこと噓うそじゃなかっただろ？」

　シーツを隔へだてた背中越しに風ふ呂ろ上がりの体温が浸しん透とうしてきて、ふわりと香かおる石せつ鹼けんの匂においが俺を変な気分にさせた。

　…………む？

　待て待てっ。何なんだ、この甘ったるいムードは!!

「お、お前の云ったことって何だよ？」

「───絶対、カラダの相あい性しようがいいって云ったろ？」

「な…、な…っ」

　な…何を急に云いやがるんだコイツ!!

「気持ちいいって云ってたじゃないか」

「云ってない！」

　い、云ったかもしれないけど、あれは俺じゃない俺が云ったんだ!!

「俺はしっかり覚えてるぜ？　掠れた甘えた声で『して』って…」

「わーー!!　云うなっ!!　それ以上云ったらコロス！」

　ふざけたことを云い続ける口を塞ふさぐ為ため、俺は力ちから一いつ杯ぱいの肘ひじ鉄てつを日高の腹に叩たたき込んだ。

「ぐ…っ」

「自じ業ごう自じ得とくだ」

「……本気で攻こう撃げきすんなよ。今の思いっきり入ったぞ」

　日高は苦く笑しようしながら横に転がると、俺の体に回していた手で自分の腹をさすり出す。

　そんな様子をシーツから少し顔を出して窺うかがいながら、俺は日高に毒づいた。

「お前が悪いんだろ。俺をハメやがって…」

「でも、逃にげようと思えば逃げられたはずだよな」

「うっ、それは…」

「本当はあんただって、俺に興味があったんだろ？」

「そ、そんなことは…」

「ないって云いい切れるのかよ？　普ふ通つう、嫌きらいな奴に触さわられてイったりしないだろ？」

「う…まあ…そう、だけど…」

　…その、気持ち悪くは…なかった、と思う。

　むしろ有う無むを云わせないくらい…気持ち良かったけど……。

「それに、男同士なんかで最初っから、あんなに気持ちよくなんかならないんだぜ？」

「そ、そう…なのか？」

　日高がムクリと体を起こしたせいで突とつ如じよ距きよ離りが近くなり、ドキっとした俺はなぜか口調を上うわ擦ずらせてしまった。

「そうだよ。ってことは、俺たち相性バッチリだってことだろ」

　畳たたみ掛けられるような会話に、俺は頭が混乱していた。

　うー…何だか詭き弁べんで云い包くるめられてるように感じるのは気のせいだろうか？

「だから、あんたは俺のものになるべきなんだよ」

　囁ささやくような口調で、日高は更さらに顔を寄せてくる。

　深くて黒い切れ長の瞳ひとみと隙すきのない整った造作に、俺は思わず目が吸い寄せられた。

　こいつって、カッコいい…よな…。

　大人っぽいし、男らしいし…こんな奴だったら───。

　……む……だったら？　だったらって何だよ!?

「ち、調子に乗るな！」

「……痛いって」

　キスに持ち込まれそうになっていることに気づいて、俺は唇くちびるを近付けてくる日高の頰ほおを抓つねってやった。

　ちょっと流されそうになったけど、そう簡単にはいかないんだからな！

「だいたい、お前の云うことなんか信用できるわけないだろ！　俺のことからかうのもいい加減にしろよ！」

「そんなんじゃない。先せん輩ぱいに運命を感じたのは本当だ」

「調子のいいこと云って、結局誰だれでもいいんだろう？　どうせ……」

　そう吐はき捨てた瞬しゆん間かん、ちくんと胸が痛んだような気がした。

　何で胸が痛んだりするんだ…？

「違ちがう、あんたがいいんだ」

「…どうだか。だって普通、好きなら最初から…こんなコトしない」

「するだろう？」

「しないんだよっ！　だいたい相手の許可なくベッドに連れ込むなんて、そこからして普通の恋れん愛あいの手順と違うだろっ!?」

　こいつに常識を説こうというのが間違ってるのかもしれないけど、俺は云わずにはいられなかった。

　告白して、気持ちを確かく認にんして、デートして、キスして……エッチして……。

　付き合うならそれなりの手順があるはずだ。それを四段階も五段階も飛ばして、突然エッチに持ち込んできたような奴やつの、どこを信じればいいって云うんだ!?

　ムカムカとしていると、日高は逡しゆん巡じゆんしてからぱっと顔を上げた。

「───初めからやり直せばいいんだな？」

「はあ？」

「普通の手順を踏ふめば、俺と付き合ってくれるんだろ？」

「普通の手順って……いや、そういう話をしてたわけじゃ…」

　ないんだけれども……。

「まずは名前からだよな。忍って呼んでもいいだろ？　俺のことは、紘司でいい」

「呼ぶか、阿あ呆ほう。それに、呼び捨てにしていいなんて誰が云った！　先輩と呼べ先輩と！」

「小さいことでごちゃごちゃ云うなよ。あいつには『忍』って呼ばせてるだろ」

　日高は口の端はしを歪ゆがませて忌いま々いまし気げに云い放つ。

「遼一は同い年。お前は年下なんだから当たり前だろ？　わかりきったこと云わせるな、バカ！」

「……仕方ないな。なら今は『忍先輩』で我が慢まんしてやるよ」

　我慢って……。こいつの基準はいったいどうなってるんだ…？

　少なくとも、俺の常識には当てはまりそうもないってことだけはたしかだな。

　とにかく、こんなわけがわからない奴とは、今日限りで関かかわらないようにしなきゃ───。

「ああ、そうだ。明日は昼飯一いつ緒しよに食おうか」

「昼飯…？」

「基本だろ？　天気がよかったら、屋上で食おう」

「勝手に決めるな！　それに屋上は立ち入り禁止だろ！」

「楽しみだな、明日」

「……………」

　人の話を一つも聞こうとしない日高に啞あ然ぜんとしてると、チュ、とこめかみにキスされて、俺はそのまま抱きしめられた。

　関わらないようにしようと思った矢先に、何でこんなことに…？

　ただ俺は、委員会の仕事で屋上に見回りに行っただけだったのに。どうして、こんな厄やつ介かいな奴に目をつけられてしまったんだろう…。

　───くそ…やっぱりわけがわからない。

　運命だろうが何だろうが知るかよ！

　何で俺がこんな奴と付き合わなきゃなんないんだ!?

　今回のことは、たしかに俺の不注意もあったかもしれないけど、もう絶対に日高の思い通りになんかなってやらないんだからっ!!

　改めてそう決意を固めて、俺はとりあえず日高の腕うでの中から逃げだそうと、またもや力の入らない体で藻も搔がいたのだった…。
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「…………」

　開いた口が塞ふさがらないと云うのは、こういうことを云うんだろう。

　朝、眠ねむ気けを堪こらえて家の玄げん関かんを出た俺は、そびえ立つ花束に出で迎むかえられた。

　持っている奴の顔は見えないけど、こんな阿呆なことする奴は一人しか考えられない。

「……何なんだ、それは」

「あんたへのプレゼントに決まってる」

　日高は、それを俺に差し出しながらそう答えた。

　───誰か、これを夢だと云ってくれ。

　夢だとしたら悪夢以外の何ものでもないだろうけど。

「お前は、そんなものを貰もらって俺が喜ぶとでも思ってんのか？」

　くらくらする頭を押さえつつ、俺は朝っぱらから説教モードに入らざるを得なかった。

「だって、『普通の手順』って云ったらこういうもんなんだろ？」

「それは、女の子にすることだろう!?　俺は男なんだよ！」

「せっかく研究してきたんだ。そんな小さいことにこだわるなよ」

「わ…っ」

　強ごう引いんに押しつけられ、視界がピンクのチューリップで埋うめ尽つくされる。

　両手いっぱいの花束からは、甘い匂においがふわんと立ち上った。

「やっぱり、似合うな」

「に…似合うって……」

　このピンクのチューリップが、誰に似合うって………？

「男が花なんか似合ってどうする！」

「似合わないよりはいいんじゃないのか？」

　別に、こんなのが似合わなくったっていいんだよ俺はっ！

「それが一番、あんたに似合うと思ったんだ。それに…」

「こんなもの受け取れるか…っ」

　澱よどみなく言葉を続ける日高を遮さえぎって、俺はビシリと云い渡わたしてやった。

「何で？」

「何で…って、少しは常識でものを考えろよな!!　俺は…」

　だけど、更さらに文句を続けようとした俺は、チューリップの隙すき間まから覗のぞく日高の雰ふん囲い気きが、どこか昨日とは違うことに気が付いて言葉を止めてしまう。

　───あっ！

「制服!!」

　なんと日高は、きっちりとネクタイを締しめ、ブレザーの前ボタンも留めていて。しっかりと規定の制服を身に着けていたのだ。

　うそ…。こいつが制服をちゃんと着て、校則を守るなんて……。

　初めて見る日高のまともな格好を、俺は花束の間から驚おどろいて見つめてしまった。

　だらしない服装だと野や蛮ばんな印象に思えたけど……何だよ、ちゃんと制服着た方が…全然カッコいいじゃないか……。

「先輩？」

「えっ…？」

　今、俺…何考えてた…？

「ぼうっとしてるけど、気分でも悪いのか？」

「あ……いや、だっ、だから、これは受け取らないからな！」

　俺は口くち籠ごもりながら、一いつ旦たんは手にした花束をばさりと日高に突つっ返した。

　そして、振ふり切るようにして歩き出す。

　どうしちゃったんだよ、俺は!!

　まさか、日高に見み蕩とれてた──────？

　ち、違う!!　そんなことあるわけないんだから!!

　ぼけっとしてたのは、決っっして見蕩れていたわけではなく、珍めずらしいものを見たせいに決まってる───。

　だけどそんな云いい訳も空むなしく、俺の心臓はバクバクと高鳴り続けていた。

　平常心、平常心…!!　こんな奴やつに俺が振り回されてどうするんだっ!!

「待てって、どうしたんだ？　急に一人で行くなよ」

　さり気なく隣となりに並んだ日高は、ひょいと俺の顔を覗き込んだ。

「……っ」

　わっ……。

　瞬しゆん時じに赤くなってしまった顔を、見られてなるものかと俺が背そむけると、日高は深々とため息をついた。

「何にイラついてるんだよ」

　お前にだよ!!

　───そう思ったけど、人目の多い往来で怒ど鳴なりつけるわけにはいかなくて。

「……別にイラついてるわけじゃない」

「それならいいけど」

「…あの花はどうした？」

「玄関に置いてきた。すぐに捨てられるなんて可哀かわい想そうだ」

「……う、まぁ…な」

　花に罪があるわけじゃないもんな。

　でも、帰ったら母さんに絶対何か云われるに決まってる。あーもう…嫌いやだなぁ…。

　鬱うつ々うつとした気分のまま駅に着くと、ちょうど急行がホームに滑すべり込んできた。

「わ…っ！」

　俺は、我先にと入り口に流れていく人波に弾はじかれて、つい足あし下もとをふらつかせる。この駅は住宅地の真ん中にある為ため、朝は通勤通学の人々でごった返すのだ。

　でも、普ふ段だんならこんな人ひと込ごみに負けたりなんかしないのに……。

「大だい丈じよう夫ぶか!?」

「……誰だれのせいだと…っ」

　ぼそりと呟つぶやくと、日高は真顔で云い放った。

「俺のせいなら光栄だな。そんなに腰こしにくるほど良かったんだ？」

「な……っ」

　この無神経！　なんて厚こう顔がん無む恥ちなんだ!!

「…この、犯罪者…っ」

　憎にくしみを込めて力ちから一いつ杯ぱいギッと睨にらみつけると、日高はボソッと呟いた。

「…………感じてたくせに」

「何か云ったか？」

「別に」

　日高は肩かたを竦すくめて、明後日あさつての方向を見ている。

　何なんだよ、そのムカつく笑いはっ！

　イライラしながらも乗車の順番を待って、俺は次に来た電車の中に押し込まれるようにして乗り込んだ。

　イタタ、カバンが背中とドアの間に挟はさまれてる。

　いつものこととは云え、この圧あつ迫ぱく感かん…どうにかなんないものかな…？

　せめて、自分の立ち位置くらい確保したいと思った瞬間、ドアに押しつけられていた体がふっと楽になった。

「少しラクになっただろ？」

　見れば背の高い日高が、俺を庇かばうみたいにして電車のドアに腕うでを突っ張ってくれていて。

　ざわついた車内で少しだけスペースを確保すると、変な位置にあった俺のカバンも自分のと一いつ緒しよに、ひょいと網あみ棚だなの上に載のせてしまう。

「構うなよ。女の子じゃあるまいし」

　俺は他ほかの乗客に聞こえないくらいの小声で、憎まれ口を叩たたいた。

　正直云って…本当はありがたかったんだけど。どうも相手が日高だと思うと、素す直なおに礼も云えない。

「もしかして、足浮ういてないか？　俺に摑つかまれよ」

「平気だって、ぅわっ」

　そこまで頼たよれるか！　と思ったところでカーブに差し掛かかり、車体が大きく揺ゆれた。離はなれた場所でお喋しやべりをしていた女子高生のきゃっと云う声が聞こえてくる。

　ぐらついてバランスを崩くずしそうになり、俺は反射的に日高のブレザーを摑んでしまった。

　揺れをどうにかやり過ごしたのはよかったけど、気付くとすぐ側そばに日高の顔があって。

「こんなとこで積極的だな」

「なっ、ちが…っ」

　吐と息いきがかかる距きよ離りでそんな台詞せりふを囁ささやかれ、まるで抱だき合うような格好に気づいて、俺は動どう揺ようした。

　引き寄せるつもりなんか全然なかったのに。昨日の今日で、こんな姿を学校の奴らに見られたら、何を噂うわさされるかわかったもんじゃない。

　慌あわてて周りを見回すと、幸運にも周囲はこちらに背を向けて立っている人ばかりだった。

　よかった…。これ以上、こいつのせいで妙みような噂を立てられるのはゴメンだよ───って!?

「日高っ、どこに手……」

「置き場所がないんだ」

　日高は背後に置いた手で、昨日キスをしたところを復習するみたいに、俺の背骨を下へ下へとなぞっていく。

「ヤメロって…！」

　コノヤロー…。大声出せないと思って調子に乗ってないか…こいつ…？

「忍先せん輩ぱいの髪かみってサラサラで柔やわらかいし、なんかイイ匂においする」

「……？　何にもつけてないぞ？」

「そうじゃなくて、先輩の匂いだろ」

　わわわっ、ちょっと待て、………うわ。

　日高は俺の首筋に鼻先を押しつけて、ついでとばかりにキスを落とす。

「…日高！」

　怒いかりを込めて名前を呼んでも、日高は少しも意に介かいそうともせず、今度は俺の腰のあたりをまさぐり始めた。

　あ…！　やめ…腰を摑むな…っ！　下に行くな、尻しりを撫なでるなっ!!

「…ぁ……っ」

　ふいに、撫で回していた尻をぎゅっと鷲わし摑づかみにされ…俺の体を甘やかな疼うずきが走り抜ぬけた。

　………う。

　どうしよう……。

　体が、昨日の感覚をリアルに思い出し始めてる…。

　文句を云いたくても、口を開くとうっかりヘンな声を出してしまいそうだし。

　どうにか日高の手を止めようとブレザーを摑んだ手を動かそうとしたら、日高の指先が谷間を伝い、そのもっと奥にまで食い込んだ。

「…っ!!」

　───そんなとこ……っ。

　昨日、散々弄いじられた部分から甘い痺しびれが全身に走る。

　その上、せめてと思い閉じようとした足は、日高の膝ひざに割り開かれてしまい───…。

「!!」

　ここで声を荒あららげると、俺が何をされてるのかが周りに伝わってしまう。

　睨み付けることしかできない俺に向かって、日高は悪びれもせずに云ってのけた。

「このほうが、イイだろ？」

「…やっ」

　綺き麗れいに筋肉のついた硬かたい太ふと腿ももが、イタズラに俺の股こ間かんに押しつけられる。その度たびに股間に食い込んでは、俺の体に昨日の熱を思い出させた。

　足が閉じられないんじゃ、後ろを弄くってくる指も拒こばめないし……。

「……ぅ……」

「苦しかったら云いっていいぜ」

　そう云いつつ、日高は更さらに後ろの狭はざ間まに指を食い込ませ、太股で俺の中心を撫で始めた。

　バカヤロ…ッ。そんな動きしたら、周りに気付かれんだろーが！

　こんなことしてたのがバレたりなんかしたら…明日から電車に乗れなくなるじゃないかっ。

「…っ」

　どうにか日高の魔まの手から逃のがれようと思い、俺は背せ伸のびをして、不ふ埒らちな動きをする日高の足を避よけてみた。だけど日高はそれを許そうとせず、更に俺を追いつめる。

「キツくないか？」

「…別…に」

　飄ひよう々ひようとした物云いで問い掛けてくる日高が、本気で憎たらしい。

「我が慢まんしてるとこ、可愛かわいい」

　日高は俺の耳元に囁いた後、耳みみ朶たぶをぺロリと舐なめやがった。

　ダメ……だってば…っ。

「────ッ」

　堪こらえ切れなくて声が出そうになったのを、日高の肩かた口ぐちに顔を押しつけてやり過ごす。

「ヤバイな…。あんたエロすぎだ」

「…バカっ」　>>>♥

「なぁ…家に戻もどろうぜ？」

「!!」

「そしたら、もっと気持ちいいことできるしさ」

「……大バカ者っ」

　不届きな誘さそいを掛けてくる日高の腕を、俺はブレザーの上から思いきり抓つねり上げた。

「イテテっ、冗じよう談だんだって」

　どうだか。

　冗談には聞こえなかったぞ…？

「うわ…っ」

　停車駅に着いたアナウンスと共に俺たちがいるのとは反対側のドアが開き、何人か降りたかと思ったら、すぐにどっと乗車人数が増える。

「…マジで混こんできたな」

　そのお陰かげで日高が手を動かすスペースはなくなったけど、ますます密着度は上がってしまった。ただでさえ、抱き込まれるような格好になってるって云うのに…。

　日高は、イタズラすることを諦あきらめたらしく、俺を周りから庇かばうように抱きしめ直す。

　───電車が混んでるんだからしょうがないよな？

　これは不ふ可か抗こう力りよくだ……。

　俺は自分の中でそう結論づけると、日高の腕うでの中で力を抜ぬき、この状じよう況きように身を委ゆだねることにしたのだった。







「なあ、辻井。本当に日高と付き合うことになったわけ？」

　誰だれもそんなこと云ってないだろ！

「やめといたほうがいいぜ、あんな奴やつ！」

　んなことは俺もわかってるんだよ!!

「…………」

　授業が終わる度にクラスメイトから繰くり返される質問と忠告に、俺はヘトヘトになっていた。

　ううう…やっぱり、朝一いつ緒しよに登校しちゃったのがまずかったよなぁ…。

　昨日の告白騒さわぎはすっかり広まっちゃってるし、ムリヤリ連れて行かれたところも誰かに見られてたみたいで噂うわさになってるし。

　ああもう、俺の平へい穏おんな生活はいったいどこへ…。

「辻井、結局のところどうなんだよ？」

「何にもないよっ。朝だってたまたま一緒になっただけで…」

　どうしてこう、くっつけたがるかな…あんな奴と!!

　そうした攻こう防ぼうを繰り広げていたら、遼一が俺を取り囲む人ひと垣がきに割って入ってきた。

「おい、お前らしつこいぞ」

「げっ、片岡…っ」

　遼一の出現に、俺を取り囲んでいた人垣がザッと後ろに引く。

「さっきから、忍ははっきりと否定してるだろうが」

「だってさあ、気になるじゃんか」

「だってじゃない。ほら、もう昼飯食いに行くんだからそこを退どけ」

「しょーがねーな。保護者に出てこられちゃ、引き下がるしかないか」

　俺を質問責めにしていた奴らは、渋しぶ々しぶと退いていった。

　保護者って……。

「遼一、もう先生の用事って終わったのか？」

「ああ、待たせて悪かった。早く食堂行かないと席なくなるな」

「うん。そうだね」

　そういえば…。

『明日は昼飯一緒に食おうか？』なんてことを、日高がほざいていた気がするけれど。

　……あれは本気で云ってたのか？

　でも、俺はそれを了りよう承しようしたわけじゃないし。ここは逃にげておくに限るよな。

　全く、どうして俺のほうがコソコソしなくちゃいけないんだっての。

「行かないのか？」

「行く行く。ちょっと待って」

　俺はカバンの中から財さい布ふを取り出して、遼一のあとを追って廊ろう下かに出た。

「げ！」

　何でお前がここにいるんだ…っ!?

「どこ行くんだよ？」

「…………」

「約束忘れたわけじゃないよな？」

「…………」

　覚えてるけど、頷うなずくのも癪しやくで俺は思いきりシカトしてやった。

　昨日の今日で……だけじゃなく、朝っぱらからあんなことしておいて、よくも平気な顔で俺の前に出てこれるな、こいつは！

「またお前か。忍が迷めい惑わくしてるのがわからないのか？　昨日も非常識なことをやらかして。金輪際、忍には近付けさせないから覚かく悟ごしておけよ」

　だけど、日高はまたもや遼一を視界に入れず、俺に向かって言葉を続けた。

「昨日、約束しただろう？　ベッドの中で───」

「わ───っ!!」

　俺は思わずグーで日高の顎あごを殴なぐり上げていた。

　綺き麗れいにアッパーが決まる。

「……あ……」

　ちょっと力入れ過ぎたかも…。今のは痛かった…よな？

「…本気出すなよな…」

「ご、ごめん…」

　あまりのクリーンヒットに申し訳なくなって、俺は思わず謝ってしまった。

　でっ、でも、元はと云えばお前が悪いんだからな…っ。

「今のは俺が悪かったな。二人だけの秘密を、こんなところで云うわけにはいかないもんな」

　ギャー！　お前、俺を脅おどす気か!?

「二人だけの…秘密…？　それはどういうことなんだ？」

　遼一が訝いぶかし気げに俺をまじまじと見つめてくる。

「ななな何でもないんだ、遼一!!」

「そんなこと聞いてくるなんて、あんたも野暮だな」

「まさか、お前…っ!?　忍に何か───」

「遼一には関係ない！」

　それ以上を云いわせたくなくて、俺は日高に摑つかみ掛かかろうとした遼一の言葉を遮さえぎった。

「…忍…？」

「これは俺とこいつの問題だから…。ごめん、ちょっと放ほうっておいてくれ」

　そう宣言すると、遼一は黙だまりこくって俺から視線を逸そらした。

　遼一が俺の為ために云ってくれようとしてるのは、物もの凄すごくわかってる。

　でも…昨日の一件だけでも、遼一にケーベツされないかビクビクしてるって云うのに、エッチしたなんてバレたら───確実に友達辞やめられちゃうよ。

「日高！　話があるからちょっと来い!!」

　遼一に嫌きらわれない為にも、自分の力でこの目の前のバカをどうにかしなきゃ……。

「来いって、俺が誘いに来たんだろ」

「ごちゃごちゃ云わないでついて来い！」

　今度こそはっきりと俺の意思を伝えて、決着をつけてやる。

　立ち去り際ぎわ、こちらを見つめる遼一の視線に気づきながら、俺は改めて決意した。







　───ってはずだったのに。

「ほら」

　日高は綺麗な箸はし遣づかいで、俺の前に肉団子を差し出していた。

「…ヤメロって、そういうの」

　俺の決意は空気より軽いのか？

　それに、人気のないところで話をする為とはいえ、風紀委員自ら規則をやぶるなんて…。

　屋上以外、うってつけの場所がなかったってのは云い訳にしかならないだろうな。

　何だか頭痛がしてきた。

　こうなると、食べ物に弱い自分がかなり恨うらめしい…。

　話し合うつもりで来たというのに、三段重ねの弁当を目の前に広げられた途と端たん、俺はそこから目を離はなせなくなってしまったのだ。

　卵焼きも、ちゃんと出汁だし巻きになってるし、ウィンナーも丁てい寧ねいに包丁が入れてある。これがタコで、こっちが…カニ？───そう思っているうちに、お腹なかが鳴って……。

「いいだろ、別に。恋こい人びと同士なんだし」

「だっ…誰だれと誰が恋人同士だっ!!」

「俺と、忍先せん輩ぱい」

　日高はそれぞれに指を向けて、あえてゆっくりと喋しやべる。

「まだ違ちがうだろ!?」

「まだ、って云うことは恋人になってくれる気はあるんだ？」

　う。……しまった。

　そういうつもりで云ったわけじゃなかったのに、日高を喜ばせてしまった…。

「おい、日高。まだってそういう意味じゃ……」

「おにぎりも食えよ。ほら、こっちが鮭しやけでそっちが梅」

　人の話を聞けっつーの。

「だから、俺は────むぐっ」

　お前と付き合うつもりは毛頭ない、と云おうとした口の中に、さっきの肉団子を突つっ込まれた。

　イキナリのことで噎むせそうになったけど……美味おいしいんだよ、これが。とろみがついた甘あま酢ずあんが掛かってて、さっぱりしてるし。

「美味うまいだろ？　それ、海老えびも錬ねり込んであるんだ」

　仕方なく口を動かして咀そ嚼しやくし、俺は飲み込みながら頷いた。

「これも、お前が作ったのか？」

「ああ。ちょっと手ぇ抜ぬいて冷れい凍とう食品のもあるけど、だいたい。気合い入れて早起きした」

「……………」

「茶ちや碗わん蒸むしもあるけど、銀ぎん杏なん食える？」

「……うん」

　そうやって次々に勧すすめられるままに、俺は日高の手作り弁当をしっかりお腹の中に納めてしまったのだ。だって、昨日の夕飯もそうだったけど……あんまりにも美味しくてさ……。

　俺って、こんなに流されやすい人間だったっけ…？　日高と話し合う為に来たって云うのに、飯なんか食べてるなんて……。

　───でも、このままじゃダメだよな。よし、今度こそちゃんと話し合ってやる。

「日高、お前…」

「よっ…と」

「おい、何してんだっ」

　ところが、重箱を片付けた日高はゴロリと横になったかと思うと、投げ出していた俺の足の上におもむろに頭を乗せたのだ。

「早起きしたから眠ねむいんだよ」

「だからって、何で俺が枕まくらにならなくちゃイケナイんだ！」

「いいから膝ひざくらいちょっと貸せよ」

　日高はそう云って俺の膝に頭を乗せると、ムリヤリ目を閉じてしまう。

「ちょっとって…日高っ」

　お前それ、絶対に狸たぬき寝ね入いりだろ…？

　俺は、立ち上がって頭を落としてやろうかと思ったけど、安心しきった日高の顔を見てたら、次し第だいにその気は失うせてしまった。

　あどけない、とは云えないけど、普ふ段だんの大人びた表情とは全然違った寝顔。

　登校時間前にあれだけの量のおかずを作ったんだもんな。眠くても仕方ないか……。

「…………」

　───まあ、いいか今回だけは。弁当の代金だと思えば。

　そう自分を納なつ得とくさせて、俺はしばし枕に甘んじてやることにした。

　さらさらと流れる風が日高の前まえ髪がみを揺ゆらしていく。

　ブラックリストの上位にはいるし『校則違い反はんの不良』でしかないって思ってたけど、こうやってちゃんとした格好されると、そうは見えないもんだよな。

　ピアスしてるわけじゃないし、髪だって俺と違って真っ黒だし……。

　俺はなんとなく、自分のとは違う真っ黒な髪に興味を引かれて手を伸のばしてみた。

　寝てる…なら、大だい丈じよう夫ぶかな…？

　そっと撫なでると、くしゃりと硬かたい感かん触しよくがする。自分とは違うその触さわり心ごこ地ちに、俺はつい何度もそれを繰くり返した。

「それ、気持ちいいな」

「…あ！　べ、別にこれは───」

　突とつ然ぜんパチリと両目を開けた日高に驚おどろいて、俺は思わず手を離す。

「もっとやってくれよ。今日のご褒ほう美びにさ」

「甘えるな、子供かお前はっ。それにご褒美って何だよ！」

「だってあんたの云うとおり、校則守って制服もちゃんと着てきただろ？」

　仰あお向むけに寝ころぶ日高は、そう云って俺をじっと下から見上げてきた。

　すべてを見み透すかすようなその瞳ひとみに捉とらえられ、俺はなぜだかドキドキしてしまう。

　な、なんだよ。やっぱりこいつ……カッコいいじゃないか……。

「……んだから」

「え？」

「似合うんだから、はじめっから、そうしてこいよ…っ」

　そうすれば、ブラックリストになんか載のることもなかったし、俺が目くじら立ててお前を怒おこる必要もないんだから！

「───そしたら、先輩から惚ほれてくれた？」

　何、バカなこと云って。そんなわけないだろうが…。

「…っ!?」

　あ、あれ？　何で言葉が出てこないんだ？

　おまけに信じらんないくらい顔が熱い……。

　これじゃ、日高の言葉を肯こう定ていしてるみたいじゃないか！

「せっかく、人が必死こいてガマンしてるってのに…」

「え？　何？　ひ、日高…？」

　日高はイキナリ寝返りを打ち、上を向いていた顔を俺の腹のほうへ向けると、腰こしに片かた腕うでを回してくる。そして、ぎゅっと顔を俺の腹に押しつけた。

「何してんだ、お前は」

　子供みたいに甘えて────と思ったけど……そんなわけは全くなく。

　腰に回した手で、日高はあらぬ所をまさぐり始めやがったのだ。

「……どこ触ってる…」

「スキンシップの一いつ環かんだろ」

「ほざけ…っ」

　俺の拳こぶしを間かん一いつ髪ぱつのところで避よけた日高は、体を起こし、俺の足を押さえつけるように跨またがった。

「飯のあとだから、ウエスト苦しいだろ？　俺が緩ゆるめてやるよ」

　そうニヤリと口の端はしを上げた日高は、俺の上半身をトン、と突く。

　ぜ、前言撤てつ回かい!!　こんな笑い方をする奴やつのどこが子供なんだっ!?

「余計なお世話だ…っ、ぅわっ！」

　倒たおれそうになった俺が腕を後ろにつくと、日高はおもむろにベルトのバックルをカチャカチャと外し出す。

「日高!?」

　慌あわてた俺は身を捩よじって逃のがれようとしたけど、そのままファスナーまで下げられてしまった。

　日高の手を防ごうにも、手で体を支えているせいで、思うような抵てい抗こうもできなくて。

「やめ…っ、何!?　調子に乗るな！」

「膝枕のお礼にイイコトしてやるよ」

「いらん！───ぅあっ」

　そのうちに、寛ひろげられたズボンの中に侵しん入にゆうした日高の手は、俺の中心を下着越ごしに撫で上げ、その手の平で柔やわらかく包み込んだ。

「昨日の今日だから、感じやすくなってるみたいだな。もう、こんなに熱い」

「日高！　もう、ヤメロって………っあ!!」

　昂たかぶってきていたものを急に強く握にぎられて、俺は不覚にも高い声を上げてしまう。

　唯ゆい一いつ、体を支えていた片腕がガクンと折れる。

　それでも上体を完全に倒すのだけは避さけようと、俺はコンクリの床ゆかに肘ひじをつき、じたばたと藻も搔がいた。

「まるで、誘さそってるみたいな格好だな」

「誘うか！　阿あ呆ほう!!」

「せっかくその気になってくれたんだから、期待には応こたえてやらないとな」

「なってなーいっ!!」

　とにかく今は日高の下から逃にげ出すことが先決だよな。

　でも、ズボンのウエストを握られたままじゃ、後退すると確実に…脱ぬがされるし…。かといって、押しのけようとしても…敵かなわないし……。

　ど、どうしよ。

「───こんな状態で教室戻もどれないだろ？」

「…ぁ、やっ…ヤダって…おいっ!!」

　日高は、迷っていた俺の隙すきをつくようにして下着をずらし、張りつめた中心を包み取る。

　硬かたくなり始めていたそれは、直じかに触ふれられる感触にすっかり勃たち上がってしまった。

「危なかったな。もう、先が潤うるんでる」

　天を仰あおぐ俺自身を日高は指先で優やさしく撫で、根元から先せん端たんまで、見せつけるようにゆっくりとなぞり上げる。

「ば…っ、わざわざ…云いわなくて…いい…っ！」

　僅わずかに潤む先端の窪くぼみを抉えぐるように親指の腹で押さえつけ、指先がゆっくりとその部分で円を描えがいた。それだけで、腰の奥がジン…と熱く痺しびれてくる。

　突然、日高は体を折り、休みなく動かしている手元に顔を近付けた。

「おい…何して…!?　うわ…っ」

　指先で扱しごかれているそれに暖かい吐と息いきが触れ、下か肢しに微かすかな震ふるえが走る。

　ゾクリとした衝しよう動どうをやり過ごそうと体をぎゅっと硬くすれば、動きを止めたその隙に潤んだ先端をペロリと舐なめられた。

「やめ……ひゃっ…！」

　触られてるだけでもおかしくなってしまいそうだというのに、視覚からの刺し激げきも加わって怖こわいくらいに体が疼うずき出す。

「制服汚よごすとまずいだろ？　飲んでやるよ」

　の…飲むって…まさか……っ!?

　ひっ！　制服汚すより、そっちの方がまずいだろ…!?

「や…やだ…っ」

　だけど焦あせる俺の抵抗などものともせず、日高は勃ち上がった中心を、先のほうから少しずつ口の中へ含ふくんでいってしまった。

「離せっ、やめ…嫌いやだッ」

　唇くちびるで俺自身を締しめつけて、ぴちゃ…と音をたてて舌を絡からませる。

　そのねっとりとした感触が、全身の皮ひ膚ふを粟あわ立だたせた。

「あ…や、んぅ…っ」

　口こう腔くうの深いところまで自身を飲み込まれ、唇を、舌を使われる度たびに甘い痺れが体内を満たす。

　やめろとか嫌だとか云ってるくせに、結局…体はこんなになってしまう…。

　日高なんかに触さわられて……どうして……？

「んん……っ」

　せめてこれ以上、醜しゆう態たいを曝さらしたくない。

　その一心で口元に手の甲こうを押しつけ、俺は必死に喘あえぎを嚙かみ殺す。　>>>♥

「声、出せって云ってるだろ…」

「…や！……ああ…っ」

　なのに感じすぎるくびれの部分を甘嚙みされ、強く先端を吸い上げられた俺は、堪たまらず声を上げ───……。

　ビクン、と体を大きく仰のけ反らせたかと思うと、その次には張りつめていた糸が切れたかのように…そこを、弾はじけさせてしまった…。

「あ…っ…」

　すると、喘ぐ呼吸を落ち着かせようとする俺の耳に、ゴクリと喉のどを鳴らす音が届く。

　ま…さか……？

「ひ、日高っ、何して……」

　驚おどろいて止めようとしたけど、もう遅おそい…。

「昨日のより、薄うすいな」

　日高は口腔に受け止めた俺の迸ほとばしりを飲み下した後、独り言を云いながら、親指や口の端についていた残ざん滓しも舐めとっていた。

　何で、こいつはそんな仕草までやらしいんだ…っ。

「い…いい加減、どけよ！」

　気け怠だるく火ほ照てる体を叱しつ咤たして、俺は日高を蹴けり飛ばした。

　ぐずぐずしていて、これ以上何かされたら堪ったもんじゃない。

　日高が起き上がってくる前に、俺は手早く身み支じ度たくを整えて立ち上がる。

「…っ！　乱暴者…」

「うるさいっ」

　……どうして。

　昼間から学校の屋上なんかで、こんないかがわしいことしてるわけ？

　もっと、ちゃんと拒こばめばこんなことにはならなかったはずなのに。これじゃ、昨日の反省が何にも活いきてない……。

　流されまくってる自分が情けなくて、俺は無む性しように泣きたくなった。

　よっ、と体勢を直した日高は俺の制服についた埃ほこりをぱんぱんと叩たたいて落とす。

「忍先せん輩ぱい」

「……なんだよ」

　急に名前を呼ばれて、心臓が跳はね上がる。

　む？───ちょっと待て…何も俺がこんな奴やつにドキドキする必要なんかないだろ？

　俺はキリリと表情を引き締めて、警けい戒かいしながら耳を傾かたむけた。

「今週の日曜、デートしようぜ」

「デートぉ？」

　何で、いきなりデートなんだよ？

「普ふ通つうの手順っていったら、次はデートだろ？」

「………はあ？」

　わけがわからん。

　こいつは、俺が普通の恋れん愛あいがしたいっていったことを気にしてるわけ？

　それにしちゃ、やっぱり常識外れだけど。頑がん張ばって『普通の手順』を踏ふもうとしているとしたら、何だかいじらしい…ような気もする…。

「嫌なのか？」

「いや……いいけどさ……」

　子供っぽい申し出に毒気を抜かれて、俺はついつい頷うなずいてしまった。

　頷いてから、しまった…と後こう悔かいしていると、目の前に日高の小指が突つき出される。

「なにコレ」

「約束っていったら指切り。これだろ」

「ぷっ。ガキかお前」

　なつかしいなあ。指切りって、最後にしたのっていつだったか。最低でも十年は経たってる気がするぞ。

「いいから、約束しろよ」

「はいはい。指切りげんまん…っと」

　笑いを嚙み殺しながら俺は自分の小指を絡ませた。

「忘れるなよ」

　噓うそついたら針千本だっけ？

「今週末だろ。忘れるわけあるか」

「それでも───…」

　語ご尾びは小さく掠かすれていき、俺は日高の言葉を聞き取ることができなかった。

　……何、不安そうな顔してんだよ。

　反則じゃないのか？　そんな顔するなんて……。

「念の為ため、保険もかけとこうかな」

　日高はそう云いって、絡めた俺の小指に柔やわらかくキスをした。

「……っ」

　たかが指先へのキスなのに、甘い痺れがジン…と全身に伝わっていく。

「これで忘れないよな」

「阿あ呆ほう！　あんまり調子に乗るな…っ！」

　俺は繫つながれた指先を、日高から奪うばい取るようにして取り返した。

　こんな奴に触ふれられて、ドキドキが治まらないなんて……変だよ、俺。

　何なんだよ、いったい。

　もう、よくわかんないよ───。







　　　　　３




　あの日以来、日高は朝昼夕と毎日欠かさず俺を迎むかえに来た。

　お陰かげで遅ち刻こくや自主早退がなくなって、取り締しまる風紀委員会の負担は減ったけど。そうやって、校則を守るようになった日高に関して、一番喜んでいるのは先生たちだった。

　どうやら、成績優ゆう秀しゆうなくせに出席態度が最悪な日高に、かなり手を焼いていたらしい。

　手放しで感謝されてしまうと、個人的にはどうにも複雑な気分になるんだけど…。『風紀委員副委員長』としては喜ぶべきことだよな、とは思ってる。

　まぁ今回のことで日高は、やろうと思えばキチンと何でもできる奴だってことがわかったんだ。動機は不純だけど…校則だって守る気になれば、守れるわけだし……。

　だったら、あの妙みような考え方やセクハラ紛まがいのイタズラも、説得して教え諭さとしていけば矯きよう正せいしていけるような気がするんだよな。

　せっかくあんなに恵めぐまれた外見してるんだし、普通にちゃんとすればもっと良くなると思うのに────って、違ちがうだろ俺っ！

　とにかく、乗りかかった船だと思って、俺はしばらく日高を『更こう生せい』させる為にも、こいつの意味不明な言動に付き合うことに決めたのだった。

　で。今日は例の『デート』の日。

『待ち合わせしたほうが気分出るだろ？』という日高のワガママ通り、今日は家から何駅か離はなれた繁はん華か街がいに来てるんだけど…何で、俺のほうが早く着いてんだ？

　これじゃ、俺が物もの凄すごく楽しみにしてたみたいじゃないか…。

「悪い、待たせたか？」

　走ってやってきた日高は、その長身とスタイルの良さで、遠くからでも簡単に判別がついた。

　黒の綿パンにナイロン地のフロントジッパーのジャケット。カジュアルな格好だと云うのに、制服よりも何だか更さらに大人びて見える。

　俺なんか、こーゆーのって何着て行けばいいか分からなくて、結局いつも通りのシャツにジーンズなんだけど…。もうちょっと考えて着てくれば良かったかな…？

「…別に、今来たところだから」

　う～。他ほかに返答がないとはいえ、これじゃまるっきりカップルの会話じゃないか…。

「制服もいいけど、私服もいいな」

「…お前の為に着てるわけじゃない」

　嫌いや味みを云われているわけじゃないって分かってても、どうしてかこいつが相手だとケンカ腰ごしになっちゃうんだよな。

「まぁ、俺的には制服のほうが、脱ぬがす楽しみがあるけどさ」

「な…っ、バカなこと云ってんな！」

「照れなくてもいいだろ？───さてと、行こうか」

　日高は、腕うで時ど計けいに視線を落としながら云った。

「…って、どこ行くつもりなんだ？」

「映画観みて、飯食って……。そのあとは、てきとうに。今日は一日空いてるんだろ？」

　日高は今日の予定を語りながら、俺に目を向けた。

「空いては、いるけど…」

「じゃあ、あとで考えようぜ。ヤバイな、映画始まっちまう」

　急せかされるようにして駅前の映画館に入ると、日高は入り口で俺に前売り券を差し出した。

　あ、これ……俺の見たかった映画じゃん。

　ちょっと恋愛入った感動系でさ。もし観に行けなかったら、絶対にビデオ借りようと思ってたんだよね。これだったら、お金払はらう価値もあるや。

「いくらだ？」

「いいから───今日は、俺に奢おごらせろよ」

　はぁ…？　奢るって何云ってんだか。

「年下が生意気云うな」

「…一コしか違わないだろ」

　そう云いながら、顔を少しだけ逸そらした日高の表情が、一いつ瞬しゆん曇くもったように見えて俺は目を見開いた。だけど、もう一度こちらを向いた時には元通りの不ふ遜そんな顔に戻もどっていて。

　目の錯さつ覚かく…だよな？　俺なんかより全然大人びた外見してるような奴が、年のことくらいで不ふ機き嫌げんになるわけないか…。

「とにかく、今日は全部俺に任せろって」

　日高は俺の手をグイッと摑つかむと、そのまま館内へと歩き出す。

「おい、離せって…！」

　男同士で手を繫いでるなんて、おかしいだろ!?

　こんなところで大声を出して、変に目立つのも嫌いやだし。俺は日高に小声で抗こう議ぎした。

「大だい丈じよう夫ぶ。誰だれも見てない」

「でも…！」

　日高は羞しゆう恥ちに汗あせばんでくる俺の手をますます強く握にぎりしめて、後方の席を目指していく。

　何でこいつは周りが気にならないわけ？　恥はずかしいとか思わないのかよ!?

　───感覚が違うのか、それともとぼけてるだけなのか。

　おまけに…っ！

「何で、一番後ろなんだよ？」

　公開終しゆう了りよう間ま際ぎわの閑かん散さんとした場内で、日高が選んだのは後方のど真ん中の席だったのだ。

　こんなに席があいてるって云うのに、どうしてここなわけ？

「この位置の方が……首上げなくても良いいから、楽だろ？」

　ふうん、そういうもんなのか。なら良いけどさ…。

　何となく納なつ得とくして俺が席に着くと、日高はジュースやパンフレットを買ってきて、俺に手て渡わたした。呆あきれるほど甲斐かい甲斐がいしいその様子に、ちょっとだけ俺は怯ひるんでしまう。

　───まさか…本気で『デート』のつもりなのか……？？

　だって普ふ通つうさ、男同士で映画見に来て友達にこんなことされないよな？

　湧わき上がる疑問に首を傾かしげていると、隣となりに腰を下ろして長い足を窮きゆう屈くつそうに組んだ日高が、こっそりと俺を覗のぞき込む。

「映画、勝手に決めて悪かったな」

「え？　別にいいよ、見たいなと思ってたヤツだったし…」

　突とつ然ぜんのことに思わず素す直なおに云ってしまうと、日高は柔やわらかく笑って俺を見た。

　う…うわっ、急にそんな男前割り増しになるような顔すんなってば…っ！

　その笑え顔がおに、ドキッと心臓が大きな音を立てて跳はね上がってしまい、俺は慌あわてて顔を背そむける。

「よかった、俺もこれ見たかったんだよ。…俺たち趣しゆ味みも合うんだな」

「…そ、そうかぁ？」

「やっぱり、これって運命───てっ」

「調子に乗るな！」

　観たい映画が一いつ緒しよだったくらいで、どうしてそこまで思考が飛ひ躍やくするんだ！

　これさえなければなぁ……とは思うんだけど…。

　そうして俺はゆっくりと照明の落ちたのを機に、大きなため息をつきながら前を向いたのだった。







　やがて始まった映画は期待通りに面おも白しろくて、俺はすぐにストーリーに引っ張り込まれていた。

「……っ」

　あっ、しまった…涙るい腺せん緩ゆるんできたかも。俺、感動系だとすぐ泣いちゃうんだよな。

　だけど、目め尻じりから溢あふれそうになった涙なみだを拭ぬぐおうとした手は、中ちゆう途と半はん端ぱな位置で制止されてしまった。

　驚おどろいて摑まれた手のほうを見ると、日高の顔が近くにあって…。

「擦こすったら跡あとが残る」

　そう囁ささやいて、日高は俺の目尻の涙をペロリと舐なめとった。

「…………」

　今…何が起こったんだ…？

　呆ぼう然ぜんとしてる間に、くいっと顎あごを引かれ、もう一方の目元にも唇くちびるが寄せられる。

　我に返った俺の頰ほおは、カーッと音がしそうな勢いで赤くなった。

　な…な…なに、恥ずかしいことしやがんだ、こいつはっ!!

　いくら周囲に誰も座ってないからって云いっても……ここは公共の場なんだぞっ。

　くそっ！　やっぱりこいつには一度、常識ってもんを教えなきゃいけないな！

　そう意い気き込ごんで抗議しようとした途と端たん、甘く名前を囁かれ───。

「───忍先せん輩ぱい…」

　顔を上げた俺は、睨にらむ間もなく…日高にキス、されてしまったのだ。

「ん…っ」

　涙を吸い取った仕草と同じようにして、唇を吸い上げて。隙すき間まから舌を割り込ませると、音がしそうなくらい深く絡からめてくる。

　こんな静かなところで音なんかさせたら、誰かに見つかっちゃうかもしれない。

　そう思うと、スリリングなドキドキ感が俺の体を更に熱くした。

「……ぁ……」

　お、俺のバカ…!!

　こんなところでこんな非常識なことされてんのに、き…気持ちいいってどういうことだ…っ。

「ん……ぅ……」

　ざらりと舐められた上うわ顎あごや絡まる舌から、ゾクゾクとした甘い痺しびれが生まれてきて。俺の思考回路を、端はしから少しずつ遮しや断だんしていく。

　やっぱり…日高にキスされると、体に力が入らなくなっちゃうよ…。

　そんなことをぼんやりと頭の中で考えながら、俺はゆっくりと離はなれていった日高の唇を、名な残ごり惜おしげに見つめていたのだ。







「映画、よかったな」

「……そうかよ」

　正直云うと、俺の頭の中にはあれ以降、ストーリーがほとんど入ってこなかった。重要なシーンも全然観れなかったし、展開もよく覚えていなかったりする。

　ちくしょー……観たかった映画だったのに。

　油断してた俺も悪いかもしれないけど、普ふ通つう映画館であんなことするか!?

　何度も何度も繰くり返しキスなんかしやがって。他ほかの客に気づかれたりしなかったから良かったものの……もしバレでもしたら……。

　───あッ!!

　もしかして最初からそのつもりで、人のいない一番後ろの席なんかを選んだとか……？

「拗すねるなよ」

「誰のせいだと思ってんだ？　誰の！」

「あんたも乗り気だったくせに」

「の、乗り気って!?　あれは…っ」

　お前のキスが上手うまいのが全部いけないんだ───とはさすがに云えるわけがない。

　これ以上、こいつを増長させてどうするんだ…。

　そう思って口くち籠ごもると、日高は俺を見つめてニヤリと口の端を上げやがった。

「───俺のキス、そんなに良いわけ？」

「…っ」

　まるで、考えていることを見み透すかされたような台詞せりふにドキッとして、俺は顔を赤くしてしまう。

「俺はあんたとキスするだけで、イキそうなくらい良いんだけど」

「ば…っか…何云って……」

　だいたい、色んな奴やつと付き合ってきたこいつが、俺なんかとキスして満足するわけがないんだ……。どうせまた、俺のことからかってるに決まってる…。

　辿たどり着いた卑ひ屈くつな考えに、どうしてだかショックを受けてしまい、俺は俯うつむいて視線を日高から逸そらそうとした。

　そんな俺の顎に手をかけて上向かせると、日高は真正面から瞳ひとみを覗き込んでくる。

「本当だぜ？」

「ウ…ソだ……」

「噓うそなんかつくかよ。本気じゃなかったら、こんなに必死になったりしない」

　からかいの全くない瞳を向け、言葉を紡つむぐ日高に俺は押し黙だまった。

　───たしかに日高の云うとおりかもしれない。どうでもいい相手に、わざわざ時間をかけるようなタイプじゃないだろうし、からかうにしたって、こうしてわざわざ外に連れ出す必要なんかないわけで……。

　ってことは、本当に俺のことを…？

「後こう悔かいなんてさせねぇから…覚かく悟ご決めて、俺のものになっちまえ」

　ニヤリとした笑みに、俺はごくりと唾つばを飲み込んだ。

　乱暴だけれども真しん剣けんで強きよう烈れつなその台詞に、気持ちがぐらりと揺ゆさぶられる。

　嫌いやだって、そう一言云えば済むはずなのに。昨日なら軽く一いつ蹴しゆうできてたのに。

　どうしてか、今の俺にはその言葉を口にすることができなかった。







　昼飯をとったあとは、買い物行って、ゲーセン行って、途中でアイスを食わされて。

　なんというか……まるっきり、雑誌なんかで見るような『初心者用デート』をしている気がするんですけど…？

　ほ…本当にこれって『デート』だったりするのか？？

　まさかな？　と思いつつも、俺は次に案内されたカフェで一息つきながら訊きいてみた。

「気に食わなかったか？」

「そういうわけじゃないけど…」

　サラリと返されて、俺は言葉を詰つまらせてしまう。

　不本意ながら、昼飯も買い物もゲーセンも……気に入らないどころか、かなり楽しかったんだよね…。

　見みかけに寄らず博学な日高は、会話のネタもつきることがなくて。そういう意味でも飽あきるということがなかったし。映画さえちゃんと観られてれば文句なしだったと、思う。

「よかった。必死で考えた甲斐かいがあったな」

　そう云って、日高は運ばれてきたコーヒーを一口飲んだ。

「本当は、俺がよく行く店とかもあるんだけどさ…」

「お前が？　なんだ、そうゆうとこでもよかったのに」

「でも、先輩…アルコール弱いじゃん」

　アルコールって…普段どんな店に出入りしてるんだ、お前は！

「ちょっと待て。お前は今、いくつだと思ってるんだ？」

「やっぱりな。そう云うと思ってあれから一いつ滴てきも飲んでねぇよ。だから、こういう店選んだんだろ」

　たしかに日高の言葉通り、明るい日差しが差し込む清潔感溢あふれる店内には、アルコールや夜の暗い雰ふん囲い気きが全くなかった。白を基調にしたカフェなんて、ちょっと男同士で入るにはどうかとは思ったけど、実際は新聞や本を読むサラリーマンなんかもいて居い心ごこ地ちは悪くない。

　一滴も酒を飲んでないって云うのは、なんだか噓っぽい気がするけれど、俺の云った言葉をちゃんと覚えてたんだ……。

　そう思うと、なぜだかまた心臓がギュッと締しめ付けられたような気がした。

　日高の奴…───って、あれ…？　俺たち見られてないか？

　ふと気づくと視界の端々に、コソコソとこちらを覗のぞく女の子たちが映った。

　皆みな一様に、頰を染めながら日高に視線を向けているような気が……？

　そ…っか……どこに行っても、日高は注目の的なんだな。

　こんだけカッコよければ、当たり前か。日高を好きな奴って、それこそ山のようにいるんだろうな……。

「先せん輩ぱい？」

「…っ！　えっ…と、何？」

「悪い、色々連れ回したから疲つかれたんだろ？」

「疲れてるわけじゃないよ。ただ…」

　モヤモヤとする気持ちを飲み込んで、手元のグラスをストローで搔かき回すと、カランと涼すずしい音が響ひびく。

「ただ？」

「…お前って、どこにいても目立つんだなと思って」

「俺？　俺より先輩のほうがさっきから見られてるだろ」

　思いっきり眉まゆを顰ひそめる日高が不思議で、俺は首を傾かしげる。

「まさか。見られてんのはお前だけだよ」

「……気づいてないわけ？　少しは自覚しろよ、あんたモテるんだからさ」

「も、モテるわけないだろっ！　俺なんか……お前みたいに、こんなデートだってしたことないし…」

「何だよそれ。あんたに喜んで貰もらおうと思って、今日のはマジで必死に考えたけどさ、俺だってそんなに詳くわしいわけじゃないぜ？　それにここは…昔知り合いだった人に教えてもらっただけだし……」

　否定する日高の言葉が、何となく歯切れ悪く聞こえるのは俺の思い過ごしだろうか？

　何でも自信満々な日高にしては、珍めずらしいような……。

「───それで、教えてやった店をデートに使ってるわけだ？」

「!?」

　突とつ然ぜん、思い掛けない方向から声が降ってきて、俺は驚おどろいて顔を上げた。

　すると啞あ然ぜんとした表情で、声を掛けてきた人物の名前を日高がボソリと呟つぶやく。

「……冬とう弥やさん」

　冬弥と呼ばれた人は俺たちのテーブルの傍かたわらに立ち、日高を見下ろしていた。

　男の人に使う形容じゃないかもしれないけど、色気のある綺き麗れいな顔立ちをしていて、柔やわらかそうなふわふわしたライトブラウンの髪かみが人ひと懐なつこそうな表情を引き立てている。

　見た感じ、大学生くらいな気はするんだけど…。

「久しぶり、元気でやってるみたいだね。そっちのカワイイ子は恋こい人びと？」

　こんなにも綺麗な人に、柔らかい微笑ほほえみを向けられているにも拘かかわらず、日高は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をしている。

「……高校の先輩、だよ」

　───え？

「ふうん。そうなんだ」

　いや、たしかに『高校の先輩』でしかないんだけど。あんなに学校なんかでも、堂々と『付き合ってる』だとか『恋人』だとか勝手に云いってたくせに、と思ってさ…。

　いったい、日高はこの人とどういう関係なんだろう？　そう思って『冬弥さん』と呼ばれた人物の顔を見ると、その人は俺の顎あごを人差し指でクイッと持ち上げた。

「こいつ面食いだから気を付けたほうがいいよ？　君も……」

「冬弥さんっ！」

　言葉を遮さえぎる日高の強い制止。

　だけどそれを無視するかのように、にっこり笑うとその人は言葉を続けた。

「運命の相手だとか云われて、唆そそのかされちゃうかもしれないから」

「え…？」

　運命の相手って────…。

　……どうしてこの人が…そのことを知ってるわけ…？　>>>♥

「妙みようなこと吹ふき込むなよ！」

「何？　そんなに彼の前でいいカッコしたいんだ？」

「……っ」

　図星を指されましたって顔で、日高が黙り込む。

「また、家に来いよ。遊んでやるからさ」

「…最近、忙いそがしいんだ」

「ふうん。デートしてる暇ひまはあるのに？　まあ、いいや。また電話する」

　嫣えん然ぜんと微笑んで日高の肩かたをポンっと叩たたくと、去り際ぎわにちらりと俺へ意味深な視線を投げる。

「……？」

「そっちの彼も、またね」

『またね』って云われても……何で俺が…？

　───あれ？　何だろう…胸のあたりが凄すごくムカムカしてる。

「ごめん。…今の、気ぃ悪くした？」

　冬弥が店を出て行った後、日高は表情を強こわ張ばらせたまま、やっと口を開いた。

「どうして、お前の知り合いのことで俺が気を悪くしなくちゃいけないんだ？」

　刺とげのある言葉を返してしまった自分にびっくりする。

　こんなこと云うつもりなかったのに……俺は何にイラついてるんだよ？

「そう…だよな…。その…あの人と会うの久々でさ。だから声かけてきたんだと…」

「別に、そんなこと俺に話す必要なんてないだろ？　無理しなくていい」

「先輩…」

　捨てられた子犬みたいな目をされて、胸がずきりと痛んだ。

　何で、そんな顔するわけ？　いつもの太ふて々ぶてしいくらいの態度はどうしたんだよ？

　突つき放すような喋しやべり方をしてしまったことを悔くいたけど、フォローする気分にもなれなくて。俺は日高から視線を逸そらすと、俯うつむいて黙だまり込んでしまった。

「…………」

　気にしてないとか云いながら、本当はめちゃめちゃ気にしまくってる。

　でも、どうしてこんなに気になるんだろう…？

　日高の云う『運命の相手』って台詞せりふだって、きっと本気じゃないって、最初から分かってたじゃないか。

　なのに、今は日高の顔を見ていることさえ苦しいなんて。

　俺は本当にどうしちゃったんだ…？

「───ごめん、用事を思い出したから帰る」

「今日は一日空いてるって云ってただろ!?」

　弾はじかれたように顔を上げた日高は、責めるような口調で云った。

「…忘れてたんだ。悪いけど」

「やっぱり、怒おこってるのか…？」

　違ちがう、そうじゃなくて…っ。

　このままだと、わけがわからない苛いら立だちをぶつけてしまいそうで……怖こわいんだ。

　そんなみっともない真似まねだけは、絶対に避さけたい……。

「…日高、お前はゆっくりしてっていいから」

　俺は視線を逸らしたまま、テーブルの上の伝票を握にぎって立ち上がる。

「何云ってるんだよ!?　一人でこんなとこいても意味ねぇよ」

「でも」

「───わかった。用があるなら仕方ないよな」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、日高は俺の手から伝票を奪うばうとさっさとレジに向かってしまった。

「あッ、いいよ！　俺が払はらう…っ」

「俺が出す。このくらいさせろよ」

　振ふり向いた日高に、思いがけず悲しそうな笑え顔がおを向けられて、俺は言葉を失ってしまう。

「…ホント、ごめん」

　気持ちの整理ができないから帰りたいだなんて、ガキのわがままじゃあるまいし。

　そう後こう悔かいしたけど、どうしても前言を取り消す気にはなれなくて。

「あんたが謝るな。家まで送るよ…そのくらい、いいだろう？」

「う…うん」

　苛立ちと罪悪感と、何だかよくわからない感情が織り交ざった苦い気持ちが胸を支配する。

　初めて味わう感情に、俺は対処の術すべを見つけることができなかったんだ。







　　　　　４




　月曜日の朝、家を出ると先週と同じように日高が迎むかえに来ていた。

「…おはようございます」

　らしくなく、顔色を窺うかがうような不安な表情で挨あい拶さつなんかして。やっぱ昨日のこと気にしてるんだろうな。わかりやすい奴やつだなぁ……。

「おはよう」

　笑顔でそう返した途と端たん、案の定日高の顔から不安の陰かげりがさっと消え去った。まるで何も気にすることなどないように装よそおって、俺はいつも通りスタスタと道を歩いていく。

　───でも……。

　本当は自分でも不思議なくらい、あの冬弥という人の存在が気になって、胸の奥がもやもやする。

　でも、考えても考えても『どうしてこんな気分になるのか』がわからなくて、結局今はムリヤリ考えないようにしていた。

　解けない問題を放ほうり出すなんて、今までしたことなかったのに……。

「…先せん輩ぱいっ」

「あ…。何か云ったか？」

「気をつけろよ。信号赤だぞ」

「えっ、あ、ホントだ。ごめん。ぼーっとしてた」

　目の前の信号はまだ赤で、駅前の大きな交差点ではかなりの量の車が行き交かっていた。

　俺、思いっきり危なかったんじゃ…。あのことは考えないようにしてるはずだってのに、うっかり気を抜ぬくとこれだなんて…情けない…。

「ついでに云いうと、ネクタイも曲がってる」

「え？　噓うそ」

「ちょっとこっち向いて」

　日高は俺の体を引き寄せると、顎を上向かせネクタイに手を掛かけた。

　前の時も思ったけど、こいつって見かけによらず器用だよな。指先だって、長くて綺き麗れいな形してるし…。

「それにしても、この角度ってドキドキするな」

　日高はネクタイを結び終えると、そう云って上向いたままの俺の顎に触ふれてくる。

「何で？」

「キスをせがまれてるみたいだろ」

「…っ!?」

　そのストレートな言葉に驚おどろいて、俺はばっと後あと退ずさった。

「いくらなんでも、こんなとこでなんかするかよ」

「お前ならやりかねないっ」

　せっかく、内心で誉ほめてたってのに…こいつは…。

「忍先輩がして欲しいって云うなら別だけど、他人にあんな顔見せるのは勿もつ体たいない」

「バカも休み休み云え」

　こういうふざけたところがなければ申し分ないのにな。

　呆あきれたようにため息をつくと、日高はふっと柔やわらかく笑った。

「───でも、本当によかった」

「え？」

「何でもない。あ、ちょっと急がないと電車一本逃のがすな」

「噓!?　青になったら走るぞ」

「ああ」

　信号が変わると同時に、日高は俺の手を摑つかんだ。そして、駅までの道のりをダッシュする。

「わわっ、こら！　手ぇ離せって！」

「こうしたほうが早い」

「…っ！」

　握られた手首から全身に熱が伝わり、心臓がドキドキと高鳴り始めて……。

　俺……いつの間に、この手が振り払えなくなっちゃったんだろう……。







　ホームルームの後、俺は帰りの準備万ばん端たんで日高の迎えを待っていた。

　遅おそいなぁと思いつつ窓まど際ぎわでぼんやりしていると、遼一が声を掛けてくる。

「今日もあいつと帰るつもりなのか？」

「え？　うん、そうだけど」

　だって今朝、教室まで送ってきたあいつに、ムリヤリ一いつ緒しよに帰る約束をさせられちゃったんだもん。なのに、置いて帰るわけにはいかないもんな。

　躊躇ためらわずに頷うなずくと、遼一は眉まゆ根ねを寄せた。

「…何度も云っただろう。あんないい加減な奴、相手にするなって」

「いい加減でもないよ。約束したことはきちんと守るしさ」

「そんなの騙だまされてるだけだ。だいたい、忍も無む警けい戒かい過ぎる…。どうして毎日、あいつと二人で昼飯食ってるんだ？　騙されてるんじゃなかったら、脅おどされてるとしか考えられない」

　仁に王おう立だちになった遼一に鋭するどく指し摘てきされ、俺は言葉を詰つまらせてしまう。

「…それは…その…」

　たしかに、最初は脅されてついて行ったんだよな…。日高の家であんなことされちゃって、それをバラされたくなくて仕方なく。

　なのに今じゃ、時々仕掛けられるキスにさえも、慣れてしまってるだなんて……。

「う…えっと…」

　どう説明しようかと困っていると、イライラした遼一がバンっと机を叩たたいた。

「忍、あいつがまめなのは最初だけらしいぞ？　誰だれもが付き合い始めてから、ほぼ一週間くらいで捨てられるって話だ」

「何…それ…？」

「校内だけでも結構な人数が、その手に引っかかって泣いているそうだ」

　急に現実味を帯びた話を振られ、俺の心はざわめいてしまう。

　そんな…まさか……。

　でもたしか今日であいつと屋上で会ってから、ちょうど一週間じゃないか？

　───だから、迎えに来ない…とか…？

「う、噂うわさは噂だろ…？」

　ムリヤリ顔に笑いを張り付かせ、俺は遼一の言葉を否定する。

　そうだよ。最初に聞いてた噂だって話してみたら掛け離はなれてたし、遼一の話だって信しん憑ぴよう性せいがあるわけじゃない。そう、簡単に疑うなんて良くないよな……？

「だったら何でまだあいつが来てないんだ？　先週は放課後になると、すっとんで来てたのに。先に帰ったに決まってる」

「そんな！　日高は約束破るような奴じゃないよっ！」

「…………」

　遼一が俺を心配して云ってくれてるのはわかるけど……。

　俺と一緒に登校する為ために朝早く起きて、褒ほめられる為に制服をちゃんと着て、毎日欠かさず弁当作って……おまけに、慣れないデートの予定なんかまで考える…。

　そんなことをする奴が、酷ひどい奴だなんて俺には思えない…いや、思いたくないよ───。

　遼一の視線を感じながら俯うつむいていると、クラスメイトの話し声が耳に入ってきた。

「おい、見てみろよ。校門の前にＢＭＷが停とまってんぞ」

「へえ…あれ新型じゃん。誰かの迎えじゃねーの？」

　その会話につられ、何気なく視線を窓の外へと向けると、校門の前には真新しいシルバーの車が停まっていた。

「おい、忍」

「何？」

「あの車のところにいるのって……」

　誰がいるって？　有名人でも降りてきたのか？

　深く考えずに、遼一の示す先を目で追った俺は、車の前に立つその姿に目を見開いた。

「…っ!!」

　あれって…日高……？

　それに───日高の横にいるのは……冬弥、だ……。

　遠目だけど昨日見たばかりの綺麗な姿は、見み間ま違ちがえるわけがない。

　あいつ、俺のこと迎むかえに来るって云ってたくせに───。

「……どういう、こと？」

　呆ぼう然ぜんと見つめる先では、運転席へと乗り込んだ冬弥に続くようにして、日高が助手席のドアへと手をかけていて。

　ヤダ…！　行くなよ日高っ!!

　思わず心の中で叫さけんだ声は届くわけもなく、やがて車は発進し、曲がり角の向こうへと消えてしまった。

　───帰りは迎えに行くから、教室で待ってろよ？

　今朝、教室の前で俺にそう云ったばかりなのに、なんでだよ…？

　人に期待させるだけさせて、約束も守らずにあんな奴やつといなくなるなんて……。

　ズキズキと痛み続ける心臓のあたりを押さえながら、俺はようやく視線を窓から引き剝はがす。

「…あ…そっ…か…」

　───遼一が云った通り、日高は一週間で俺に飽あきたんだ…。

　俺なんか…たまたまキスが気持ち良かったから、何となく興味を持っただけ。

　昨日、本命の冬弥に再会して……きっと日高は……。

　次し第だいにぼやけていく視界にハッとして、俺は顔を隠かくすようにして俯いた。

「はは…バカみたいだ」

　日高のことをバカとか阿あ呆ほうとか散々云ってきたけど、それは日高じゃなくて俺のほうだ。

　どうしても…認めたくなくて、正直になれなくて、いっぱい酷いことを云ってしまった…。

　……いつの間にか…こんなにも、日高を好きになってたなんて───…。

「…忍、これでわかっただろ？　あいつがどんな人間かって」

「…そう…だね」

　唇くちびるから、ふっと自じ嘲ちようの笑えみが零こぼれてしまう。

　あいつにとっては遊びでも、俺にとってはそうじゃなかっただなんて。今いま更さらこんなことに気づいたって、もう手て遅おくれだってことはわかってる。

　それでも───…。

　俺はこの感情を、心の中から消してしまうことができなかったんだ……。







　　　　　５




「……はあ」

　柔やわらかな日差しが差し込むリビングで、俺は昨日から何度目かわからないため息をついた。

　今朝はもう、あいつ……俺のことなんか迎えに来ないだろうな。

　これで今までのように関かかわりあいになることがなくなって、日高の記き憶おくの中から俺はいなくなるんだ。

　…でも、そのほうが良いのかもしれない。

　近くにいて苦しい思いをするくらいなら、早く離れて思い出にしてしまったほうが…。

　そう思って、玄げん関かんを出るなり俺は絶句した。

「いってきま………え？」

　───何で…？　何で、日高がいるんだよ！

　あんなに簡単に俺との約束破りやがったくせに、何のつもりで…。

「…忍先せん輩ぱい…」

　日高は俺の顔を見るなりそう呟つぶやいて、門の前でガバッと頭を下げた。

「昨日は悪かった」

「…………」

「急用ができて…迎えに行けなかったんだ。…本当にゴメン」

　急用って…？　もう少しマシな云いい訳を思いつけないのかよ…。

　俺をこんなに翻ほん弄ろうして、悩なやませておいて。お前には、後ろめたさの欠片かけらもないのか？

　それとも、そんなに俺はお前にとって、騙だましやすい相手───…？

「……っ」

　ダメだって！　こんなとこで泣くなんてっ。

　自分を叱しつ咤たしてみたけど、じわりと滲にじむ涙なみだを押し止とどめることはできそうになかった。

「忍先輩？」

「…るさ…い…」

「どうしたんだよ？　目にゴミでも入ったのか？」

「触さわんなっ……！」

　無神経な発言に思わず手を振ふり上げて、俺ははっと気が付いた。

　───俺に、日高を殴なぐる資格なんてあるのか…？

　俺と日高は付き合ってるわけじゃない。約束を破ったことは怒おこるべきでも、日高が誰と会おうと、俺にはそれを咎とがめる権利なんかないじゃないか。

「……忍先輩？」

　心配そうに顔を覗のぞき込んでくる日高を避さけて、俺はくるりと背中を向け歩き出す。

　結局、こんな怒いかりも俺の勝手な感情でしかないんだよな。

　俺は日高に『興味』を抱だかれただけ。決して『本気』じゃなかったんだから……。

「待てよ！　やっぱり昨日のこと怒ってんのか？」

　違う…今はただ…。

「…お前の顔、見たくない」

「それ…どういうことだよ!?」

　駅に着いた途と端たん、俺は振り向きもせずに走り出し、発車寸前の電車に飛び乗った。

「先輩っ!!」

　追いかけてきた日高の目の前で扉とびらが閉まったのを確かく認にんして、少しだけ息をつく。

　これ以上日高と一いつ緒しよにいたら、俺なんかが云う資格もない言葉が、口をついて出てきそうで怖こわい。

「痛……」

　満員電車に揺ゆられながら、俺は胸の痛みを紛まぎらわそうと、ぎゅっとカバンを抱きしめた。

　こんなにも好きだったなんて、気づかなきゃ良かった。そうすれば、こんな苦しさも知らずにすんだのに───…。

　守ってくれる腕うでのない混雑した車両の中で、俺は人ひと込ごみと後こう悔かいに押おし潰つぶされそうになりながら、こっそりと目め尻じりに滲んだ涙を指先で拭ぬぐったのだった。







「大だい丈じよう夫ぶか？」

「遼一……」

　放課後、帰り支じ度たくの途中でまたもや手を止めてしまった俺に、遼一が声を掛かけてくる。

　今日一日、遼一はぼうっとしてヘマばかりやらかす俺の世話を、あれこれと焼いてくれただけじゃなく、度たび々たび尋たずねてくる日高のことも追い払はらってくれていた。

　よく考えたら、先週ずっと遼一のこと放ほうってたようなもんなのに……。

「全然平気。ごめん、迷めい惑わくばっかり掛けちゃって」

　相変わらず優やさしく接してくる遼一に、申し訳ない気持ちでいっぱいになりながら、俺は必死で微笑ほほえんだ。

　日高といるのが楽しかったからって、友達を蔑ないがしろにするなんてサイテーだよな。

　これ以上、遼一に心配掛けるわけにはいかないよ…。

「よかった。元気になったみたいだな」

「うん」

　頷うなずくと、遼一は帰り支度を再開した俺の手元をチラリと見た。

「…忍、少しいいか？」

「何？」

「……話があるんだ」

「何だよ、改まって。話ってここじゃだめなのか？」

「二人きりで話がしたいんだ」

　やけに真しん剣けんな表情の遼一を不思議に思いながら、俺たちは二人きりになれる場所───屋上へと移動した。







「たしかに人はいないけど、見つかったら大事だな」

「そうだね、風紀委員長と副委員長が揃そろって規則違い反はんだもんな。でも、ここなら邪じや魔まされないだろ？」

「…毎日、ここに来てたのか？」

「───え」

「日高とここでメシ食ってたんだろ。そうじゃなかったら、忍がこんな場所に来るわけない」

「…遼一は鋭するどいなぁ」

　俺は腰こしの高さまでしかない柵さくに摑つかまって、眼下を見下ろした。

　自分が率そつ先せんしてつれてくるくせに、俺が柵へ近付くと決まってあいつが引き戻もどしてさ。

　子供みたいに甘えたなくせに、ヘンに心配性しようで……。

「そんなにあいつのことが好きか？」

「…………」

「日高は…忍の云うように、もしかしたら人ひと柄がらは悪くないのかもしれない。だけど、根本的に考え方が違ちがってるんだよ。…お前には合わない」

「…うん…わかってる」

　あいつに、俺なんかが似合わないことなんか…。

　きっと似合うのは『冬弥』みたいな人───そう、わかってるはずなのに。

「忘れろよ、あんな奴やつ」

「そう…だね」

　後ろから聞こえる遼一の声に、割り切れないまま俺はゆっくりと頷いた。

　簡単に忘れることができれば、どんなにいいだろう……。

　諦あきらめる覚かく悟ごではいるのに、考えないようにすればするほどあの顔がちらついてしまう。

「なあ、忍。……俺じゃ駄だ目めなのか？」

「───は？」

　何、云ってるんだ……？

　驚おどろいて振り向くと、俺は遼一にぎゅうっと抱き竦すくめられた。

　その突とつ然ぜんの出来事に、俺は思わず息を飲む。

「あいつのことなんか、俺が忘れさせてやるから」

「遼一…っ!?」

　抵てい抗こうするとか逃にげるとか、そんなことを思い浮うかべる間もなく遼一の顔が近付いて……。

「───忍」

　信じられない……遼一が俺に……キスして───!?

　そう自覚した途端、乱暴に塞ふさがれた唇くちびるの感かん触しよくに吐はき気けがした。

「ん……っ」

　イヤだ…っ!!　なんでこんなことするんだよ…！

　背筋を走る悪お寒かんに我が慢まんできず、俺は渾こん身しんの力で遼一を押し返す。

「遼一…なん…で…」

「っ！　忍、俺は───」

　だけど遼一が何かを云おうとした瞬しゆん間かん、屋上のドアがギイ、と重い音を立てて開いた。

「……屋上に忍先せん輩ぱいの姿が見えたから来てみれば、こういうことかよ」

　聞き覚えのある声にハッとしてそちらを向くと、そこには…強い瞳ひとみでこちらを睨にらみ付ける……日高、がいて……。

　まさか、誤解…された…？

「違っ、俺は…っ」

　でも、咄とつ嗟さにこの状じよう況きようを説明する言葉が見つからず、俺は日高と目を合わせたまま、動くことができなくなってしまった。

「……俺は、ただの当て馬だったわけか」

　しばらくの間のあと、日高はそれだけ吐き捨てると、ふいっと目を逸そらし踵きびすを返した。

　ダメだ、説明しなきゃ…このままじゃ絶対に誤解されちゃうよ…っ！

「日高っ！」

　焦あせって、ドアの向こうに消えた日高を追い掛けようと足を踏ふみ出すと───遼一が、俺の手を摑み、腕の中にきつく抱き竦めた。

「行くな、忍！」

「遼一!?」

　何…？　どうしてこんなこと？

　それに、いつも余よ裕ゆうがあって大人な態度の遼一が……こんなに必死になるなんて…。

「ずっと好きだった。忍を困らせたくなくて黙だまってたけど、ずっとずっと好きだったんだ」

「う…そ、だ」

　一番の親友の急な告白に、俺は頭の中が一瞬真っ白になった。

「云いうつもりはなかったんだ。だけど───傷付いてる忍を見て、堪たまらなくなった。これ以上、気持ちを隠かくしておくことなんて、できない」

　本当に…？　本当に、遼一は俺のこと好きでいてくれたって云うのか？

　なのに、俺はそんな遼一の気持ちも知らず、無神経に甘えて───…。

「…ごめん…」

　いつも一いつ緒しよにいたのに、俺…気付くこともできなかった…。

　───でも……。

「…遼一のこと、そういうふうには見れない」

「俺は日高に負けてるってことか？」

「そうじゃない。遼一のことは尊敬してるし、大好きだけど……友達としか思えない。友達のままでいたいんだ」

　一気に俺がそう言葉にすると、遼一は少しだけ腕うでから力を抜ぬく。

「────」

「だから、ごめん…っ」

　その隙すきをついて遼一の腕を擦すり抜けた俺は、後ろを振ふり返らずに屋上をあとにした。

　叶かなわない想おもいを抱いだき続けることが、どんなに苦しいか俺はもう知っている。

　だからこそ、遼一に噓うそをついて…自分の感情を誤ご魔ま化かして…全すべてを騙だまして気持ちを受け入れることなんかできないんだ。

　もし、それで遼一を失うことになったとしても───絶対に…。

　トボトボと一人教室に戻ると、俺は机の上に放置されたカバンを手に取り、学校をあとにすることにした。

　さすがに、日高も帰っちゃったよな…？

　さっきは遼一とのこと誤解されて、焦って咄嗟に引き留めようとしちゃったけど。パニックしてて結局、何の弁解もできなかった…。

　……でも、どうせもう日高とは関かかわり合いにならないって決めたんだし。誤解されたままだって、構いやしないか…。

　今日はもう、早く帰って寝ねてしまおう。

　あんまりにも色んなことがありすぎて、頭が上手うまく働かないよ…。

「はぁ…」

　俯うつむいたまま重い足取りで校門をくぐろうとすると、柱の陰かげから伸のびた手に、ふいに肩かたを摑まれた。

「どこ行くんだ？」

「…ひ、だか？」

　なん…で？　さっき、帰ったんじゃ……？

　体をグイッと引き寄せられ、驚きのあまり言葉を失った俺は、我に返った途と端たん、胸のあたりがズキズキと痛み出すのを感じていた。

「時間とれよ───話があるんだ」

　日高は有う無むを云わせない真しん剣けんさで、俺を真正面から見つめてくる。

　その野性味溢あふれた相そう貌ぼうでは、漆しつ黒こくの瞳が怒いかりに揺ゆらめいていて。

　こんなときでも、ドキドキしちゃうなんて。俺ってやっぱりダメだよな……。

「俺、でも……うわっ！」

「───来いよ」

　拒こばむ言葉を発する前に、俺は日高に腕を引っ張られた。

　そして断り切れなくなった俺は、終始無言のまま、日高の自宅へと向かうハメになってしまったんだ…。







「入れよ」

「あ……、いいよ…ここで…」

　このマンションに来るのも、一週間ぶりだな…。

　後ろ髪がみをひかれてしまうから、できることなら早くこの場から立ち去ってしまいたい。

「…話って、何？」

　玄げん関かんに入りおずおずとそう尋たずねた瞬間、俺は物もの凄すごい力でガンッと壁かべに体を押しつけられた。

「…いっ！」

　肩を強く打ち、俺は痛みに顔を歪ゆがませる。

「そんなに俺といたくない？」

「何…云って……」

「…あいつのほうがいいんだろっ！」

　突とつ然ぜん、怒り出した日高に気け圧おされて、俺はたじろいでしまう。

「あんた朝から変だっただろ？…様子を見て話をしようと思ってたのに。昼休みは近付けなかったし、放課後はあいつとあんなことになってるし…いったい、どういうことなんだ!?」

「…お前には関係ないじゃないか」

「関係…ない…？　本気でそんなこと云ってるのか!?」

　日高の瞳がゆらりと揺れ、その冷めた色合いにぞくりとする。

「そうに決まってるだろ！」

　お前こそ、どういうつもりで今いま更さら俺にちょっかい出してくるんだよ!!

　俺のことなんか、どうでもいいだろ!?　お前には『冬弥』がいるんだから…っ!!

「もう…俺のことなんてどうでもいいくせにっ…構うなよ…っ！」

　これ以上話して、日高の口から『冬弥』の名前が出てきてしまうことが怖こわくて、俺はがむしゃらに叫さけんだ。

　日高の口から『冬弥』のことなんて、絶対に聞きたくない。

　そんなことされたら、きっと嫉しつ妬とでおかしなことを口走ってしまうに決まってる！

「お前なんか…っ、んぅ…っ」

　だけど次の瞬しゆん間かん、続くはずだった言葉は、日高の荒あら々あらしいキスによって全て飲み込まれた。

　更に壁に押しつけられた俺は、ムリヤリに口づけを深くされる。

「…んんっ！」

　捩ねじ込まれた舌で、めちゃくちゃに口の中を搔かき回され、飲み下す暇ひまもなく溢れる唾だ液えきは、次々に顎あごを伝って流れていった。

　───怖い…っ。

　強ごう引いんでムリヤリなのは同じだけど…いつもの優やさしさが欠片かけらも感じられない。

「は……、…ぅ…」

　しばらくして日高は唇くちびるを僅わずかに離はなすと、背骨が折れそうな程ほど強い力で、俺の体を搔き抱いた。

「……渡わたさない」

「え？」

「あんな奴やつに、あんたを渡せるかよ…っ」　>>>♥

　日高の言葉に、俺は思わず泣きそうになってしまう。

　───誤解しちゃダメだ…っ。

　今の日高は、遊んでいたおもちゃを取り上げられた子供みたいなもの。決して『俺』が特別なわけじゃない。

「離…して…っ」

　身を切られるかのような思いで、俺は残っていた力全すべてを使って日高を突つき放した。

「………そんなに俺に触さわられたくないんだ？」

「……っ」

　違ちがう！　違うけど…本当のことなんか云いえるわけないじゃないか！

　日高を諦あきらめられなくなるからだなんて…そんなこと…。

「もう、あいつには抱だかれたんだろ？」

　な…何云ってんだよ…。

「───どうやって、触られた？」

「ぁ…や……、ダメ……いっ」

　布越ごしに中心を強く握にぎり込まれ、俺は声を上げてしまう。

　日高の手の中で形を変えて行く自分自身が、少しずつ熱を帯びていくのがわかった。

「俺が触るだけでこんなになるのに……あいつにどうやって抱かれたんだよ!?」

「!!　ちが…っ、遼一は……」

　ただの友達で、お前とは違う。そう云おうと思ったのに。

「あいつの名前なんか呼ぶな!!」

「…っ!?」

　一ひと際きわ激しくなった怒ど声せいにビクつき、俺は体を固まらせる。すると、そんな俺の体をいとも容易たやすく抱かかえ上げ、日高は土足のまま広いリビングへと向かった。

「うわっ…ちょ…っ」

　部屋の真ん中に置いてあるソファーに体を放ほうり投げられ、スプリングがギシリと軋きしむ。

　柔やわらかなクッションに受け止められたお陰かげで、痛みはなかったけど……こんなに乱暴なことを日高がするなんて。

「あんたも俺のこと裏切るんだ？」

　信じられない気持ちで呆ぼう然ぜんと見つめていると、怒りを露あらわにした鋭するどい瞳ひとみを向け、日高が俺の上にのし掛かかった。

「裏切る…って…？」

　誰だれがそんなことを…？

　それに『あんたも』って、まさか……『冬弥』────？

「逃にげんなって云ってるだろ」

　無意識のうちにじりじりと後退していた俺の体は、ズボンのウエストを摑つかまれて、再度、日高の体の下に引き摺ずり戻もどされた。

「やめ…っ、やめろ、バカッ……っあ！」

　日高を蹴けり落とそうとした足は、簡単に膝ひざで押さえ込まれ、履はいていた靴くつも乱暴に投げ捨てられてしまう。

　そうして、日高はズボンを下着ごと膝まで引きずり下ろし、剝むき出しにした俺の下か肢しを無ぶ遠えん慮りよに撫なで回した。

「く……ぁ…っ」

　酷ひどいことされてるのに…何で…っ。

　露になった俺自身は、日高の手の中で乱暴に揉もみしだかれ、熱さと硬かたさを増していく。

「ぁ……っ」

　ただ俺を追いつめる為ためだけの、感情のない…手の動き。

　だけど、どんなに機械的な動きでも、日高の手に触ふれられてるという事実だけで、俺は噓うそみたいに感じていた。

　そんな浅ましい自分が恥はずかしくて、俺は何とか日高の手の内から逃のがれようと身を捩よじる。

「…ん…ぅ…、イヤ…、日高っ」

「───嫌いやだなんて、云わせない」

　そう云って、日高は俺の制服のネクタイをシュルっと引き抜ぬくと、引き裂さくようにシャツを開いた。

「何を…!?…ぁ……ッ！」

　首筋にガッ、と強く軽く歯を立てると、日高はその部分を執しつ拗ように舐なめ上げてくる。同時に俺自身を攻せめられて、全身を痺しびれるような快感が埋うめ尽つくそうとしていた。

「あ、んんっ…もう…っ」

「イキたい？」

　日高の問い掛けに、俺は涙なみだ目めで頷うなずいた。

　根元を指で締しめつけられながら、先せん端たんを捏こねるように巧たくみに扱しごかれ、俺の中心はすでにギリギリまで張りつめてしまっている。

「なら、云えよ。俺が───俺だけが欲しいって」

「ひ…だか…っ…？　や…ぁあ…っ」

　どうして…何で俺にそんなことを云わせようとするんだよ…？

　そう疑問には思っても、散々昂たかめられた体にはどこにも逃げ場なんかなくて。

　もう一度きゅっと強く握られて、それが引き金になってしまった。

「も…おねが……お前が……し…い…っぁあ!!」

　言葉を発した途と端たん、解放を促うながされ、俺はドクドクと脈打ちながら熱を日高の手に吐はき出した。

　欲望を放ち、その解放感に半ば呆然となる。けど、俺は荒あらい呼吸を繰くり返しながらも、心は苦い気持ちでいっぱいだった。

　口では嫌だって云いながら、体は少しも嫌がってない。むしろ、無意識に日高を求めていて。

　心のそこから嫌がることができないから、こうして感じちゃうんだ───…。

「………やっ、何!?」

　しゃくりあげそうになるのを我が慢まんしてると、膝の辺りに引っかかっていた制服が取り去られ、足を大きく割り開かれた。

　下肢だけが外気に曝さらされてるという情けない格好に、俺は恥ずかしさで全身が熱くなる。拒こばもうと体を捩ったけど、脱だつ力りよくした体ではどうすることもできやしなかった。

「日高…っ、離し…、離せって…ぁ！」

　そんな抵てい抗こうなんて意味をなすわけもなく…日高は窄すぼまった入り口へと、グッと深く指を突き立てた。

　それは、さっき俺の放ったものの滑ぬめりを利用して、どんどん奥のほうまで潜もぐり込んでくる。

「痛っ、やだ、やめて…っ、や…ぁっ」

　何度も抜き差しされてる内に、やがて滑りが深いところまで伝わって。ぐちゅぐちゅと聞こえてくる音に、俺は羞しゆう恥ち心しんで消えてしまいたくなった。

「ココが好きなんだっけ？」

「っあ…や…！」

　終わりの見えない快楽が、自分の居場所を見失わせる。

　何かに縋すがりたい────。

　そう思ってうっすらと目ま蓋ぶたを持ち上げると、日高の苦しげな顔が目に入った。

「……っ」

　バカやろ…っ。泣きたいのはこっちのほうだって云うのに！

　どうして、お前のほうがそんなに辛つらそうな顔するんだよ…っ？

　その表情に、心臓がズキリと痛んでしまう。

「や…日高……日高……っ」

　俺を追いつめているのは、日高なんだってわかってるけど、それでも……。

「先せん輩ぱい…？」

　縋るものを求めて腕うでを伸のばすと、日高は大きく目を見開いた。

　次の瞬しゆん間かん、体内から異物感が消え、ほっとしかけた俺の濡ぬれた入り口に、怖こわいくらいに昂たかぶった熱さがあてがわれる。

　そうして、日高は俺の腰こしを引き寄せると、自身を力ずくで押し込んだのだ。

「これが欲しかったんだろ？」

「……っ!!」

　焼け爛ただれた灼しやく熱ねつが、後こう孔こうを軋ませながら入り込んでくる。

「いっ…やだっ、やめ…て…っ」

「やめて欲しくなんかないくせに」

「…ぁん…っ」

　ズプンと全すべて埋め込まれると、俺の内ない壁へきがきゅうっと日高を締め付けるのがわかった。

「ほら、くわえこんでる…」

「云いう…な…っ、んんっ」

　日高は俺を抱だきしめて、繫つながった部分を揺ゆさぶると、貪むさぼるように荒々しく突つき上げる。その度たびに、天を向いた俺自身が日高の腹部に擦すれて、快感の印を滴したたらせた。

「ああぁっ！　や、ダメ…っ」

　もう、ヤダ────俺……おかしくなる。

　こんなんじゃダメだってわかってるのに、浅ましく喘あえいでしまう自分を抑おさえ切れない…。

　おまけに、こんなに酷く抱かれていても……日高のことがやっぱり……。

「先輩…俺は───」

「もう、や……っ、や…あぁっ！」

　どうしようもないくらいの律動に翻ほん弄ろうされ、日高が云いかけた言葉を聞き取ることもできないまま、俺は快感の波に攫さらわれたのだった。







　───嫌だ…っ、もう嫌だ！

　そう喉のどまで出かかった瞬間、はっと目が覚めた。

　…夢、見てたのか…。

　いつの間に眠ねむっちゃってたんだろう。

　俺は日高にムリヤリ抱かれたあと、ベッドに運ばれてしまったことだけは何となく覚えてる。

　酷こく使しされた体は疲つかれきっていて、薄うすれる意識を引き留とめることができなかった。意識が途と切ぎれる寸前、日高の切なげな表情を見たのは…夢、だったんだろうか？

　今、何時だ？

　起き上がって時計を探そうと、体を起こすとズキリと腰に鈍どん痛つうが走る。

「…っ！」

　他ほかにも手荒に扱あつかわれた体のあちこちが、悲鳴を上げていた。

　日高の奴やつ…、乱暴しやがって…。

　ふと隣となりに目を向けると、その日高が眠っていた。

　……眠っていても、整った顔立ち。

　屋上で初めて出会ったときも、眠っている日高にこんなふうに見み蕩とれてたような気がする。

　寝ね顔がおを見ているだけで込こみ上げてくる愛いとおしさが、胸をぎゅうぎゅうと締めつけてきた。

　思い返してみれば、あのときから既すでに惹ひかれてたのかもしれない……。

「………っく…」

　な、泣いてどうするんだよ…っ。泣いたってどうしようもないんだから…。

　じわりと目め尻じりに滲にじんだ涙を、俺は急いで拭ぬぐった。

　もっと日高のことを見ていられればいいのに。ずっと側そばにいれたらどんなにいいか。

　だけど、こんな形で隣にいるなんて辛すぎる。

　いくら俺が『本気』になったって、日高の『本命』にはなれないんだから……。

　俺はそっと起きあがると、音を立てないようにゆっくりとフローリングに足を下ろす。

　よかった。ムチャクチャされたから心配だったけど、なんとか歩けそうだ。

　体は眠っている間に清められたみたいだし、剝はぎ取られた制服もきちんと身に着けている。

「───さよなら」

　口の中で呟つぶやいた言葉が、現実を伴ともなってのしかかる。

　本当に、これでさよならだ。

　俺は椅い子すに掛かけられた制服のブレザーを手に取ると、眠ってる日高に気付かれないようにして、そっと寝しん室しつのドアを開けた。

　日高の部屋が入っているマンションの外に出てから、深々とため息をつく。

「雨だ……」

　今朝は天気が悪かったわけじゃなかったのに、いつから降り出したんだろう？

　まぁ…失しつ恋れんにはお誂あつらえ向きのシチュエーションって感じだよな。

　傘かさを買う気にもなれず、俺はふらつく体を引き摺ずりながら雨の中を歩き始めた。







　どうにか家に帰りつく頃ころには、俺はすっかりずぶ濡れになってしまっていた。

「おかえり、遅おそかったわね。…どうしたの？　びしょ濡れじゃない。傘持ってなかったの？」

　出で迎むかえてくれた母親が俺の出いで立ちにびっくりする。

　そりゃそうだよな、こんなぼろぼろで帰ってくるなんて思ってもいなかっただろうし。

「うん」

「買えばよかったのに。早くお風ふ呂ろであったまりなさい。ご飯はどうするの？」

　母さんの気き遣づかいも、このときばかりは鬱うつ陶とうしかった。

「いらない。風呂入って寝る」

「そぉ？　ああ、そう云えば片岡くんから電話あったわよ？」

「……遼一から？」

「なんか、忍が帰ってないって云ったら心配そうにしてたけど、何かあったの？」

「別に。何もないよ」

「ならいいんだけど」

　俺はそっけなく返して、二階の自分の部屋に向かった。

　遼一が電話を掛けてきた理由は知りたかったけど、今は誰だれとも話したくないよ。許されるなら、何も考えずに眠ってしまいたい……。

　そう思いながら電話の横を通った瞬間、タイミング良くコール音が鳴り響ひびく。

「忍～。そこにいるんでしょ？　電話出てよ」

　今は誰とも話したくないって、思ってる矢先にっ！

　いつまでも鳴り続けるコール音に舌打ちをしてから、俺は渋しぶ々しぶと受話器を取った。

「……もしもし」

『忍先せん輩ぱい？』

「!!」

　日高…っ!?

　まさか、電話まで掛けてくるなんて……。

『何で黙だまって帰ったんだよ？　俺───』

「………」

　───ガチャンッ。

　受話器を戻もどすと、俺は部屋から着き替がえを持ってきて、一も二もなく浴室へと駆かけ込んだ。

「………っ」

　制服を脱ぬぎ捨て、シャワーのコックを捻ひねると、熱い湯がすぐに冷えた体を暖めてくれた。

　バカだ俺…。電話の声だけでも胸がこんなにも痛いなんて。

　堪こらえていた涙なみだが、次々に溢あふれてくる。

　頰ほおを伝う涙をシャワーで流しながら、俺は必死にタオルで体を擦こすった。

　あらゆる部分に残ってる日高の存在を消してしまいたくて、擦る手に力を込める。

　でも、消そうとすればするほど、余計にあの感かん触しよくが蘇よみがえってきて……。

「……あ……」

　乱暴された証しよう拠こなのに、それでもあいつへの愛しさが込み上げてくるなんて。

　……重じゆう症しようだよな。

　結局、仕掛けられた罠わなに捕つかまったのは俺だけ。

「日高───」

　排はい水すい口こうに落ちていく流れを見つめながら、俺は俺を苦しめる愛しい男の名を呟いていた。







　風呂から上がると、母さんがおろおろしていた。

「どうしたの？」

「表にね、男の子が立ってるのよ」

「……？」

「最近、忍のこと迎えに来てる子だと思うんだけど。この雨だから、上がってもらおうと思って声かけたら『いいです、ここで待ってます』って云いうのよ。ちょっと、呼んで来てあげなさいよ」

　───日高だ。

　何で、わざわざうちの前まで来てるんだよ！

「別に関係ないだろ」

　雨の中にいるのは、あいつの勝手なんだし、俺ん家ちに上げなきゃいけない義理なんかない！

　それにもう、俺は日高に会わないって決めたんだ。

「関係ないって…。なあに？　あなたたち、ケンカでもしてるの？」

「……してないよ」

　───ケンカなんか。

　そんなこと、できるような間あいだ柄がらじゃないから…。

「意地っ張りねえ。じゃあ、母さんが傘渡わたしてくるわよ？」

「勝手なことすんなよ！」

　思わず大きな声を出してしまった俺の反応に、母さんは驚おどろいて目を見開いた。

　ヤバ…イ…。母さんの顔が怒おこってるかもしれない…。

「…何があったか訊きかないけど、あのままじゃあの子、風邪かぜひいちゃうわ。傘くらい渡してきてあげなさい」

「……う……」

　予備の傘をムリヤリ俺に手渡した母さんは、頼たのんだわよ、とリビングに消えていった。

　たしかにあのままいたら、風邪をひくに決まってる…けど……。

「ああ、もう…っ」

　これが最後だからな!!

　俺は、自分の傘と渡された予備の傘を手に外へ出た。

　弾はじかれたように顔を上げた日高がこちらを見たのに気づいて、俺はすぐに視線を逸そらしてしまう。

「よかった。やっと出てきてくれた」

「お前の為ためじゃない。家の前で行き倒だおれられたら寝覚めが悪いからな。ほら、これ貸してやるからさっさと帰れ」

　俺は日高にずい、と傘を突つき出す。

「許してもらえるまで帰らない」

　許すも何も、そっちが先に俺のこと───。

　って……こんなところで、口論してもどうしようもないよな。

「帰れ」

「帰れない」

「～～～っ、肺はい炎えんおこしても知らないからな！」

　こんなわからずや、一度痛い目に遭あえばいいんだ！

　俺は、傘を投げつけるようにして日高に押しつけると、くるりと踵きびすを返し、玄げん関かんのドアを乱暴に閉めた。

　そうしてガンガンと階段を上がり、自分の部屋に入ると電気もつけずにベッドに倒れ込む。

「日高のバカ…っ」

　一人暮らしのくせにあんなことして、風邪なんかひいたら大変じゃないかっ。

　どうせ、日高のことだし『冬弥』が看病してくれるのかもしれないけど。そ、それでも！　俺のせいで病気なんかになられちゃ、寝覚めが悪いんだよ…っ！

「…っ…ヤダヤダ」

　あいつのことなんか考えるのやめたいのに。どう思考を避さけようとしても、結局は日高のことに辿たどり着いてしまう…。

　これも全部、あいつが外になんか立ってるのがいけないんだ！

　───でも、さっきより雨あま脚あしが強くなってるみたいだし……。

　いい加減、もう帰ったよな…？

　モヤモヤした気持ちをどうにかしたくて、俺はベッドから立ち上がりカーテンを開けた。

「!?」

　するとそこには、横よこ殴なぐりの雨に曝さらされてすっかり濡ぬれそぼった日高が、まだ家の外に立っていたんだ……。

　何…やってんだよ───。　>>>♥

「正気か、あいつ……」

　窓辺に立った俺に気付いた日高は、こっちを見て静かに微笑ほほえんだように見えた。

「……っ」

　なんで、あんなに切ない表情で俺のことを見るんだよ…？

　お前の好きな人は、どうせ俺なんかじゃないくせに───！

　俺は居たたまれなくなって、慌あわててカーテンを閉めると、逃にげるようにベッドの中に潜もぐり込んだ。

（……先せん輩ぱい、俺のものになっちまえよ）

「…煩うるさい」

（あんな奴やつに、あんたを渡せるかよ…っ）

「煩いってば！」

　甘い言葉がどうしようもなく、俺を苦しめて。俺は、耳鳴りみたいに木こ霊だまする日高の声を振ふり払はらおうと、布団ふとんを頭から被かぶる。

　諦あきらめが、醜みにくい嫉しつ妬とに変わりそうな自分の感情が許せない…。

　どうして…何で、こんなことになっちゃったんだろう？

　こんなことになるのなら、日高となんか出会わなければ良かった…。

　だけど、どんなに心の中で願っても……。

　振り出しに戻もどれないことだけは、たしかだったんだ───…。
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　少しだけウトウトしたけれど、結局は外にいる日高のことが気き掛がかりで、ろくすっぽ眠ねむることができなかった。

　体調を崩くずしたとしても、こんな嵐あらしみたいな雨の中、勝手に待ってるあいつが悪い！

　それはわかってるんだけど…。

　やっぱり、心配で心配でしょうがなかったんだ。

　いっそ、傷つくこと覚かく悟ごで日高の話を聞いてしまおうかとも思いはしたよ？

　でも、あいつからは距きよ離りを置くって決めたのに、簡単に折れるわけにはいかないと思ったんだ。ここは男の意地にかけて、さ。

　雨は明け方には上がったようで、さっきから小鳥のさえずりが聞こえてきている。

　カーテンの隙すき間まから、ほんの少しだけ入ってくる日差しはやけに爽さわやかで、昨日の嵐が噓うそみたいだった。

　……あいつ、どうしてるだろう？

　まさか、こんな時間まで外に立ってたりしないよな？

　不安に思った俺は、慌てて窓まど際ぎわに寄るとカーテンを少しだけ開けて、外の様子を窺うかがい見る。

「いない……よな？」

　よかった、帰ったんだ。

　そりゃそうだよな。あんな雨の中、一晩外に立ってるなんてバカなことする奴が、いるわけないじゃないか。

　ほっと胸を撫なで下ろした俺は、ようやく肩かたから力を抜ぬくことができた。

「……学校、行こうかな」

　かなり早い時間に起き出しちゃったせいで、始業にはまだ全然早かったけど、俺は学校に行くことにした。

　家にいたって別段することもないし、早く着いたって教室で予習してればいいんだもんな。

「いってきます…」

　玄関のドアを開けた途と端たん、俺の目はつい人ひと影かげを探してしまう。

　いないってわかってるのに…俺、バカみたいだ…。

　早くあいつのことなんか忘れちゃって、以前の日常を取り戻さなきゃ。

　平和で波風の立たない生活を……。

　…って、思ったばっかりだったというのに、俺は駅に着いて啞あ然ぜんとなった。

「今日は早いな」

「───…何で」

　何で、お前がこんなところで待ってるんだよ!?

　家に帰ったんじゃなかったのか？　なのにこんな早い時間に…っ。

「一いつ旦たん、着き替がえに家に戻ったんだけど、すれ違ちがいそうだったからここで待ってた」

　普ふ段だんと全く変わらぬ様子で、日高は俺に話しかけてくる。

　さらりとした口調なんだけど、よく考えたらとんでもないこと云いってないか？

　だって、着替えに帰った以外はずっと外にいたってことだろ…？

「会えてよかった」

　日高の柔やわらかい微笑ほほえみに、俺の胸はズキンと痛んだ。

「ば…バカじゃないのか？　雨の中、あんなところに立ってるなんて」

「そうだな。あんたのこと泣かすなんて大バカだよ」

「そういう問題じゃないだろ！　あんな無茶して、風邪かぜひいたらどうするんだよ！」

　このバカ日高っ！

　自分の体のことも考えられないなんて、やっぱり脳みそ足りてないんじゃないのか!?

　あんなに俺に心配させておいて…。

「───でも、もし風邪ひいたって、あんたには代えられない」

「…っ！」

　正面から見つめられ、俺は思わず息を飲んだ。

　きゅ、急に真面目まじめな顔して何を云いやがるんだよ…こいつ！

　そんな思わせぶりな台詞せりふ云ったって、どうせ本気じゃないくせに……。

「少しでもいいから、話くらい聞いてくれよ」

　日高は俺の両りよう腕うでを摑つかみ、懇こん願がんするように頭を下げた。

「聞きたくない」

「忍先せん輩ぱい…」

「しつこいな、離はなせよっ！」

　摑まれた両腕が疼うずくように熱くなる。

「嫌いやだ。頼たのむ…か…ら…」

「…日高？」

　ちょ…っと！　何、俺の肩に頭乗せてんだよ!?

　体重までかけてくるな!!

　触ふれられている場所、全すべてが熱くて───…。

　えっ？……熱い？

「日高？　おい、日高!!」

　突とつ然ぜん傾かしいだ日高の体は、そのまま俺にもたれ掛かるようにして、ずるずるとくずれおちた。

　さすがの俺も、日高の全体重を支えきれずにふらついてしまう。

　ど、どうしたんだよイキナリ!?

　まさか…熱があるとか…？

「やっぱり、熱い…」

　触れてみると危き惧ぐしたとおり、日高の額は確実に熱を持っていた。頰ほおも腕も、触れるところ全てが熱い───。

「本当にバカなんだから！」

　絶対、昨日のことで体調を崩したに決まってる。

　俺のせいで、こんな……。

「……忍先輩」

「日高！　よかった、意識はあるみたいだな。立てるか？　病院行ったほうがいい」

「…行きたくない」

「行きたくないって…ガキじゃないんだぞ？」

　何だそのワガママはっ!!

「病院は、絶対…嫌だ……に…いろ…よ」

　切れ切れに呟つぶやくようにして言葉を紡つむぐ日高に、俺は次し第だいに不安になっていく。

　すごく苦しそうなんだけど…そんなに具合が悪いわけ…？

　やっぱりいくら病院が嫌だって云っても、このままじゃダメだと思うんだけど───…。

「…………」

　ああ、もう…っ。

　こいつと関かかわり合うのはやめようって、あれだけ思ったのに！

　日高は一人暮らしで、頼たよる親も側そばにいないみたいだし……今回だけは仕方ないんだ。

　そう自分をムリヤリ納なつ得とくさせると、俺は駅前でタクシーを拾うことにした。

　確か日高の家までは、ここから歩いて五分くらいだったハズだけど。いくら何でも、その距離を担かついで行くのはどう考えても無理だ。

　そうして目の前に停とまったタクシーに日高を押し込むと、俺も一いつ緒しよに乗り込んだのだった。







　なんとかマンションに辿たどり着いた俺は、鍵かぎを日高のポケットから探し当て、ようやくこいつをベッドに寝ねかしつけることができた。

　着替えさせたほうがいいような気もするけど、こんなデカい奴やつ、手に負えるかっての。せいぜい出来ても、ネクタイを抜くことと、シャツの襟えりを緩ゆるめることくらいだ。

「おい、薬ないのか？」

「…………」

　やっぱり無反応か…。さっきからずっとこうなんだよな、熱が上がってるかもしれない。

　しょうがない、こうなったら勝手に家や探さがししてやる。

　俺は適当に部屋を探していき、ろくに使われてないっぽい救急箱を、ようやく洗面所で見つけだした。

　……それにしても。

　本当にこの家って殺風景だよな。何て云うか、モデルルームみたいな印象でさ。

　こんなとこに一人暮らしだなんて、淋さびしくないのかな……。

　いったいどうして、高校一年の日高がこんな暮らしをしてるんだろう？

「────…」

　そっか…。

　今まで考えたことなかったけど、俺って日高のこと何にも知らないんだ───。

「って！　そんなことより、早く薬飲ませないと」

　我に返った俺は救急箱を手に戻もどると、体温計を取り出して、まずは日高の熱を測った。

「…なんだ、そう高熱でもないじゃないか」

　三十七度一分。これなら、風邪薬を飲ませておけば大だい丈じよう夫ぶだよな。

「日高、起きられないか？」

「………う」

　苦しそうに喘あえいで、表情を歪ゆがませる日高。

　無理だよな、こんな状態で自分で飲むのって。

　でも、こういうときって、どうやって飲ませればいいんだろう？

　日高の様子を見ながら思案していると、その薄うすく開いた唇くちびるに、ふと視線が釘くぎ付づけになった。

「───え？…えええぇっ？」

　俺ってば、何考えてるんだよ…っ！

　いくらなんでも、それは!!

「…………」

　……で、でも、それしか方法がないかも……。

　コクリと喉のどを鳴らして、俺は手の中のカラフルな色合いのカプセルを見つめる。

　このまま放ほうっておくのも心苦しいし。これも、人助けだと思えば…。

　俺は覚かく悟ごを決めて顔を近づけ、前歯に挟はさんだカプセルを口の中に落とすと、それを舌で押し込んでしまう。

　そうして、サイドテーブルに置いたミネラルウォーターのペットボトルを手に取ると、口に水を含ふくみ日高の口に流し込んだ。

　コクリと日高の喉が鳴って、カプセルを飲み込んでくれたのがわかる。

　だけど、ほっとして唇を離そうとした瞬しゆん間かん、ガシッと頭の後ろを押さえられてしまった。

「ん？　んん…っ！」

　いったい、何がどうなって…!?

　合わせた唇の隙すき間まから素す早ばやく差し込まれた舌が、俺の舌に絡からまって。舌先を強く吸い上げられ、ザァッと鳥とり肌はだが立っていく。

「ふっ……」

　おい、コラッ！　お前、具合が悪いんじゃなかったのか!?

　病人のくせに、キスなんて───。

「…は…んっ」

　うっかりと流されそうになり、俺はなけなしの理性を総動員して、日高の手の内から逃のがれた。

　手の甲こうでグイッと唇を拭ぬぐい、ぜえぜえと肩かたで息をする。

「な、な……何しやがるっ!?」

　日高はおもむろに体を起こすと、もう終わりか、なんてほざきやがった。

「誘さそってくれてたんじゃないのか？」

「そんなわけないだろう！　あれは『仕方なく』薬を飲ませだけだっ!!」

　確かに、自分から口もくっつけたし…舌も入れちゃったけど……。

　あれは単に薬を飲ませる為ためであって、キスなんかじゃないんだったらっ。

「へえ…だったら、あんたは誰だれにでもそうやって薬を飲ませたりするのかよ？」

「それは…」

「───どうせ、俺だけじゃないんだろ」

　口くち籠ごもっていると、怒おこったように吐はき捨てられ、俺はその言葉にカチンときた。

　俺の気持ちも知らないで、よくもお前がそんなこと云いうよな！

　お前こそ…俺だけじゃないくせに…っ！

「わ…悪かったなっ！」

「先せん輩ぱい？」

「あんなこと、お前以外にできるわけがないだろっ!!　ひ、人の目の前であんなふうに倒たおれやがって…心臓止まるかと思ったんだからな!!」

　誤解に耐たえきれず、ずっと胸の中でぐるぐるしていた気持ちを勢いに任せて吐き出すと、堰せきを切ったように涙なみだが溢あふれてしまう。

　日高にだけは、云うつもりがなかったハズの言葉なのに…。

「運んだのも薬を飲ませたのも、お前じゃなかったら……っ…」

　だけどそれ以上、日高を見ていることができなくて。俺は言葉を切って俯うつむいた。

「俺、先輩のことを泣かせてばかりだな」

　チッと小さな舌打ちをして、日高はベッドの脇わきに立ったままだった俺の手を強く引く。

　俺はバランスを崩くずしドサリと日高の胸に倒れ込むと、腕うでの中に閉じ込められ、ぎゅうっときつく抱だきしめられた。

「え……ぅわッ！　ひ…だか…？」

「…嫌いやだったら突つき飛ばせよ」

　服越ごしに日高の体温が伝わって、切なさと安心感が俺の中に込こみ上げてくる。

　───ダメだな…。やっぱり俺、日高のこと好きなんだ。

　これだけのことで、すごくドキドキしちゃうなんて……。

「悪い。その───体は平気か？」

「は？」

「昨日、無理させただろ」

　無理って…こんなときにお前…っ!?

「ば…バカ！　平気だよ…っ。それより、お前のほうこそどうなんだ！　雨降ってるっていうのに、一晩中あんなとこにいやがって…！　このバカ!!」

「頭冷やしてたからいいんだよ。約束破ったこと、怒ってんだろ？　どうしたら許してもらえるのかって考えてたら、朝になってた」

　ああやって、ずっとそのことを考えてたって？　ったく、本当にバカなんだから…。

　本命が別にいるくせに、俺なんかのこと必死になる必要なんかないじゃんか。

「……怒ってなんか、ないよ」

「え…？」

「怒ってたわけじゃない。ただ…あの人を選んだお前の側そばにいるのが、辛つらかったんだ」

　お前が手の届く場所にいると、きっと諦あきらめ切れないから。

　だから、距きよ離りを置こうしたのに……。

「ちょっと待てよ！」

　日高は俺の両りよう肩かたを摑つかんで引き離はなすと、必死の形相でまじまじと顔を凝ぎよう視ししてくる。

「あの人を選んだって、何の話だよ？」

「だって…お前、日曜日も様子がおかしかったじゃないか！　それに一昨日おとといだって、車で迎むかえにきてもらってたくせに…」

「…それは……」

　日高は、さっと顔色を変えた。

「ほら、俺には見られたくなかったんだろ？…いいんだ。お前が本気じゃなくても、俺は日高と過ごした時間、ホントに楽しかったから」

　顔を強こわ張ばらせたままの日高に、俺は努めて笑え顔がおを作る。

「本気じゃないって、誰がそんなこと…」

「黙だまって約束破ったってことは、俺よりもあの人のほうが大事だってことだろ？」

「んなわけねぇだろ！…あんた以上に大事な奴やつなんているか」

「じゃあ…何で…」

　しばらく逡しゆん巡じゆんしたあと、日高は渋しぶ々しぶと口を開く。

「───脅おどされたんだよ」

「…はあ？」

　脅されたって……何の為に？

「付き合わなきゃ、あんたに昔のことバラすって…さ」

「何だよ、それくらいで…」

「それくらい……なんかじゃねぇよ。好きな相手に、昔のカッコ悪い話を聞かせるなんて冗じよう談だんじゃねぇ。ただでさえ、年下なせいで分が悪いんだ」

「…………」

　……そんなこと気にしてたのか？

　デカイ図ずう体たいして、いつも涼すずしい顔して人のこと振ふり回してるくせに。

「ガキだなぁ…」

　俺は、しみじみとそう思う。

「だから、知られたくなかったんだよっ」

　むくれて横を向く日高が年相応に見えて、俺は思わず微笑ほほえみそうになった。

　だけど…こいつの『過去』を冬弥が知ってるってことは───…。

「…お前、やっぱりあの人と付き合ってたんだ…？」

　ふいに気づいて問いかけると、日高は云いにくそうな顔をして口を開いた。

「───ああ、俺が、初めて付き合ったのが冬弥さんなんだ」

「…そ…っか…」

「付き合ってたって云っても、あの人にとっては遊びでしかなかった。最近は全然会ってなかったし、もう関係ない」

「関係ないなら、どうしてお前を迎えになんか来るんだよ…？」

「恋こい人びととケンカしたらしくて…八つ当たりに俺にちょっかい出してきたんだよ。俺があんたみたいな美人連れてたから癪しやくに障さわった、って云ってた」

「び、美人…？」

　誰が？　誰のこと云ってるんだよ、それ。

「本当に傍はた迷めい惑わくな話だよな」

　ため息をついて髪かみを搔かき上げたあと、日高はもう一度俺を抱きしめた。

　なんだ…そっか…。

　てっきり冬弥と今も続いているんだとばかり思ってたけど、そうじゃなかったんだ…。

　───あ…でも…。

「お前の『運命の相手』って……あの人だったんだろ？」

「…………」

「それに、そうやって口説くって云ってたよな？　いったい、どういうことなんだよ？」

　お前が云う『運命の相手』は一人きりじゃないのか？　そう思うと、またもや心の中で不安が首を擡もたげ始めてしまう。

　好きだと思うから、日高のことを信じたい。けれど……このままじゃ、きっと信じ切れない。だからこそ、俺は理由を聞きたいと思った。

　体を離し真正面から見つめる俺に、日高は小さく息を詰つめる。そして少しの間のあと、何かを決心したかのように重い口を開いた。

「……確かに俺、中学の頃ころはマジで冬弥さんに夢中で、あの人が俺の『運命の相手』だって思い込んでた。ちょっと優やさしくされて有う頂ちよう天てんになって…。でも冬弥さんにとって俺は、ただ物もの珍めずらしい金持ちのガキでしかなかったんだ」

　俺は遊ばれてたことに気づきもしなかったんだ……そう日高は付け加える。

「ちょ、ちょっと待て。……だいたい何で『運命の相手』にこだわってるんだよ？」

　それも中学生の頃からって、いったい……？

　不思議に思って首を傾かしげると、日高は軽く唇くちびるを嚙かみ締しめた。

「俺ん家ちってさ、家同士の政略で結けつ婚こんしたせいで親どもは仲悪わりぃし、昔っからこんな感じなんだよ。二言目には『結婚を間ま違ちがった』『あの人は運命の相手じゃなかった』ってさ。そんな親見て育ったせいかな…。俺はちゃんとした相手を見つけようって、ずっと思ってた」

「ちゃんとした相手？」

「ああ。外見や性格だけじゃなく、体の相あい性しようもイイ絶対的な相手。……俺だけの『運命の相手』を見つけたかったんだ」

　日高はそっと、俺から視線を逸そらす。

「冬弥さんに捨てられてから、自棄やけになって色んな奴と付き合ってみたりもした。でも俺、あんたとキスした瞬しゆん間かん、やっと今度こそ見つけたって本気で思ったんだ。───なのに、あんたは…あんな奴とキスしてやがるし……」

「あれは…っ！　まさか遼一から告白されるとは思ってなかったから、抵てい抗こうする暇ひまがなくて…」

「だから俺がさんざん忠告してたじゃねぇか」

「けど、やっぱり俺にとって遼一は友達でしかなかったし……。それに、あのとき俺は失しつ恋れんしたと思ってヘコんでたから…」

「……失恋？　誰だれに？」

「バカ！……お前に決まってんだろ！」

　俺が失恋する相手が、ほかに誰がいるって云いうんだよっ！

「ああ？？　んだよそれ？」

「だから！　お前があの人と一いつ緒しよに消えてったから！」

　そうじゃなかったら、こんなに不安になることだってなかったんだからな！

「……つまり、俺たちはお互たがいにすれ違ってたってこと……だよな？」

「う、うん」

「だったら、初めっからやり直そうぜ。…普ふ通つうの恋愛は告白から始まるんだろ？」

　まるで照れを隠かくすかのように肩かた口ぐちに顔を埋うずめ、日高はもう一度俺を力ちから一いつ杯ぱい抱だきしめた。

　その胸からは少し速くなった日高の鼓こ動どうが聞こえてくる。

「───あんたが好きだ」

　日高の囁ささやきが鼓こ膜まくを通ると、甘い痺しびれに変わって全身を駆かけ抜ぬけていく。

　その単純な言葉に込こめられた気持ちの深さを理解して、涙るい腺せんが弛ゆるんでしまいそうになった。

「俺も。俺も…好き…だよ」

　たった二文字なのに、口にすると何でこんなに恥はずかしいんだろう。

　言葉にした途と端たん、全身の血液が逆流してるんじゃないかってくらい、体の中が熱くなった。

　日高といるだけで、こんなにもドキドキしてる自分がいる。

　きっと俺にとっても、こいつと出会えたことは正しよう真しん正しよう銘めい『運命』だったんだ…。

　広い胸に体を預けた俺は、うっとりと目を閉じて───たんだけど。

「……その手はなんだ…日高？」

　気づくと日高の手は、俺のシャツをたくし上げ、その中へと侵しん入にゆうを謀はかっていた。

「告白が済んだら、次だろ？」

「お前は病人だろうがっ！」

「平気だって。さっきのだって、ほぼ演技……あ」

　今、聞き捨てならないことを云いやがった気がするんだけど？

　日高は『しまった』と云わんばかりに自分の口を押さえたけど、もう遅おそい。

「演技って、なんのことだ…？」

「こうでもしなかったら、聞く耳持たなかっただろ…」

　じゃあ、さっきあんなに心配したのは…無む駄だだったってことなのか？

　自分よりも重いこいつを担かついで、連れて帰って来たのも全部？

「阿あ呆ほう！」

　あんまりにも悔くやしいんで、俺は拳げん骨こつでゴツッと思いきり日高を殴なぐってやった。

　そんなくだらないことで、心配かけるなバカものっ！

「ってー。…悪かったって。でも、熱は本当にあんだろ？」

　そう云って日高は、自分のおでこを俺のおでこに押し当ててくる。

「…微び熱ねつだけどな」

　もう、次からは絶対に心配なんかしてやらないんだから！

「機き嫌げん、直せよ」

　ほっぺたにキスで、機嫌取ったつもりなのか？

　こんな子こ供ども騙だましで誤ご魔ま化かされたりなんか……って思ってるのに。

　嬉うれしくなるなよ、俺も……。

「触さわんな！　風ふ呂ろでも入って、暖あつたかくして今日は寝ねてろ!!」

　絡からみつく腕うでをムリヤリ振ふり払はらうと、俺は素す早ばやく体を起こした。

「じゃあ、一緒に入ろう」

「はぁ？……い、一緒って日高……おい!!」

　日高は俺の手を摑つかむと、嬉き々きとして立ち上がる。

「ど、どこ行くんだよ…っ？」

「決まってるだろ？　善は急げって云うしな」

　そうして、連れて行かれたのは紛まぎれもない脱だつ衣い所じよで。

　ちょ…ちょっと待て待て待てっ!!

「誰が一緒に入るって云った！」

「入らないのか？」

「当たり前だろ」

「一人だと、またさっきみたいに倒たおれるかもしれないだろ？」

　脱衣所の壁かべ際ぎわに追いつめられて、至近距きよ離りで見つめられる。

　ヤバイ。また、心臓が煩うるさくなってきた…。

「その手に乗るかよ。仮け病びようだったくせに」

　どぎまぎしながら目を逸らすと、両手で頰ほおを挟はさまれて正面を向かされた。

「そのことは謝るから。…そんなに俺と一緒は嫌いやなのか？」

　じ…っと見つめられると、どうしようもなく甘ったるい気持ちになってしまう。うんと甘やかしてやりたくなっちゃうって云うか……。

「嫌…なわけじゃ、ないけど…」

　恥ずかしいだろ…と口くち籠ごもる俺。

「大だい丈じよう夫ぶだ。俺に全部任せるだけでいい」

　両手が、頰からするりと首を伝って降りていく。

「で、でも……」

「嫌なわけじゃないんだろ？」

　日高は俺のネクタイをするりと抜き、ぷちぷちとシャツのボタンを外してしまう。

　相変わらず手際がいいというか器用というか…。

　って、俺も惚ほうけてる場合じゃないだろう！

「いいよっ！　自分でできるから!!」

「自分で？」

　あっ……自分で墓ぼ穴けつを掘ほってどうするよ俺…。

「今のはただの言葉の文あやであって…っ」

「だったら、俺は手出ししないほうがいいか。あんたは一度口にしたことを翻ひるがえすような人じゃないし？」

　なんだ、その脅おどし文句みたいな云い方は…っ。

　うー……。

「…………一緒に…入るだけ…だからな…」

　日高の押しの強さに負けて、俺は渋しぶ々しぶと承しよう諾だくするハメになってしまった。

　はぁ…どこで間ま違ちがえて、こんな展開になっちゃったんだろう。

　ふと気づくと、ニヤリとした笑えみを浮うかべ日高がこちらを見つめていた。

「何見てるんだよ…！」

　そんなことされたら、脱ぬぎにくいじゃないか！

「俺のことは気にすんなよ」

「気になるに決まってるだろう…」

　このままウジウジしていたら、また強ごう引いんに脱がされかねない。

　くそ…だったら自分で脱いだほうがマシな気がするよ。

　俺は覚かく悟ごを決めてブレザーを脱ぐと、日高の手で途中まではだけられてしまったシャツのボタンの残りを外し始めた。

「───大変よくできました」

　ようやく全すべてを外し終えた俺は、日高の言葉にハッとする。

「な……っ」

「一人で脱げたご褒ほう美びに、すげぇ気持ちよくしてやるよ」

「お、おい！　これから風呂に入るんだろ!?」

「それは後回し」

　後回しって……つーか、お前、仮にも病やみ上がりなんだぞ！

　冷えた体を早く暖めないとダメだろうがっ！

「ちょっ…、待てって…」

「待てない」

　そう宣言すると、日高は俺の体をグッと摑み、脱衣所の壁に押しつけた。

　身構えてきつく目を瞑つぶると、日高の前まえ髪がみがおでこに当たる感かん触しよくがして…。

「日高…、…んっ！」

　ゆっくりと近づいた日高に、俺は下した唇くちびるを食はまれ、続いて唇の合わせ目をくすぐられた。

　こんなことだけでゾクゾクしちゃうなんて俺…どうなっちゃうんだよ…。

「ん…っ！」

　そう思った途端、ピリッと甘い痺れが胸むな元もとに走る。思わずキスを振り切ると、俺の胸にある突とつ起きを弄いじる日高が目に入った。

「本当にビンカンだよな、あんたのカラダ」

　日高はそこを強弱をつけて捏こねながら、意地悪く耳元に囁ささやいてくる。　>>>♥

「ちがっ、お前のせい……だ…」

「へぇ…俺のせい？　なら、もっとかな」

「ぁっ！」

　もう片方の突起に濡ぬれた感触がして、俺はビクリと反応してしまった。

　お前…どこ舐なめて…!?

「やっ、日高…っ。ヤダって！」

　身を屈かがめ胸に舌を這はわせてくる日高を止めようにも、体に力が入ってくれない。

　日高の肩を押し返す手も、ただ添そえてあるだけと変わりがなくて…。

「あ…ぁ…ヤ…」

　こんなところで…感じちゃうなんて…うそだ…っ。

　信じたくなくて目を逸そらしても、執しつ拗ように舌と指で弄り回されたそこは、むず痒がゆい痛みを伴ともなって俺を苛さいなみ続ける。

　触られてもいないのに、下腹部はじりじりと重みを増し、次し第だいに熱を持ち始めていた。

「んっ、は……ぁ…」

　ダメだ…このままだと、日高にバレちゃうよ…。

「触ってるだけなのに、こんなに感じてくれたんだ」

「…っ…バカ！　いい加減に……っあん」

　勃たち上がってきてた中心をズボンの上からぎゅっと握にぎり込まれ、口から出るはずの文句は喘あえぎに変わってしまった。

「もっと、よくしてやるよ」

「うわぁっ、何する…っ」

　ジタバタとしている間に、日高は手早く俺のズボンと下着を引き下ろしてしまう。

　そして作り付けの棚たなに腕を伸のばすと、置いてあった何かを手に取った。

「…なんだよ、それ？」

「ローションだよ。この間も使ったろ？」

「～～～!!」

　こんなとこに、そんなもん置いとくなんて！

　何で、お前はそう用意周しゆう到とうなんだよ……。

　抜ぬかりのない日高の行動に、俺は呆あきれるのを通り越こし感心してしまった。

「…う……ヤ、ダ…ッ」

　日高は指先にとろりとした液体を取ると、俺の後ろへと手を回しその奥へと塗ぬりつけた。

「すぐよくなるからガマンしな」

　そう云いってローションを狭はざ間まに塗りたくり、日高はそこにある窄すぼまりに、つぷんと指を埋うめ込んだ。

「っ！」

　体内に異物が埋め込まれる慣れない感触に、俺の体はビクリとなる。

　これでもう三度目になるのに……やっぱり奇き妙みような感じがするよ…。

「先せん輩ぱいの中、柔やわらかいな」

「や…ぁんっ…」

　突つき立てられた指を抜ぬき差しされても、やはり痛みは微み塵じんもなくて。それどころか、どうしようもない気持ちよさが込こみ上げてきてしまう。

「ひだ…かっ、や…ぁっ」

　もどかしさに腰こしが揺ゆらめいて、俺はねだるように日高の体に縋すがりついた。

「あんたの好きなとこ…このへんだっけ？」

「ぁ…っ、ちがっ…」

　もっと、奥だってば…っ。

　日高はわざとずらした微び妙みようなポイントをついてくる。

「も…おね…が…い…」

「仕方ないな」

　首を左右に振ふり涙なみだ混まじりの声で哀あい願がんすると、日高はようやく欲ほつしていた刺し激げきをくれた。

　あ────!!

　内ない壁へきの一点をグイッと思いきり強く押されると、とんでもない快感が突き抜ける。

　集中的に嬲なぶられて、怖こわいくらいの快感が体中を満たしていった。

「…あぁっ！　あ…ん…っ」

「先輩のここ、震ふるえてる」

「日高…っ、も…いい…か…らっ」

「俺も限界だ。───しっかり摑つかまってろよ」

　途と切ぎれ途切れに伝えると、ずるりと蕾つぼみから指を引き抜かれ、足に絡からみつくズボンも蹴けり落とされる。

　そして、壁かべを支えにグッと俺の両足を抱かかえ上げると、日高はたった今解ほぐしたばかりの入り口に…熱い塊かたまりをあてがった。

「……っ！」

「…あんたのせいだ」

　────こんなになってるのは。

　そう呟つぶやくと、日高は俺の体をゆっくりと落としていく。

「いっ……ぁ…あ……」

　最後は勢いよく、日高の熱を飲み込んで。

　そうなることが自然なんだって思えるくらいすっぽりと、俺の中へと日高が収まった。

「あんた、熱くて溶とかされそうだ」

「…ん…俺…も…」　>>>♥

　繫つながった部分がジンジンとしてる。

　俺の中に日高がいるんだ……。

　そう思うだけで、体内で脈打つ存在がリアルに感じられた。

　だけどしばらくすると、受け入れてる窄まりが物足りなさに疼うずき始めてしまう。

「───ねぇ…っ」

「なんだよ？」

　……まだ？　とはさすがに訊きけなくて、俺は口くち籠ごもった。

「もう、動いて欲しい？」

「…ん…」

　しがみつく腕うでに力を込めると、そんな俺に軽く笑う日高のその振しん動どうすら快感に変わる。

「ようやく云ってくれたな」

　もしかして……落ち着くのを待ってくれてたんじゃなくて、焦じらしてたのか！

「この…っ、ぁあ…っ！」

　性しよう悪わる！　と云ってやろうと思ったのに、それどころじゃなくなった。

　抱えられた足を持ち上げられたかと思うと、一気に体重で落とされる。壁に背中を預けただけの不安定さに、俺は必死で日高にしがみついた。

　突き上げられる衝しよう撃げき。内壁を擦こすり上げられる感覚。

　体が沈しずむ度たびに最さい奥おうを突かれ、甘い快感が突き抜けていく。

「すごいな……絡みついてる」

　日高は俺の体を揺すりながら、腰に響ひびく掠かすれた声で囁いた。

　休みなく突き上げられ、下腹部に溜たまった熱は解放されるときを待ちわびる。

「も…やぁっ、んんっ…」

　信じられないくらい、熱い。

　日高の体も、俺の体も───…。

「───イケよ」

　その言葉に、全身から力が抜け……俺の中で張りつめていたものが、一気に弾はじけた。

「あぁっ!!…っん……」

　目の前がちかちかと真っ白にハレーションを起こし、射精感で全身が強こわ張ばる。

　ビクビクと震えながら、吊つりそうなくらいに爪つま先さきを突っ張らせ、俺は衝撃をやり過ごした。

　し…死ぬかと思った……。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　ちゅ、と耳みみ朶たぶにキスを落としながら、日高は動どう悸きの治まらない俺に聞いてくる。

　この状態を見て、お前は大丈夫だと思うのか…？

「もう下ろせよ日高っ！」

　やってる間は夢中でそれどころじゃなかったんだけど。いつまでも抱えられたままというのは、不安定で怖いんだよ…。

　それに……中のモノだって……。

「…………わかったよ」

　日高は、渋しぶ々しぶと俺の体を持ち上げて自身を引き抜くと、俺を床ゆかに下ろしてくれた。

　その拍ひよう子しに、下か肢しの間にとろりとしたものが滲にじむ。

「……ぁ」

　そ…そうだよな…。な、中で出されちゃったんだもんな…。

　赤面して黙だまり込んだ俺を見て、日高はニヤリとした笑えみをこちらに向ける。

「体、洗ってやろうか？」

「やめ…っ、いいよ！　自分でするから！」

「遠えん慮りよすんなよ」

「そうじゃなくてっ！」

　日高は有う無むを云わさず俺を抱だき込むと、脇わき腹ばらのあたりを撫なで回しやがった。

　おい！　どこ触さわってんだっ。さっき、あんなにしたくせに！

「俺が中まで綺き麗れいにしてやるって」

「しないでいい！　ぅわっ！」

　日高の腕の中でジタバタしてたら、カクンと足から力が抜ぬけてしまう。

　抱きかかえられてたおかげで転ばずにはすんだけど、足に力が入らず、俺はそのままずるずると床にへたり込んだ。

「ほら見ろ。力入らないくせに」

　何が、『ほら見ろ』だっ。このスケベ！

「だっ、誰だれのせいだと思ってるんだよっ!!」

　流された俺も俺だけど、あ…あんな体勢で…やりやがって……。

　それも、朝っぱらから…こんなとこでっ！

「俺のせいだろ？　だから、責任取ってやるって云ってんだよ」

「そんな責任感なんかいるか、バカ」

「───それじゃ、先輩も俺のこと洗ってよ。それなら平等だろ？」

　……んんん？

　それって、平等なのか？

　というか基本的な論点がずれてるような…？

　混乱している俺をよそに、日高は思いきりよく自分の制服を脱ぬぎ捨てると、床にへたり込んだままの俺からシャツを剝はぎ取ってしまう。

　そうして俺の脇に手を掛かけて立ち上がらせると、がっちりと腕を摑んだ。

「コラ…ッ、ちょ…待て！」

「さっきから、そればっかだな…」

「ぅわっ！」

　おいっ、本気なのか、お前!!

　ムリヤリ連れ込まれた浴室は、かなり広くて全身の映る姿見までついて。

　湯船もでかくていいなぁ……とは思ったけどっ！

「立ったままと座ったまま。どっちが洗いやすい？」

「やっぱり、すんのか…？」

　洗って洗われて。

　は……恥はずかしい以外の何ものでもないぞ…？

「俺の好きにしていいって云いうなら、しなくていいけど」

「わ、わかった！　わかったから!!　あっ…洗えばいいんだろっ」

　日高の『好きに』なんかさせたら、たまったもんじゃない！

　それよりはマシだと思うけど……何でこんなことになっちゃうかな…？

　くそ…っ、惚ほれた弱味ってこういうことを云うのか？

　俺は日高を浴よく槽そうの縁ふちに腰こし掛かけさせると、悔くやし紛まぎれに頭からシャワーをかけてやった。

「…いきなり何だよ」

「黙って目ぇ瞑つぶってろっ。頭も洗ってやるから」

　ただ普ふ通つうに日高を洗うとなると、こっちはとんでもなく無防備になってしまう。

　だから苦肉の策として、髪かみを洗って目を閉じさせてしまうことにしたんだけど…。

「………っ」

　目の前に座る日高の体を眺ながめて、俺は思わず息を飲んだ。

　体格がいいとは思ってたけど、こんなに綺麗に筋肉がついてるなんて知らなかった。

　手足の長さもバランスがよくて、締しまるところは締まってるし。

　ただ細っこいだけの俺とはわけが違ちがうや───…。

「先せん輩ぱい？　どうかしたか？」

　目を瞑ったままの日高が、何も行動を起こさない俺を不思議に思って声をかけてくる。

　俺は顔の火ほ照てりを取る為ために、首を左右にぶんぶんと振ふった。

「何でもないっ。シャンプー探してただけだよっ」

　日高の体に見み蕩とれてたなんてバレたら、もっと調子に乗るに決まってる…。

　絶対に悟さとられないようにしなきゃだよな！

　しゃこしゃこと髪を洗ってから、俺は泡あわ立だてたスポンジを日高の体に滑すべらせた。

「まだ目ぇ開けちゃダメなのか？」

「ダメだ、泡が入る」

「───ちょっと目に染しみてきたんだけど」

「あっ、マジで？　ごめん！」

　なんとか上半身を洗い終えたところだったのに。

　けど、目に染みると云われてしまっては放ほうっておくわけにもいかないよな…。

　俺は急いで泡をシャワーで洗い流した。

「まだ、染みるか？」

「もう平気。目、開けていいだろ？」

「まだ、ダメ！」

　すっかり泡は落ちていたけど、ここで目を開けられたら見られちゃうじゃんか！

　それにまだ足とか洗ってないし。

　俺は日高の足あし下もとに膝ひざをつき、泡を立て直したスポンジで日高の膝下を擦り始める。

「何でダメなんだよ？」

　云われても、見られたくないからに決まってんだろっ。

　な、なんかいい理由ないかな…。

「何でって…」

「俺ばっかり、さっきから見られてるのって狡ずるくねえ？」

「!!」

　き…気付いてたのか…。

　日高はゆっくりと目ま蓋ぶたを持ち上げて、視線をばちっと合わせると、ニヤリとした笑みを浮うかべて云った。

「何だか、奉ほう仕しされてるみたいだな」

「だから、してやってんだろ！」

　図ずう体たいデカくて、かなりの肉体労働なんだからな。

「そういうことじゃないんだけど…まあ、いいか。ちゃんと全部綺麗にしてくれるんだよな？」

「こうして足の先まで洗ってるだろうが」

「じゃあ、ここは？」

　日高は泡だらけの俺の手を自分の股こ間かんへと導き、中心部を握にぎらせてくる。

「え？　ええ…っ!?」

　そんなとこは自分でやれよ！

　…な…何で俺が……っ。

　俺の手を上から握り込んだまま、日高はさっきと同じ台詞せりふを繰くり返す。

「全部綺麗にしてくれるんだよな？」

「う……」

　全すべて洗い終えなければ、この手は離はなしてもらえないんだろうか。

　同性のそんなとこを触ってるにも拘かかわらず、不思議と嫌けん悪お感かんは感じなかった。

　というか、どっちかっていうとドキドキしてるというか。

　やっぱこれも、好き…だからなのか？

　まあいいや、さっさと終わらせればすむことだよな！

　俺は覚かく悟ごを決めて、スポンジの泡を手に取って指先を滑らせる。すると、手の中のそれはドクンと脈打った。

「わっ」

「んな、驚おどろくなよ。好きな奴やつに触られてるんだから当然だろ」

「そ…うだけど…」

　でもやっぱ、居たたまれない…。

「んだよ？　これで終わり？」

　下か肢しをシャワーで洗い流し始めた俺に、日高は残念そうな声を上げた。

「も、もういいだろ！」

　こんなことしてやったことだって、出血大サービスだっての！

「じゃ、次は忍先輩の番だよな」

「えっ!?」

「背中流してやるから、後ろ向けよ」

「あ…うん…」

　なんだ、びっくりした。俺もあんなとこ洗われちゃうのかと思って焦あせったよ…。

　俺は日高に促うながされるがまま、膝立ちで後ろを向き浴槽に手をついた。

　すると、さっきまで俺が使ってたスポンジが首筋にあてられる。

「あんたの背中、綺き麗れいだよな…。力入れたら傷付いちゃいそうで怖こわい」

　乱暴そうに見えるのに、くすぐったいくらい丁てい寧ねいに体を擦こすられて、俺は笑いを零こぼしてしまう。

「バカ、そんなわけあるか。もっと、力入れていいよ。それじゃくすぐったい」

「そう？」

　背中と腕うでを洗われたあと、日高の手は俺の前面へと回ってきた。俯うつむくと日高の足が見えるから、俺と同じように膝立ちで後ろに立ってるみたいだってのは、わかるんだけど……。

「ん…っ」

　柔やわらかいスポンジが、鎖さ骨こつから胸へと辿たどって行く。

「どうかしたか？」

「う、ううん、何でもない」

　…ヤバかった。

　胸の突とつ起きを掠かすめられて、思わず声が出ちゃったよ…。

　しかも、風ふ呂ろ場ばってちっちゃい声でもけっこう響ひびくんだ。

「ひ、日高！　そっから下はいいよ！　自分でするから！」

「何云いってんだよ。俺もしてもらったんだから」

　日高は俺の肩かたに顎あごを乗せると、ぺったりと張りつくように後ろから抱だき付いてきた。

　そうして、俺の下半身の際きわどいところばかりを、手の平で撫なでるように洗っていく。

　密着した肌はだから日高の体温が伝わって、それだけでもドキドキするってのに……っ！

「いいってば！　ん…っ！」

　下腹をまさぐる手を捕つかまえると、もう片方がするりと逃にげて、俺の中心を握り込んでくる。

「ぁ…っ！」

　大人しくなったばかりの中心を、暖かい手の平に包まれて、俺はビクンと反応した。

　消えかけてた火種がまた熱くなるかのように、腰こしの奥で疼うずき始める。

　ウソだろ、何でこんなに……。

「可愛かわいいな、先せん輩ぱい。洗ってるだけなのに…こんなに感じて」

　何が、洗ってるだけだって!?　その指の動きは何なんだ…っ！

「黙だまれっ、…ぁ…くっ」

　両手で全体を扱しごかれると、抗あらがう術すべもなくて。日高の手の中でトクトクと脈打ちだす、自分の浅ましい体の変化が恥はずかしくて、俺はギューッと目を瞑つぶった。

「しっかり目ぇ開けてろよ」

「やめ…っ、日高！　ンぅ…、んんっ」

　俺が左右に首を振ふると、お仕置きとばかりに扱かれる。

「そういえば、ピンクのチューリップの花言葉ってわかるか？」

「な…に……ふ…ぁっ」

　チューリップって……ああ、こないだ朝持ってきてたヤツか。

「あのとき、云いそびれたんだけど───あれ『愛の告白』っていうんだぜ？」

　あいの…こくはく……？

　ば…バカっ、こんなときに何云いやがるんだよっ────。

「ぁ…や…っ、も…ダメ…っ」

「もうダメ？　こういうとき、何て云うか覚えてるだろ？」

　てっぺんまで上り詰つめようとした矢先、日高の手が急に止まってしまった。

　中ちゆう途と半はん端ぱで止められて行き場を失った熱が体の中で荒あれ狂くるい、内うち腿ももが引き攣つるように震ふるえる。

「云えよ、忍」

「こ…の…っ」

　スケベオヤジ！　お前、本当に高校生なのか!?

　だけど文句が云いたくても、そんな余よ裕ゆうは俺にはなくて……。

「……かせ、て…っ」

「もっとはっきり云わないと聞こえない」

「…お…ねが…っ、イカ…せて…っ」

　俺の言葉に満足した日高は、さっきよりも俺自身を扱く手を速くする。

「やぁ…っ、あ、…ぁっ」

　何度か擦り上げられたあと、俺は小刻みに震えながら日高の手の中にビクビクと熱を放った。

　───こんな体勢のせいで、自分が…イカされるとこ……全部見ちゃったよ……。

「けっこう、早かったな」

　日高はぜえぜえと喘あえぐ俺を後ろから抱きかかえながら、耳元で囁ささやいてくる。

「な……っ。仕方ないだろ…!?」

「一回したあとだから敏びん感かんになってるのかもな。それとも、俺が上手うまかったせい？」

「日高…!!」

　黙ってれば、調子に乗りやがって！

　こんな体勢じゃなかったら、一発殴なぐってやれるのに。

「ああ、まだ動くなよ。泡あわ流すから」

　温ぬるめのシャワーをかけられて、火ほ照てった体から少しずつ熱が引いていく。

　それが気持ちよくて、俺はちょっとだけ意識を飛ばしかけてしまった。

　あ、そっか…。昨日、寝ねてないもんなぁ…俺…。

　でも日高だって一いつ睡すいもしてないはずなのに、何でこんな元気なんだ……？

「そういや…まだ洗ってないところがあったな」

「えっ？」

　───そうだっけ？

「ちゃんと綺麗にしないと」

「いっ、いいよ、自分でできるから」

　これ以上、日高に触さわられてるのは辛つらい…。

　だって、どこに触ふれられてもゾクゾクしちゃうなんて…こんな状態、普ふ通つうじゃないよな？

「何云ってるんだよ。こんなところ、自分で洗えねえだろ？」

「ひゃあっ」

　突然、日高の指先が背後から足の間に潜もぐり込んできた。

「ど、ど、ど、どこ触ってる!?」

「だから、この中を……」

　そんなとこ、お前が気き遣づかわんでいいっ！

「やめっ、んなの…っ、あ…っ」

　さっきまで日高の昂たかぶりを受け入れていたそこは、軽く引っ搔かかれただけでヒクヒクと震えてしまう。

「生でしたんだから搔き出しておかないと。あとで体調悪くするだろ」

「そ…そうなのか…」

　……でもなあ。

　あんなところから搔き出すってことは、指入れるんだろ？

　こいつなんかにやらせたら、どうせ、それだけじゃすまなくなるだろうし…。

　だからって、自分でするのは抵てい抗こうあるし…ああもう、どうしよう…!?

「ヘンなことしねぇよ。中を綺麗にするだけだって」

「本当に？」

「───ああ」

　こんなにも真面目まじめな顔で云うなら……信じてみてもいいか…な…？

　ヘンなことしないって云うんだから、ちょっとの間耐たえるくらいなんとかなるよな？

「じゃ…頼たのむ…」

「…そうだな、このままの体勢じゃやり辛いから床ゆかに手ぇつけよ」

「ええっ!?」

　床に手って、相当恥ずかしい格好じゃないか!?

　恥ずかしがるのも今いま更さらって気もするけど、自分から進んでってのはちょっと…。

「俺は別に、仰あお向むけで足開いてくれてもいいぜ？」

「わ、わかった」

　く……そっちよりは、マシだよな……。

　俺はおずおずとタイルに両手をついて、後ろを振り返った。

「こう…でいいか？」

「手、もっと前」

「もっと前!?」

「このままでもいいけど、時間かかるかもしれないな」

「う…」

　───それも嫌いやだ…。こんな格好で長時間なんて耐えらんないよ…。

　ずるずると手を前に進めると、どんどん腰こしを大きく突つき出した格好になってしまう。

　これじゃ、ほぼ四よつん這ばい…？

　か…考えない、考えないっ。

「そのくらいでいいか。肘ひじついて腰だけ上げろよ」

「ひ、肘!?」

　ついつい声が裏返る。なんか…だんだん要求が際きわどくなってる気が…。

「すぐ済ませたいんだろ？」

「そ…だけど…。本当に早く終わるんだよな!?」

「それはあんたの協力次し第だいだろ」

　両足の間に忍しのんできた日高の指先は、すぐに俺の蕾つぼみを探し当てた。

「まだ全然濡ぬれたままだな」

「っあ、や……」

　入り口の襞ひだを撫なでていた指先が少しずつ、奥へと潜り込んでいく。

　俺の内ない壁へきが、日高の指を待っていたかのように纏まとわりついてしまうのがわかった。

「指動かすからな」

「う、うん……、ぁあっ」

　中で鉤かぎ状じように曲げられた指が、ゆっくりと引き抜ぬかれると内腿を行こう為いの残ざん滓しが流れていく。

　そんなとこ、思いっきり通っていくなよ！

　やばいポイントだって知ってるくせに、このバカ…っ。

「何？　感じた？」

「お前…やっぱ、わざと…」

「仕方ないだろ。こうしないと綺き麗れいにできないんだから」

　日高はしゃあしゃあとほざいて、再度指を深く潜らせてくる。

「仕方なくないっ、あ、や、…あっ」

「奥までぬるぬるだな。ほら……指二本だって簡単に入ってく」

「んんっ！」

　増やされた指に粘ねん膜まくが絡からみつき、中を弄いじられれば弄られるほど、内壁がヒクヒクと勝手に震えた。搔き出される行為で、ぐずぐずと入り口が綻ほころんでいく。

　やっぱ、やめときゃよかった…。

「余計なこと…すんな…っ」

「こうしたほうが効率いいんだよ。それとも、何？…感じてるわけ？」

「…っ!!」

　云いうな、阿あ呆ほうー!!

　でも、日高の言葉を証明するかのように、俺の中心はすっかり元気を取り戻もどしていた。

　二度もイカされてるって云うのに……俺って………。

　おまけに気付かれないうちに、熱を治めてしまいたくても…この体勢じゃ…。

「ああ、悪い。気が付かなくて」

「っあ！　やん…っ!!」

　案の定すぐに気付いた日高は、蕾から指を引き抜くと、その手で俺に触れようとしやがった。

　触るなよっ。そんなことされたら、ますます収拾がつかなくなるじゃないか！

　焦あせって振ふり払はらおうとしたけれど、手には力など入ってくれなくて。

「今更、遠えん慮りよなんかすんなよ」

「違ちがっ、俺もう…っ」

　これ以上、イカされたりなんかしたら、絶対に俺が壊こわれるっんだってばっ！

　立て続けに三度なんか…初心者の俺には未知の領域でしかないんだってわかれよっ!?

「───俺もこんなだし」

「あ…」

　その言葉と共に、窄すぼまりに熱い塊かたまりを押しあてられて、俺は全身に震ふるえが走った。

「や…やだ…っ」

「何でだよ？」

「…おかしくなっちゃうから、嫌だ…っ」

　自分じゃなくなってしまうかのような変化が怖こわくて、必死で言葉を紡つむぐと、日高は一いつ瞬しゆんの間のあと、唸うなるように呟つぶやいた。

「───ねだってるようにしか聞こえねぇよ」

「な…に…？───やっ!?」

　背後の声に訝いぶかしく思う間もなく、腰を両手で強く摑つかまれたかと思うと、太く大きな猛たけりがぐっと内部に押し込まれた。

　遠慮もなく入ってきた熱に全身が過か敏びんに反応し、ゾクゾクという甘い痺しびれが頭のてっぺんまで走り抜けていく。

「あぁ…っ!!」

　内壁の粘膜は日高の昂りをすんなりと受け入れると、きゅうっとキツく締しめ付けた。

　それはまるで、日高のカタチを体が熟知しているかのようで───…。

「わかる？　先せん輩ぱいのここ、俺のこと凄すごい締めつけてる」

　自分の体の変化くらい…わかってる…。

　だけどそんな恥はずかしいこと、素す直なおになんか認められるわけないだろ…！

「知る…か…っ、ぅんっ！」

「ほら、こうするとわかるだろ？」

「あ…っ、やんっ！」

　大きく腰を使われて、俺の喉のどから高い声が上がった。

　内壁が緩ゆるく擦こすられる度たび、震える体。

　教え込むようにして腰を使われ、穿うがたれるものへの体の変化を、俺は認めざるを得なかった。

「忍、右のほう見てみろよ」

　右…？　何があるって云うんだ……って、うわ！

　そうだ、この風ふ呂ろ場ばって等身大の鏡があったんだっけ…。

「自分がどんなふうに感じてるのか、あれで見えるだろ？」

　鏡へ目を向けると、その中に映る自分と目が合ってしまった。

　その行為が、ただでさえ過敏な神経をもっと尖とがらせる。

「…なに考えて…っ」

「あんたのことしか考えてねぇよ」

　そう云って、日高は自身をギリギリまで抜き出して、浅い部分を攻せめ立てた。

「く…あ…あっ、そこ……やっ」

「ここが嫌なら、どこに欲しい？」

「も…っと、奥…っ」

「───奥って、ここかよ？」

「…っあ！　っん…あんっ」

　摑まれた腰をぐいっと引き寄せられ、一気に欲望が埋うめ込まれる。

　欲しい場所に望むものを与あたえられ、安あん堵どしたのもつかの間、緩やかな動きしかしないそれに、俺は次第に焦じれていった。

「日高…っ、は…やく…っ、もぅ…」

　このままじゃ、ホントに頭がヘンになる…っ。

　語ご尾びに涙なみだを滲にじませながら、俺は唇くちびるを嚙かみしめた。

「悪わりぃ、苛いじめ過ぎたな。…泣くなって…」

「泣い…て、ないっ」

「意地張るなよ」

「ひっ、あ、…あっ、んんっ」

　勢いを増した激しい揺ゆさぶりに、俺は息が止まりそうになった。

　日高の欲望で搔かき回される体内が、ドロドロに溶とけていってしまいそうに熱くなっている。

「あ…っ、ぁ……っんぅ」

　突き入れられる度にする濡れた音とか、引っ切りなしに上がる切れ切れの喘あえぎが、浴室に反はん響きようして…ヤケに大きく聞こえてくる。

「先輩…っ」

　掠かすれた声が背後から耳に届く。

　日高も、俺の中で感じてるんだ───そう思ったら、心臓がギュッと締め付けられた。

　ギリギリまで貯たくわえていた熱が、一気に膨ふくれ上がり出口を探して暴れ回る。

「ひ…だか…ッ、や、も、お…ねが…っ」

　振り向くことができない体勢に堪たえ切れず、俺は思わず鏡の中の日高にねだった。　>>>♥

「…っとに、犯罪的に可愛かわいいよな、あんた」

「え…？　噓うそ…っ、おっきくな…っあ！」

「あんたのせいだろ？」

　押し開かれた内ない壁へきはヒクヒクと痙けい攣れんし、入り込んでいるそれに貪どん欲よくに絡み付く。

　更さらに嵩かさを増した日高のそれが、ぐぐっと最さい奥おうまで捩ねじ込まれて───。

「ひ……ぁっ、日高ぁっ」

「…っ」

　日高の喉から漏もれるくぐもった呻うめき声。

　一ひと際きわ深く抉えぐられて、俺は絶頂から突つき落とされる。

「や……ぁあ……っ!!」

　体の奥で日高がドクンと大きく脈打ち、俺は三度目の熱を放ったのだった───…。







　　　　　７




　────結局。

　浴室でなし崩くずしにされてしまったあと、俺は寝しん室しつに連れていかれ、そこでも日高の手練手管を拒こばみ切れず、抱だかれること数回……。

　それこそ死んじゃいそうな目に遭あわされて、疲ひ労ろうと寝ね不ぶ足そくでいつの間にか意識を失っていた俺が目を覚ましたのは、午後四時を回った頃ころだった。

　こんな時間じゃ、今日の授業は全部終わっちゃってる。

　学校を無断欠席してしまったという事実に、俺はショックを受けていた。

　いくら（人には決して云いえない）事情があったとしても、風紀委員副委員長の俺が、学校に連れん絡らくも入れずに休んじゃうなんて…。

「日高……いい加減その手を離はなせ……」

「何云ってるんだよ。足あし下もとふらついてるくせに」

「…誰だれが原因だかわかってての発言か？」

「だからタクシー呼ぼうって云っただろ？　朝だって使ったんだ」

「こんな近いのに、そんなの使えるか！」

　朝は非常事態だと思ったから、タクシーで日高の家まで行ったんだよ。

　でも今は学校サボって、一日ずっと不ふ埒らちなマネをしてたんだぞ？

『エッチのしすぎで体が怠だるいのでタクシーを使いました』なんて冗じよう談だんじゃない！

　それに学生が、このぐらいの距きよ離りでタクシーなんか使っていいわけないだろうが！

　俺は腰こしに回された手を振ふり払はらおうと藻も搔がきつつ、その持ち主を睨にらみ付けた。

「あんたは、俺にもっと甘えてくれたっていいんだよ」

　日高はそんな俺に向かって、やれやれといった感じでため息をつきながら云った。

「できるわけないだろっ！　俺のほうが年上なんだからな？」

「そんなのベッドの中じゃ関係ないだろ？　あんた可愛すぎだし」

「う…うるさいなっ！　あれは…お前がムリヤリ……」

　反論しようにもそれ以上言葉が見つからず、俺は次し第だいに語尾を小さくしてしまう。

　だってエッチ最中のことなんか、経験少ない俺が云い訳できるわけがないじゃないか。

「なあ…。少しくらい甘えてくれたっていいだろ？　俺たちもう、正しよう真しん正しよう銘めいの恋こい人びと同士なんだからさ」

　こっ……恋人同士って……。

　───そっか…。

　誤解が解けて、お互たがいが好きだって自覚して、気持ちを確かく認にんすることができたってことはそういうことなんだよな…。

「だから、構わないだろう？」

　頰ほおを染めて俯うつむく俺のおでこに、日高はチュッとキスをしてくる。

「ああああ阿あ呆ほう！　こんなところで何して…っ!?」

「このくらいで騒さわぐなよ」

「お、お前には羞しゆう恥ち心しんというものがないのか…っ」

　今は周りに誰もいないかもしれないけれど、ここは住宅街の真ん中の公道なんだぞ？

　おまけに、俺の家の側そばなんだからな！

　薄うす暗ぐらくなってきたとは云え、近所の人に見られたらどうしてくれるんだ！　井い戸ど端ばた会議の格好のエサになっちゃうじゃんか!!

　だけど真っ赤になって慌あわてる俺をよそに、日高は悠ゆう然ぜんとした笑えみを返してきた。

「なら、こんなところじゃなければいいんだ」

「だからそういう問題じゃなくて…っ」

　お前、わざと会話をはぐらかしてるだろう!?

　だんだん、俺にもお前の策略がわかるようになってきてるんだからなっ。

「じゃあ、どういう問題なんだよ」

「うるさいなっ。もう家着くんだから本当に離せってば！」

　この時間って、母さんが買い物から帰ってくる頃なんだよ。

　───鉢はち合あわせなんか冗談じゃない…っ！

　いくら毎朝迎むかえに来る日高を知ってはいても、こんな日に紹しよう介かいなんて絶対に嫌いやだからな！

「やっぱ近いよな。もっとあんたに触ふれてたかったのにさ」

　日高は名残なごり惜おし気に俺の腰から手を退ひいた。

　密着してた部分が離れて、俺は少しだけホッとする。

　触れるだけで、目を合わせるだけで、日高にドギマギしちゃってるなんて…。日高が聞いたら、図に乗りそうで絶対に云えないけど。

「……あれ？」

　視線を前に向けると、数メートル先まで迫せまった自宅の前に人ひと影かげが見えた。

　あのシルエットって───。

「遼一…！」

「……どこへ行っていたんだ？」

　俺たちの姿を見とめた遼一はつかつかと、こっちに歩み寄ってくる。

　なんとなく、遼一の声が不ふ機き嫌げんっぽい気がするのは気のせい…じゃなさそうな感じだ……。

「あ……えっと……」

　しどろもどろになる俺に、遼一はキッと眉まゆを吊つり上げた。

「忍が無断欠席するなんて、どうしたんだ。……昨日のこともあったし、俺がどれだけ心配したか」

「ごめん…」

　遼一はわざとらしい程ほど大きなため息をつきながら、ジロリと日高へ視線を向けた。

「───どうせ、隣となりの男のせいなんだろう？」

「えっ…あ、えーと…」

　そうなんだけど、まさかあんなことしてて学校サボりましたとは云えないし…。

「今朝、体調の悪かった俺を送ってくれて、ずっとついててくれたんだよ。先せん輩ぱいは」

「その割には、健康に見えるな？　むしろ、忍のほうが顔色が悪い…」

　スッと俺のほうに伸のばされた遼一の手を、日高が摑つかんで振り払う。

「こいつに触さわんなよ。悪いけど……」

　そこで一いつ端たん言葉を切ると、日高はチラリと俺を見て、すぐに遼一へきつい視線を送った。

　……ちょっと待て…。

　お前…全然悪いなんて思っちゃいない表情で、いったい遼一に何を云うつもりだっ！

「忍はもう俺のモンなんだよ。手ぇ出したら承知しねぇからな」

「ひ…日高っ！　勝手なこと云うな！　恋人にはなっても『お前のもの』になるんて一言も云ってないからなっ！………あっ」

　しまった…遼一の前なのに……。

「───こういうわけだから、諦あきらめるんだな」

　複雑な表情を浮うかべてしばらく黙だまり込んでいた遼一がおもむろに口を開く。

「……忍。こんなろくでもない男でいいのか？」

「う…うん…」

　いい…はずだけど…。

　そう聞かれると、よくないような気もするような……。

「お前がこいつを選んだんだったら仕方ない」

　酷ひどいことして、心配までかけたのに…やっぱり遼一は優やさしくて。

　悲しげに、それでも微笑ほほえんでくれる遼一に、俺は胸がズキズキと痛んだ。

「ゴメン…俺……」

「でも、泣かされるようなことがあったらすぐに俺に云えよ」

「───よけいなお世話だ」

　日高は後ろから、俺を腕うでの中に閉じ込めるようにして抱だき竦すくめる。

「な……、日高…っ!?」

　また、こんな往来で何しやがるんだこいつはっ！

「そんなこと二度としないから、安心しろよ。あんたの出番は一生来ない」

「それはどうだろうな」

「俺と忍は運命で結ばれてるんだ。それに、泣かせるのはベッドの中だけ───…っ!!」

「お前は黙ってろっ！」

　そうして俺は、日高の軽口を塞ふさぐべく腹に拳こぶしを叩たたき込み、奴やつに見事なボディーブローを決めてやったのだ───。

























「……っ」

「そんなにキツく足閉じるなよ。触さわれないだろ？」

　俺はリビングのソファーに座る日高の足の間に、背中を預けるようにして座っていた。

　前に回された手が制服の上から俺の体を探さぐり、喋しやべられる度たびに耳に吐と息いきがかかる。

　───どうして……。

　どうして、こんなことになっちゃったんだよ…っ。







　ことの起こりは、数週間前。

「ちょっと、そこに座れ」

　ある日の放課後、いつものように日高の家に来た俺は、着いて早々説教モードに入っていた。

　日高をリビングのソファーに座らせて、その前に仁に王おう立だちになる。

「いいか、日高。二度と、学校でああいうことはするな」

「ああいうことって？」

　この…っ、わかってるくせに、しらばっくれやがって…。

　忘れたなんて、絶対に云いわせないからな！　ついさっき、遼一の目の前で突とつ然ぜん……俺に、キスなんかしやがったくせにっ！

　だけど、ここで怒おこっちゃ日高の思うツボだ。そう思って、俺は怒ど鳴なりつけたい気持ちを必死で堪こらえた。

「……さっきみたいなことだ」

　それも遼一だけならまだしも、周りにクラスの奴らが山程いる教室なんかで、あんなことしやがって。

　脱だつ兎とのごとく逃にげ帰っては来たけれど……これじゃまた、クラスの奴らにいらないネタを提供しちゃったようなもんだよ…。

「あれは、あいつが忍に馴なれ馴れしく触るから悪いんだ」

「呼び捨てにすんなって何度云ったらわかるんだ！　それに、馴れ馴れしいって…友達なんだからあのくらい普ふ通つうだろ？」

「…じゃあ、訊きくけど。頭撫なでたり肩かた抱いたり顎あごに手かけたりが…普通だって云うのか？」

　ソファーにどっかりと体を預けていた日高は、肩を竦めて呆あきれ果てた顔でこっちを見る。

　何なんだよ、その目はっ。まるで俺が悪いことしてるみたいじゃないか！

「だ、だって、前から……」

　よく、されてたし…。あんなの友達同士だったら…普通なんじゃ…。

「そっちのほうがおかしいだろ。あいつのしてることは、友達のスキンシップの域を越こえてる。だから、あんたは俺のモンなんだってわかりやすく教えてやったんだよ」

「…っ！　だからって、みんなの前であんなことしなくてもいいだろ!?　とにかく、金輪際学校で俺に触るなよ」

「触るだけでもダメなわけ？」

「当然だ」

「納なつ得とくできない。あいつがよくて俺がダメな理由は何なんだよ」

「うっ…それは……」

　……俺が、普通にしてられなくなるからに決まってるだろうがっ！

　遼一に触られても何も感じないのに、日高の場合、指先が髪かみを掠かすめるだけで心しん拍ぱく数すうが上がっちゃうんだよ。

　不満たらたらな表情でじっと睨にらんでくる日高にも、ドキドキしちゃうほど重じゆう症しようだって云うのに……ベタベタしたり、キスしたり、それ以上のことまでされたりなんかしたら───。

　絶対に、平常心でなんかいらんないに決まってる…。

「…遼一にもさせなければ、納得いくんだろ」

「あいつに触らせないのは当たり前のことだ。でも、俺たちは付き合ってんじゃないのか？」

「そうだけど、ダメ」

「何で？」

　ああ、もうっ。どう云えば、納得させることが出来るんだろう。

「何でって…人前ですることじゃないだろう！」

「人前じゃなかったらいいんだ？」

「誰だれもいなくても、学校は絶対にダメだ！」

　キツい口調でそう返すと、日高は一いつ瞬しゆん黙だまり込み、子供のようにむくれて視線を足あし下もとへ向けた。

「…手の届く場所にあんたがいるのに、我が慢まんなんかできるかよ」

「お前は何しに、学校に行ってるんだ…」

「───忍…先せん輩ぱいに会いに」

「お前はバカか！　学校は勉強する場所だろっ」

　おもちゃを前にした幼よう稚ち園えん児じかお前は…。

　エサをお預けされてる犬のほうが、よっぽど我慢強いぞ？

「俺は別に、勉強したくて学校に行ってるわけじゃねぇし」

「い…いい加減にしろ！　そんなんだから、先生たちに目を付けられるんだ！」

　せっかく、風紀委員のブラックリストからも名前が抜ぬけて、『最近の日高は素行がいい』って云われるようになってきたのに。

　どうしてこいつは、自分から評判を落とすようなことをするんだ……。

「そんな顔するなよ。仕方ないな…じゃあ、先輩に触るのを我慢して勉強すればいいわけ？」

「当たり前だろ」

「だったら、見返りがないと割に合わないよな」

　それまでの態度を一変させ、日高はニヤリと意地の悪い笑えみを浮うかべた。

　何なんだ…その、嫌いや～な感じの笑いは…。

「見返り…？」

「ああ。ムリヤリ云うことをきかせるんだから、ご褒ほう美びくらい普通だろ」

「ふ、普通なのか？」

　何て云うか…これって、展開としてよくない方向に行ってるような…。

　だって、こいつの云う『ご褒美』なんか、絶対にろくなモンじゃないに決まってる。

「そんな不安そうな顔すんなよ。俺の頼たのみをきいてくれるだけでいいんだしさ」

「でもっ。勉強してたかどうかどうやって判断するんだよ。授業中寝ねてたとしても、俺には確かく認にんできないじゃないか」

　俺はこのまま頷うなずいちゃイケナイような気がして、ささやかながらも反論をしてみた。

「だったら、今度の全国テストの結果で決めようぜ。上位に入れたら、勉強してたってことになるだろ？」

「…………」

　うっとりと見み愡ほれてしまいそうな日高の笑顔。

　これに何度、唆そそのかされたことか。

　でもまあ…確かに範はん囲いが決まってる中間・期末とは違ちがって、全国テストなら普段の勉強が物を云うわけだし。そう簡単に良いい成績なんか、取れるわけないよな…。

「───わ、わかった…」

　俺は首を捻ひねりながらも、日高の言い出したことをはねつける理由が思い当たらず、つい承しよう諾だくしてしまったのだった。







　そして、答案返へん却きやく日びの今日。

　俺の目の前には、渡わたされたばかりの成績表と全国ランキング表がテーブルに広げられていた。

　頭は悪くないとは思ってたけど、こんなにあっさりと上位にランクインしやがって……。

「ちょっ…、おい、待てってば！」

　ソファーに座り俺を背後から抱だきしめて、日高はきっぱりと云う。

「往おう生じよう際ぎわが悪い。『俺の云うこと』聞いてくれるって云ったくせに」

「『お前の云うこと』じゃなくて『お前の頼み』だっ」

「たいして違わねえよ」

「自信ないとか云ってたくせに…っ」

　それでも怖こわいから、念の為ために条件だって高く設定したっていうのに!!

　なのに何だよ…この華はな々ばなしい成績はっ!?　どれもこれもほぼ満点じゃないか……。

「現国が苦手だから、不安だったんだよ。無理だと思ったらそんな約束するわけないだろ」

「でもっ！　だからって…何で俺が…っ」

　じっ…自分でしてるとこを、お前に見せてやらなきゃなんないんだ!?

「俺が見たいから。ほら、足開かないとできないだろ」

　あんな約束をさせ好成績を修めた日高の『頼み』とは、つまり…そういうことだったのだ。

「そんなっ、日高…や、め……」

　この期ごに及およんで抵てい抗こうを試みる俺に焦じれ始めた日高は、服越ごしに俺の足を撫で上げつつ、もう一方の手で中心部を軽く刺し激げきする。

「…あ…っ」

　こんな事で声なんか出してどうするんだ…俺は…。

　でも、強く弄いじられたわけでもないのに、否いや応おうなしに体が疼うずき始めちゃうのは……もう、条件反射みたいなもんだよな……。

「……先輩。約束、しただろ？」

「───わかったよ。『約束』だからな」

　やればいいんだろ、やれば！

　半ば意地になった俺は細く息を吐はき、おずおずとズボンのウエストに手を掛かける。

　緩ゆるめたフロント部分から中へ片手をゆっくりと差し込んで自身を取り出すと、そこが熱を持ってトクトクと脈打っているのがわかった。

「……っ」

　普ふ段だんからあんまりこういったことは、自分でしたりもしないのに…っ。

　何で、よりによって人前で、俺がこんなことしなきゃなんないわけ？

「どうしたんだよ？　何、触さわっただけでイキそう？」

「なっ…んなわけあるかっ」

　本当は、見られてるだけでもヤバイんだけど、そんなことがバレたら後が怖い。絶対、ろくでもないことをしてくるに決まってる！

　───でも、ここでやらなきゃ絶対こいつの機き嫌げんは損そこねることになるし……。

「できるだろ？　俺にされたときのことを思い出せばいいんだよ」

「…るさいっ、黙ってろよ！」

　日高の軽口に云いい返し、意を決して、俺はゆるゆると手を動かし始めた。

「ん、……っ」

　上下に緩く擦こすると、手の中の熱は大きさを増す。腰こしの奥からも、重たい熱が込こみ上げてきて。

　……やっぱり、ダメだ……恥はずかしくって耐たえらんない。

「ほら、手ぇ動かさないとイケないだろ？」

「…わかってる、けど…っ」

　わかってるんだけど…！　お前が見てるせいで、できないんだよっ!!

　叫さけびたいのを堪こらえていると、日高の手が、つ…っと俺の指先を撫なで上げた。

「…っ!!」

　そうだ…いつもこの無骨で器用な指が…括くびれた部分を擦り、潤うるみ出してる先せん端たんを親指の腹で丸く撫でて───…。

　やば…、思い出しただけなのに！

　甘い痺しびれが体中に広がっていき、ビクンと反応する手の中の欲望を、俺は目をギュッと瞑つぶることで押さえ込む。

　なのに、不意打ちの快感が治まるのをじっと待っていた俺を、日高は手の上からグッと強く握にぎってきたのだ。

「ぁ……っ！」

「ほら、こうやってもっと強く…」

「や、ぁっ…」

　張りつめた中心を締しめあげられて、俺はガクンと首を後ろに仰のけ反らせてしまう。

「もっと先のほうも弄れよ。ここ、好きだろ？」

「っん、そこ…ダメ…っ」

　日高は俺自身の先端を掠かすめるように引っ搔かき、耳みみ朶たぶに軽く歯を立てる。　>>>♥

　ゾクッと走り抜けた電流みたいなものが、俺の手足から自由を奪うばっていき……。

「手が止まってる。……先せん輩ぱい？」

「も、できな…っ」

　これ以上はムリ…っ。

　指一本、まともに動かせないって！

「できないなら、仕方ないよな」

「えっ、日高…!?」

　すっと俺の中心から手を引いた日高は、背中を預けた俺の体を起こしにかかった。

　まさか、このまま放ほうっておかれるのかっ!?

「何？　云いたいことがあるなら、云えよ」

「…っ、…わかってるくせに…っ」

「いつも云ってんだろ？　口にしないとわからない」

「………せて……っ」

「聞こえない」

「…っ！」

　このやろ……。

「………イカせ…て…」

　今に見てろよと思うけれど、この状じよう況きようじゃ背に腹は替かえられない…。

「イカせれば、いいんだよな？」

　意味深な囁ささやきの意味を深く考えてる余よ裕ゆうもなく、俺はコクコクと首を縦に振ふってしまった。

　それがどんな結果になるかも知らずに───。

「…ぁ……んっ」

　再び伸のびてきた手に、俺は昂たかぶりを奪われて。

　日高の手に捕とらえられ、ぐっと握り込まれただけで、俺の中心はぐんと張りつめる。数回、指先で扱しごかれただけで、俺はあっさりと達してしまった。

　くそ…こいつに触られた途と端たんだなんて、ちょっと情けなさすぎやしないか、俺…。

　忙せわしない呼吸を治めつつ着衣の乱れを直していたら、低い声で制止が入った。

「何してんだよ？」

「…え？」

「誰だれが終わりにするって云った？」

「だって、もう……」

「この程度で満足するカラダじゃないだろ？」

「な、な、な、何を……っ」

　云われた台詞せりふのあまりの内容に、舌がこんがらがってしまう。

「それに、途中でギブアップしたんだから、それなりのペナルティーを科さないと、な」

「日高!?」

　ぐっと頭を回され、後ろを向かされた俺の目に飛び込んできたのは、ニヤリとした微笑ほほえみ。そして反はん撃げきに出る間もなく、俺は唇くちびるを奪われてしまったのだ。

「んっ……ぅ……」

　下唇を吸われ、歯列をなぞられ、舌の裏を舐なめられる。順を追って深くなる口づけに、全身がじんわりと痺れてきて…。

「…っあ………ん…」

　くったりとなった体を掬すくうように抱だきかかえられ、俺はソファーに横たえられてしまう。

「こ…の…卑ひ怯きよう者もの…っ」

　再び寄せてくる顔を、俺は必死に両手で阻はばんだ。

　このまま日高の好きになんかさせてなるものかってんだ！

「心外だな。リラックスさせてやっただけだろ？」

「調子いいこと云うな！…ぅわっ」

　ぐぐぐ…と日高の顔を押し退のけようとしていたら、手の平をぺろりと舐められて、そのねっとりとした感かん触しよくに肌はだがぞくっと粟あわ立だった。

　ひ、人の手を舐めるなぁ…っ。

「や……ちょ、ちょっと、ん…っ！」

　引っ込めようとした手を摑つかまれ、指の間を執しつ拗ように舐ねぶられる。指を口に含ふくまれたかと思えば、関節のあたりを甘あま嚙がみされ舌先でくすぐられた。

「ぁ……や、やめ…っ」

　吸い上げられ、痺れる指先。トクトクと鼓こ動どうが脈打ち、気持ちまで次し第だいに溶とけていく。

　どうしよう…こんなことで感じて…反応してるなんて俺……。

「あ……」

「泣きそうだな、あんた」

　ちゅっと音を立てて離はなれていった日高の唇がしっとりと濡ぬれていて……。言葉を紡つむぐそれがやたらに艶なまめかしく見える。

「…だって……」

「感じてんのが、怖こわいのか？」

「わかん…ない…っ」

　日高に見つめられて、触ふれられて…囁かれて……。

　何をされても泣きたくなるくらい切なくなるのは、どうしてなんだろう。

「わからない？」

「…んっ」

　耳に押しつけられた唇からダイレクトに伝わってくる振しん動どうが、鼓こ膜まくを通して快感に変わり、頭のてっぺんから爪つま先さきまで広がっていく。

「───だったら…わかるまで、苛いじめてやろうか？」

　いつもなら『ふざけんな！』と一いつ喝かつしてやるはずのところなのに、何故なぜか俺はコクリと喉のどを鳴らしてしまった。体の奥がカァッと熱くなる。

　甘くて低い囁きが俺をどんどんダメにしていく───。

「……う…ん」

　力なく腕うでを伸ばしたら、全すべてを攫さらわれるかのように抱だきしめられ、首筋に嚙みつかれた。







「この…詐さ欺ぎ師し！　ヘンタイ！　エロオヤジ!!」

　その後、俺の希望通りイカせてはもらえたものの、一度や二度ではすまなくて。結局、俺はソファーの上で力の入らない体を、持て余すハメになっていた。

「…人聞きが悪いな。イカせてくれって云いったのは、先輩のほうだろう？」

「あんなことしろなんて俺は云ってない！」

「一度でいいとも云ってないよな。それに、苛めてやろうかって訊きいたら頷うなずいたくせに」

「それは…っ」

　あんなことやそんなことをしてくるから、つい我が慢まんできなくて……。

　ぐっと言葉に詰つまった俺を、日高はさっきと同じように背後から抱き締める。

　素す肌はだに羽織ったシャツ越ごしに、シャワーで火ほ照てる肌の温度が伝わってきて、俺は思わずドキドキしてしまった。

「拗すねるなよ。俺だってあんたに触れたいのメチャクチャ我慢して、勉強頑がん張ばったんだぜ？」

「別に…拗ねてなんか……」

　そんなふうに宥なだめられると、まるっきり俺のほうがガキみたいじゃないか。

　全国テストであれだけの成績を取るくらいだし、勉強だって約束通りかなり頑張ったんだろうとは思うよ？　それはさ、よくわかってるんだけど……。

　やっぱり悔くやしいんだよ！　何だか日高にハメられたみたいで!!

　はぁ……。

　…でも、いつまでも臍へそを曲げてるわけにもいかないし、許してやるとするか…。

　───と思ったのに！

「…次のテストのときは、───…してもらおうかな」

　ふいに耳元に囁かれた単語に、俺は体温が一気に上じよう昇しようしてしまう。

　そ…そんなこと、できるわけがないだろうがっ!?

「阿あ呆ほう！　二度とお前とあんな約束なんかするか！」

　ちょっと気を許すとすぐこれだ！

　いいようにされてしまった悔しさを込こめて、俺は日高の腹へと力いっぱい肘ひじを叩たたき込んでやったのだった。







　あとがき




　はじめての方もそうでない方もこんにちは、藤ふじ崎さき都みやこです。

　早いもので、もう一冊目の本から一年ちょっとがたってしまいました！　これで四冊目になるんですよね…。発売日付近は他ほかのことが手に付かない程ほど、ドキドキしてたりします。注意力散さん漫まんになり、机の角に手をぶつけたり、お皿を割ったりとさっぱり使い物になりません（笑）。

　実は未いまだに「信じられない…」と思ったりもしてますが。これも、お手に取って下さってる皆みな様さまのお陰かげです。本当にありがとうございます～！




　ええと、今回は四冊目にして初めての年下攻ぜめなのですが……いかがでしたでしょうか？　お気に召めしていただけると、とても嬉うれしいのですが…。

　実は、この話の第一稿こうはだいぶ前に書き上がっていまして。半年以上たって手直しをしようと放ほうってあった原稿を引っぱり出してきて、愕がく然ぜんとしました。

　ど…どこをどう直せばいいのやら……（汗）。

　今でも充じゆう分ぶん未熟だというのに、その原稿の酷ひどさと云ったら！

　───それがわかるようになったと云うことは、ちょっとは成長できてるってことでしょう…か…？　そうであって欲しいと切実に願うばかりです…。

　……担当様には、いつもいつもいつも大変ご迷めい惑わくをおかけしてしまいまして……も、申し訳ありません!!（土下座）

　そして、今回も挿さし絵えを描かいていただきました蓮はす川かわ先生！　文章以上にカッコよくて男前な日高と、美人な忍を描いて下さってありがとうございました！　表紙も口絵も素す敵てきすぎて、タイトルや帯で隠かくれてしまう部分が勿もつ体たいないくらいです。

　美び麗れいなイラストにウキウキしてはいるものの、電車の中や屋上、浴室などなど…とんでもないシーンばかり描いていただいてしまい、申し訳なさでいっぱいです。本当にすいません…。土下座なんかじゃ足りない…ですよ…ね？

　そんなとんでもない所業ばかりしてる日高ですが、正直、今のようなキャラになるまでが大変でした。書いているとすぐに子犬っぽくなってしまい、忍は口説かれるというよりほだされてるような感じになっちゃって…。子犬じゃなくて、オオカミ（大型犬？）にしたいのに！　と四苦八苦しました…（苦笑）。まあ、子犬攻も好きなのですが。

　努力の甲斐かいあって、徐じよ々じよに理想に近付いていったのですが、気が付いたらエロオヤジのような手慣れた高校生になっておりました。

　あ、あれ？　おかしいな…？？　どこで間ま違ちがったんだろう……。

　どうも、私の書く受は攻に振ふり回されるのが宿命のようになっているような気がします。でも、忍も負けじと、その腹いせ（？）にガシガシ日高を殴なぐっておりますが……（笑）。　日高には忍の拳こぶしに備えて、腹筋でも鍛きたえておいてもらいたいものです。




　あとがきを書いている今は、十一月の上じよう旬じゆんなのですが……最近、めっきり寒くなってきましたね。冷え性しようのせいか、夜パソコンに向かってると末まつ端たんから冷えてくるんですよ。爪つま先さきとマウスを握にぎっている指先から。

　足のほうは防寒できても、指はキーボードを打つ手前、手て袋ぶくろをするわけにもいかず……。結局、こんな時期から暖だん房ぼうのお世話になってたりします（根性なし）。

　暑いのはガマンできても、どうも寒いのが苦手で…。いっそ、冬とう眠みんしてしまいたい気分です。何か、いい対策はないでしょうか？

　そんな最近の楽しみは、日ひ替がわりの入にゆう浴よく剤ざいだったりします。「今日はどれにしようかな♪」と選びつつ、心は温泉へと馳はせてみたり。相変わらず、そんな予定などさっぱり入ってはいないのですが……（涙）。

　もちろん、白く濁にごるお湯を見つめながら、ちゃんと（？）妄もう想そうもしてますよ！　泡あわ風呂ぶろとかも、色々と楽しそうですよねっ。やっぱ、こう…全部見えちゃうよりは、チラリズムのほうが……って、何を云ってるんでしょうか、私は。

　でも、きっといつかこんな妄想も役に立つ日が来る…はず？（笑）







　最後になりましたが、ここまで読んで下さった皆様ありがとうございました。また前回、感想のお手紙を下さった皆様も、ありがとうございます。

　本当に、皆様のお手紙が心強い励はげみになっております。

　よろしければこの本を読んで下さった皆様、感想を一言だけでも教えていただけると嬉しいです！

　お返事を書くのは、やっぱり緊きん張ちようしますが、ちょっとだけ慣れてきました！（笑）飽あくまで「ちょっとだけ」ですので、字がぎこちないのは見み逃のがして下さいね…。




　まだまだ寒い日が続いてるかと思いますが、どうかお元気で。

　それでは。またいつか、貴方あなたにお会いすることができますように♥




　　二〇〇二年十一月


藤崎　都　　
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